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　剝むき出しの肌に、無遠慮な視線が突き刺さるようだった。カウンターの縁へりを摑つかんだ翡ひ翠すいの腕には鳥肌が立っている。

　緊張からか、羞しゆう恥ちからか、空気の冷たさのせいか──浅い息遣づかいに上下する胸の上で、乳首はきつく尖とがっていた。薔ば薇ら色ね、と評す女の声を思い出して背そむけた目の前に、銀色のトレイが置かれた。

　そこに、バーテンダーが洋杯グラスを二つ載せる。華きや奢しやなかたちの洋杯には透明な紅色の酒が、切り子細ざい工くの四角い洋杯には氷と琥こ珀はく色の酒が、注文どおり縁ふちいっぱいまで注そそがれ、少しでもバランスを崩せば零こぼしてしまいそうだった。零せばまたやり直しだ。

　屈くつ辱じよくと羞恥で震ふるえそうな手でトレイを握りしめて、裸足はだしで踏み出す。どこかから「いい尻だ」と言う声が聞こえて、きゅっと尻が強こわ張ばってしまう。

　肌寒い店内で、なにもまとわず裸で給仕をさせられている自分を、占領軍の男たちが眺ながめている。

（……恥ずかしい）

　かたかたと、トレイの上で洋杯が揺れた。翡翠が歯を食いしばって歩ほを進めると、脇のテーブルで脚を投げ出した男たちの一人が「洩もらすなよ」と笑った。揺れる性器を指差され、そこがきりきりと痛んで、思わず足をとめそうになる。

「泣きそうな顔だな。気が強そうなのに」

「そりゃ恥ずかしいだろう。全裸のうえに、勃たってるんだ」

「ご主人様に叱しかられたら、俺たちが慰なぐさめてやるよ」

　どっと笑い声が沸わき、翡翠は逃げるように身体からだを前に押し出した。奥のドアがひどく遠く思える。腕は強張って、今にも酒が零れそうだ。

　焼けたように熱い身体が、自分のものではない気がした。こんなはずはなかった。恥ずかしくて逃げたいのに──こんな、まるで感じているような反応をしてしまうなんて。

　いくつも飛ぶ野や次じを浴びながらどうにか扉までたどり着き、翡翠は「持ってきました」と嗄かれた声を上げた。

　どんなに惨みじめな思いをしても、負けたくない、屈したくない。弟だけは守りたい。

　その思いだけに支えられて立つ翡翠の前でドアが開き、奥に座る男が見えた。

　黒い軍服に黒い髪、冷たい瞳と白い肌をした、悪魔のように美しい男が。
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『世界の東とう端たん』と呼ばれる耶や斑はんが、長い歴史を持つが傾きかけた大陸の中北部にあるジャルムと同盟し、他の国々相手に戦争を起こしたのは三年近く前だ。

　二年半ほど続いた戦争は、耶斑をどん底に突き落とした。

　内装だけ大陸の西の国々──アルビオンやイリヤを模もしたこの酒場に集つどうのは、敗戦から半年経った今でも、大たい挙きよして乗り込んできたアルビオンをはじめとする連合軍の軍人たちではなく、彼らに取り入って甘い汁を吸おうというこの国の人間ばかりだ。

　一段高くなった舞台の端に置かれたピアノの脇、西諸国風のドレスの裾すそをひきずって、翡翠はついと顎あごを上げた。

　瓦ガ斯ス灯の仄ほの暗ぐらい暖色のもとでは落ち着いた風合いに見えないこともない壁は、よく見れば塗装が剝はげ、テーブルは傷がついて不ふ揃ぞろいで、長椅子の目立たない場所は革が破けている。ちぐはぐで見せかけだけのこの場所が、ちょうど今の耶斑そのものだ、と翡翠は思う。なんとか西諸国に追いつこうと焦り、勝てるわけもない戦争をはじめ、負けて、先の見えない不安の中でくすぶっている。

　小柄な耶斑の男たちにズボンやシャツの洋装は似合わないのに、酒場の男たちの半分はそれを身にまとっていた。出される酒も葡萄酒や麦酒で、俺は米酒のほうが好きだよと思いながら翡翠もいつも葡萄酒を飲む。

　この半端でうら寂しい場所で、だが一番醜しゆう悪あくなのは自分だと、翡翠は弁わきまえていた。無力で不ぶ格かつ好こうな負け犬だ。店主の要望とはいえ、男のくせに亜あ麻ま色の髪には白い椿つばきを飾り、女物のずるりと長いドレスをまとっている。

「俺のほうはいつでもいいよ。翡翠は？」

　ピアノの前に座った理り央おが気遣わしげに訊きいた。穏やかに整った顔立ちの彼は、舞台用に古びたタキシードを着ている。うん、と頷うなずいて翡翠はひとつ深呼吸した。

　理央の弾ひくピアノの音が、濁にごった空気を割るように響く。一曲目はいつも、アルビオンで人気だというゆったりした旋せん律りつの曲だ。

〈日曜日は嫌い、明日になれば愛しい人が、妻の待つ家に帰ってしまうから……〉

　暗い歌詞だ。でも旋律は好きだった。西の音楽はどれも綺き麗れいだ。翡翠がうたい出すと、舞台近くの酔すい客きやくたちが数人、目を向けてくる。

　胸元の大きく開いた赤いドレスを着た翡翠に、彼らは一瞬目を瞠みはる。象ぞう牙げ色の肌に耶斑人にしては高い身長、猫のようにきつい目が印象的な翡翠の顔立ちは、甘さはないが美しい。

　美しいものの女性には見えない翡翠が女の格好をしていることに、客たちはたいていすぐに失笑し、それから少しだけ歌声に耳を傾ける。隣の客と囁ささやき交わす男もいる。場末の酒場じゃうたうのも男か。でもいい声じゃないか。だが見ろ、あんな女みたいな格好で、どうせ連合軍の御ご用よう達たしのバーじゃ相手にされないんだろうよ。気取って歌なんかうたわないで、男だん娼しようにでもなれば少しは相手にされるだろうにな。

〈愚おろかな恋と笑えばいいの、私には週末だけがあればいい〉

　あだっぽく語尾を掠かすれさせてうたいながら、翡翠は笑い声も声援も野次も等しく気にしない。気にしたって実入りが増えるわけではないからだ。翡翠を知らずに入ってくる客も多いが、翡翠の歌声が好きだと言う常連客もそれなりにいて、酒場の主あるじは翡翠がうたうのを歓迎してくれていた。

（それにしても、今日は初めての顔ぶれが多いな）

　洋装、耶装を問わず、大陸かぶれの酒場に来るのは、敗戦国の耶斑にあってたくましく順応している商人が多い。だが今日舞台の一番近くにいるのは、どことなく汚れた服を着た、見たことのない集団だった。

　彼らはやがて翡翠に興味をなくし、顔をつきあわせて話し込みはじめた。最近増えているという抵抗団の人間だろうか。辛しん気きくさい話ならよそでやれよと思いながら、翡翠はいつものように五曲うたって下がった。

　控え室まで、理央がついてきた。
















「お疲れさま翡翠。これ、よかったら藍らん佳かくんに持って帰って」

「なに？」

「焼き菓子だよ、表通りの桃とう輪りん堂どうの。あそこの旦だん那ながくれてね」

「桃輪堂の焼き菓子！　ありがと、藍佳が喜ぶ」

　紙の包みを受け取って翡翠は目を輝かせた。弟の藍佳は甘いものに目がないのだ。理央は照れたように頭をかきながら、喜んでもらえてよかった、と言った。

「藍佳くんのことは俺も気になってるんだけど、ここのところ忙しくて様子を見にいけなかったから。元気にしてる？」

「なんとか風か邪ぜひかずに頑がん張ばってるよ。忙しいっておまえ、ピアノ弾き以外になにかはじめたのか？」

　鏡の前に置かれた水差しから水を飲み、翡翠は髪を整え直す。鏡越しに理央を見ると、彼は曖あい昧まいに笑った。

「うん、まあね」

「犯罪だけはやめとけよ。理央、危なっかしいんだからさ」

「翡翠にお説教される日が来るとは思わなかったな。小学校の頃は悪いた戯ずらばっかりしてたの翡翠のほうだろ」

「いつの話してんだ」

　怒ったふりをして睨にらんだが、理央の優しげな顔を見るとつい笑みが零れた。理央は幼なじみで、今住んでいる部屋も、この仕事も、彼が世話してくれたのだ。

　気だてがよく真ま面じ目めで誠実な理央が、異国人に占領されてなにもできずにいる現状を苦々しく思っているのは、翡翠もよく知っていた。知っているから、心配にもなる。

「おまえには感謝してるから、危ない橋は渡ってほしくないんだよ。俺だって金はほしいけど、まっとうな範囲で実入りのいい仕事を探すほうが、今後のためだろ」

「心配してくれてありがとう。翡翠は見た目よりずっと優しいところが好きだよ」

　理央は冗談めかして言い、時計を見て慌あわてて腰を上げた。もう一度舞台に出てピアノを弾くのだ。翡翠がうたうのにあわせて五曲、歌なしで五曲。時間を気にしつつ、理央は翡翠を心配そうに見る。

「翡翠、これから挨あい拶さつしにいくの？　あの、商人だっていう人」

「行くよ。ご贔ひい屓きさんだし」

「あの人、よくない噂うわさがあるって前も言っただろう？　アルビオンの軍人にいい顔している裏で、スターツともこそこそ繫つながってるらしい」

　連合軍の要かなめは、大陸を東西に分ける山脈の西側ほとんどを領土とするアルビオンだ。多くの植民地を持つアルビオンから独立したスターツは、その出しゆつ自じもあってアルビオンとは仲が悪いと言われている。

　大陸の西南の半島にあるイリヤは商業を中心に発展した小さな国が集まってできた連邦で、かつては文化や商品が交流する中心地でもあった。そのため、『東部の母』を自称し、自国の文化以外には冷淡なルテニア帝国とは長年の確かく執しつがある。

　二大国家であるアルビオンとルテニアは、その間にある土地や国をめぐって、こちらもまた長いあいだ争いを繰り返してきた。

　決して一枚岩ではない連合軍は、『東』を手に入れるためにだけ、手を組んだのだった。だが、そんな相手にも耶斑は負けたのだから、翡翠は皮肉っぽく肩を竦すくめた。

「〝同じ〟連合軍じゃないか」

「スターツとアルビオンの仲が悪いの、翡翠だって知ってるよね。それに、耶斑人なのに、あんな……」

「わかったわかった、ほら、演奏開始時間に遅れるぞ」

　皮肉にも真面目に返してくる理央のいつまでも続きそうな台詞せりふを遮さえぎると、理央は一瞬悔しそうな顔をして、それからため息をついた。

「もう行くけど──今はまだどうなるかわからないけど、目め処どがついたら翡翠にも話すよ、俺が新しくはじめようとしてること。翡翠は大事な幼なじみだし、一緒に頑張りたいんだ」

「そりゃありがとう」

　真面目な理央らしい台詞に翡翠が小さく笑うと、理央は表情を和やわらげ、じゃあまた明日ね、と控え室を出ていった。彼を見送ってから、翡翠は髪に飾った椿の花の位置を直して、贔屓にしてくれる客に挨拶すべく店に出た。

　目当ての男はすぐ見つかった。たっぷりと腹の出た身体をアルビオン風のスーツに押し込んだ五十がらみの背の低い男は、近づく翡翠を見ると嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「やあ、今日もいい歌声だったよ。さ、こっちに来て隣に座りなさい、なにか食べさせてあげよう」

「ありがとうございます、馬ま所どころ様」

　そつなく微笑ほほえんで、翡翠は言われたとおり彼の隣に腰を下ろす。革張りの長椅子はやたらふかふかして座り心ごこ地ちが悪いが、姿勢を崩さないよう背を伸ばして座ると、馬所は小さい目を嬉しそうに細めた。

「本当に、こんなところに置いとくにはもったいないねえ翡翠は。アルビオン人ばかりのバーでもルテニア人ばかりのバーでも人気が出るよ」

「そうだといいんですけど、一度断られていますから」

「訪ねた店が悪かったんだよ。もっと高級なところでないとねえ、スターツ人の多いところは駄だ目めだろう、彼らは野や蛮ばんで文化的素養が低いんだ。強がったところで、まだまだアルビオンには頭の上がらない国だからねえ」

　得意げに葡萄酒の入った洋杯を揺らし、馬所は長椅子の肘掛けに背を預けて翡翠を眺めた。彼が連合軍の人間相手に商売をしているのは翡翠も知っていたが、具体的になにを扱っているのかよくわからない。しかし、いつでも羽は振ぶりがよさそうだった。それでも、同じ国の人間といたほうが落ち着くのか、この酒場にちょくちょく顔を出しては、翡翠がうたった後はいつも食事をさせてくれる。

（金に汚い人かもしれないけど、順応できないよりはいいと思うんだよな）

　好きか嫌いかでいったら好きにはなれないけど、と思いながら翡翠は馬所を見返した。いかにも企みごとのありそうな顔の彼は、まだ年若い給きゆう仕じが運んできた肉料理や乾酪チーズの載った豆の煮込みを「おあがり」とすすめてくれ、翡翠は箸はしをつけた。馬所は料理のかわりに葡萄酒を飲み干し、翡翠は壜びんから洋杯に注いでやる。

「酌しやくをするのも上手になったねえ。きみと懇こん意いにしたい客も増えただろう」

「馬所さんが一番贔屓にしてくださいます」

　翡翠の愛あい想そ笑いに、馬所は満足そうに笑った。

「アルビオンでは、きみのように美しい、歳若い男を愛めでる文化が伝統的だそうだよ。もちろん、表立っては金銭的な援助をするだけということになっているらしいが、裏では夜の奉仕に使うそうだ。女ではなく男というところが、歪ゆがんでいるねえ」

「異国ですから、習慣が違うのは仕方ありません」

「耶斑の少年は彼らに人気があるんだ。肌がきめ細かいのがいいそうだ」

　つう、と視線が首筋から開いた胸元を撫なでるのを感じ、翡翠は眉まゆをひそめた。耶斑では男を抱きたがる男はおかしいとされているのに、最近はそういう西洋文化のせいか、酒場でうたっていると色目を使われることが増えたのが腹立たしい。馬所は若い女が好みのはずだが、視線はねばつくようで不快だった。

　翡翠の嫌悪の表情を見てとって、馬所が笑う。

「もちろん、きみに身売りをすすめているわけじゃない。ただ、以前から連合軍人の出入りするような高級なところでうたいたいと言ってたろう？　最近懇意にしているアルビオンの方がね、私がきみの話をしたら、一度会ってみたいと仰おつしやったんだよ。ぜひ会ってみたらどうかと思って、その心の準備のためにこんな話をしただけだ」

　親しげに肩を叩たたき、安心しなさい、と馬所はもっともらしく頷いた。

「紳士的で身分も高い方だから、向こうの評判に傷がつくような無む理り強じいはなさらない。一回会ってうたってみせて、気に入ってもらえれば高級酒場にも出入りできるようになるよ。会いたいだろう？」

「──そうですね、是ぜ非ひ」

「服は私が用意してあげよう。そんな売女ばいたみたいな服は嫌がられるだろうからね、白いシャツと黒いズボンを買ってあげるから」

「シャツとズボンならあります。そこまでしていただかなくても」

「いやいや、いいんだよ。ジュリアス様に失礼があってはいけないからね」

　件くだんのアルビオン人はジュリアスというらしい。よほど大事にしたいコネみたいだな、と皮肉っぽく思いながら、翡翠は「ありがとうございます」としおらしく頭を下げてみせた。

　身売りは冗談ではないが、職場を変えられるかもしれない機会はありがたい。この酒場の主は親切だが、耶斑人ばかりの酒場と異国人の集う酒場では手にできる金額が倍も違う。一日に稼かせげる額が高くなれば、それだけいい薬も買えるし、滋じ養ようのある食べ物だって買える。

（藍佳のためだ、ちょっとくらい気色悪いのなら我慢するさ）

　そのためなら、誰だれに頭を下げるのも苦ではないし、国をのっとった連合軍に媚こびる歌をうたうくらい、まったく気にもならない。細かいことにこだわったって、生きるのが苦しくなるだけだ。無力だからこそ、手段は選んでいられない。

　結局生き残ったものが勝ちなんだ、と思いながら、翡翠は肉料理を頰ほお張ばった。










「変な服だね」

　藍あい色の着物を着て座った藍佳が、焼き菓子をかじりながら、届けられた服を着た翡翠を見上げて首を傾かしげた。姿見は売り払ってしまったから見ることはできないが、鏡で見るまでもなく、確かに変な服だと、翡翠は胸元に重なった布をつまんだ。

　幾いく重えにも重なった薄いフリルは、まるで女児向けの服の飾りだ。それが、襟えり元から腹のほうまで、釦ボタンの両脇に配置されている。長袖の袖口もひだひだしていて、食事をするにも邪魔そうだった。ズボンはウエスト部分がやたら幅広く、胃のあたりまでぴったり締めつけるように立体的に仕立てられて、股間がきゅっと締まっていてきつい。工夫しないと性器の形がくっきり浮いてしまいそうな密着したつくりで、膝ひざから下は普通のズボンと同じ程度のゆとりがあったが、大股ではとても歩けそうにない。

「これが失礼のない格好なんだってさ」

　ため息をついて翡翠は服を脱いだ。馬所と話したのは昨日の夜で、昼にはもう服が届けられた。寸法があわないといけないから試着するようにと手紙が添そえられていて、それで着てみたのだけれど。

「変だけど、兄さんに似合ってたよ、大丈夫」

　肩で揃えた髪を揺らして、藍佳があどけなく頷いてくれる。頰は赤くて可愛かわいらしく、実年齢よりもずっと幼く見えた。愛しさに翡翠も微笑んで、彼の額に触れる。

「嬉しくないけどありがとう。顔赤いけど、熱っぽくないか？」

「うん、今日は平気。お土産のお菓子食べたからかな」

「それは薬じゃないぞ」

「でもおいしいよ。中に木の実が入ってるの。兄さんも食べて」

「俺はいいから、今度理央に会ったらお礼を言いな。今日は果実水でももらってくる」

「果実水も好き！　林りん檎ごのがいい」

「林檎な、わかったよ」

　さらさらした髪を梳すき、そっと抱き寄せると、藍佳の肩はどきりとするほど細い。また瘦やせたんじゃないといいけど、と思いながら翡翠は目を閉じた。藍佳だけは守らないとならない。敗戦後に再会してすぐ離ればなれになってしまった母も、別れる前、藍佳のことをお願いね、と念を押したのだから。

　奇妙な服を着るのも弟のためだ、と自分に言い聞かせる。

（二人で、ちゃんと生きてくよ母さん）

　翡翠の父、志し科しな鉱こう十じは学者だったが、戦争中、軍に所属して作戦に従事していたらしい。アルビオンにスターツ、イリヤとルテニアという、地理的にも文化的にも世界の大半をしめる四国連合相手に勝てるはずもないと、父はわかっていただろうに、と今でも翡翠は悔しく思う。

　東の果ての小さな国が、大陸の中で落ちぶれたジャルムと手を結んだとて、益えきになることはないのは明らかなのに──『西』に追いつこう、『東』を奪われたくないという心理は、国の大勢の人間を狂わせた。

　小さいながらも平和な島国だった耶斑は、三十年ほど前までは飛行機の技術も、電気すら普及してはいなかった。

　四季にめぐまれた豊かな国土は海で囲まれている。東側は『果ての海』と呼ばれるなにもない海域が広がり、西側は海を隔へだてて大陸があるが、荒れやすいその海を渡ってまで来る船はほとんどなかった。攻められる心配もなく、穏やかに暮らすには自動車も電気も、なくても不便はなかったのだろう。翡翠が生まれる前ののんびりとした生活は、祖父母に聞いただけだったけれど、想像するのは難しくない。

　それが激変したのは五十年ほど前のことだ。見たこともないような大きな船が大挙してやって来て、荒れた海をもものともしない技術が大陸にできたことがわかり、耶斑は変わることを余よ儀ぎなくされた。

　交流が急速に進む中、判明した大陸の国々の目的は、耶斑ではなかった。耶斑人も船出して戻ってきた者のいない『果ての海』が、未知の宝の領域に見えるらしい。

　今回の戦争を耶斑がはじめなかったとしても、いずれ西諸国は攻めてきただろう。でも、だったらなおのこと、焦ることはなかったのに、と翡翠は思う。

「兄さん？」

　腕の中で、藍佳が不思議そうにみじろいだ。なんでもないよ、と言いながら、翡翠は抱きしめる腕に力を込める。弟には自分の不安など見せられはしない。虚むなしさとやるせなさを腹の底に沈しずめて、大丈夫だからな、と囁くのは苦かった。

　西諸国はいずれ脅きよう威いになるだろうが、耶斑にだって誇れる文化がある、彼らと平和につきあっていく方法だってきっとあるよ──そう言ったのは、ほかならぬ父だ。

「憎しみからはなにも生まれないけど、尊敬と尊重から得るものは多いのだから」と何度も父は言っていた。優しく虫も殺せないような性格で、西の文化を深く愛していた父までが判断力をにぶらせたとは思えない。けれど、どんな理由にせよ父は軍に加担し、そのせいで敗戦後は投とう獄ごくされ、母も幇ほう助じよ罪で捕まった。

　それを知ったのは理央に聞かされたからで、三年も父と顔をあわせていなかった翡翠には、にわかには信じられなかった。二人とも判決を待たずに獄死したと、新聞には出ていた。自殺だったらしい。見せられた素っ気ない記事を読みながら、思い出したのは父からの手紙だった。

　勉強をしたいなら田舎いなかのほうがいいと、強引に帝てい都とを出されたあと、父から一度だけ手紙が届いた。

　しばらく仕事に専念するので帝都の家は売り払ったことと、母と藍佳の居場所を事務的に告げるその手紙の最後には、この手紙や手元にある写真の類はすべて燃やすように、軍事機密に関わるからと書かれていて、翡翠は不安になりながら言われたとおりにした。敗戦後、面倒を見てくれていた老夫婦の制止をふりきって帝都に戻った翡翠は、母と藍佳とは再会できたけれど、父と会うことはできなかった。翡翠が田舎に行った直後に離縁されたのだと母から聞いたのはそのときだ。

　それでも母は、翡翠と再会すると、藍佳を預けて一人で出ていった。父さんのところに行ってくるわねと穏やかに笑って出かけて、それきりだ。

　ひどく時間が経たったような気がするが、両親の死からまだ三か月しか経っていない。死を選んだ二人のことを思うといつも胸が裂さけそうに痛むし、その選択を非難する気にはなれない。きっと、それほど酷ひどい扱いを受けたのだろう。

　今考えると、父が翡翠を帝都から遠ざけたのも、母を離縁したのも、おそらくは敗戦を見越して、できるだけ翡翠たちに害が及ばないようにと考えてくれたからに違いない。翡翠が今、藍佳と二人でいられるのは、父のおかげなのだ。

　そんな父でさえ死を選ばねばならなかった世の中で、これから藍佳と二人きりだ。なにもできず守られる側だった自分が、藍佳を守れるだろうか。だが、心細い、と口に出すことは翡翠にはできなかった。藍佳にはもちろん、理央にも、誰にも。

（いい世の中じゃないけど、俺自身がひどい扱いを受けたってわけじゃないんだ）

　だから大丈夫だ、と翡翠は自分に言い聞かせた。戦争中も田舎で充分な勉強をさせてもらえたし、今も仕事があって収入があり、弟がいて友人がいて、天てん涯がい孤こ独どくでもない。威い張ばりくさった大陸人たちにあれこれ指図される生活はこれから長く続くだろうが、それはみんな等しく受ける不自由だ。

　なんの力も持たなくとも、生きてさえいればいつか自由になる日も来る。

　たったひとつ遺のこされた、胸に提さげたペンダントを、翡翠は握った。

　鎖くさりに下がった小さな金色の筒の中には、家族四人で撮った写真が収められている。父の言いつけを破って一枚だけ残した写真だ。藍佳が生まれ、家族揃って幸せだった頃の、不鮮明な証あかし。

　果ての海にも大陸にも興味はない。ただここで、藍佳と幸せに生きられればいい。いずれは新しい家庭を持って、ごく当たり前に生きていきたい。なにより、藍佳には、そうした普通の幸福だけを味わって生きてほしい。

（これ以上誰かが死ぬのは嫌だ）

　自分が非力だと自覚があるからこそ──父と母が遺してくれた「生」を、翡翠は誰よりしたたかにまっとうするつもりだった。










　帝都の中でも連合軍人たちが多いのは、七ななツつ木ぎや緋ひ色いろ坂ざかといった界かい隈わいだ。もともとは耶斑の貴族たちがこぞって舞踏会をひらいていた西風の建築物が、白砂を敷きつめた広い道の両脇に並んでいた。連合軍各国の旗をつけた黒い自動車が行きかい、まるで異国のような趣おもむきだ。

　緋色坂の一画、煉れん瓦が積みの落ち着いた佇たたずまいの会館の一階にあるバーに、翡翠は馬所に連れられて入った。白いシャツに黒いスーツ、蝶ちようネクタイ姿の金髪の給仕が、馬所を見て無言で頷き、バーの奥のドアへと案内した。

　まだ夕刻だからか、店内に客の姿は少なかった。外よりもひんやりした空気の中、数人の客は全員スーツか軍服をまとい、耶斑人二人に好奇心に満ちた眼まな差ざしを送ってくる。馬所は額の汗を拭ぬぐいながら、案内人が扉を叩き、返事を待って開けるあいだも落ち着きなく身体を揺らしていた。

　天井まで届く布張りの扉は見事だった。暗い赤にたっぷり刺し繡しゆうをほどこした布だけでも美しい。木枠には蔦つたと花が飾り彫ぼりされ、つやつやに磨みがかれていた。大きなその扉を馬所と二人で通り抜けると、後ろで案内人が丁てい寧ねいに閉めた。

「もうおいででしたとは、お待たせして申し訳ございませんジュリアス様」

　馬所が申し訳なさそうな声を出す傍かたわらで、翡翠は室内に目を走らせた。思ったよりもこぢんまりした部屋だ。鈴すず蘭らんのような形をした電気灯がいくつもともされて比較的明るいが、窓はなく、奥の壁には剣と薔薇のアルビオン国旗が掲かかげられていた。

　部屋の中央には楕円の硝子ガラステーブルを囲むように長椅子と一人がけの椅子が配置されている。テーブルを挟はさんだ正面の長椅子の真ん中に男が一人座っていて、翡翠はそっと呼吸してから彼のほうをまっすぐに見た。

　ひやりとするような美び貌ぼうの男だった。長めの黒い髪に縁取られた顔は白く、手袋を嵌はめた手で頰ほお杖づえをついた仕し草ぐさがどこか気け怠だるげにも見える。黒いアルビオンの軍服を着ているせいもあって、彼だけ色が抜け落ちたように見えた。あたたかみの感じられない眼差しはひたりと翡翠を見み据すえていて、にこりともしないまま彼は口をひらく。

「時間どおりだ馬所氏。飲み物は用意させてあるから座りなさい」

　流りゆう暢ちような耶斑語は訛なまりがなく、低く美しい声だが人間味の感じられない口調だった。

「は、ありがとうございます。……さ、翡翠、ご挨拶を」

　また汗を拭った落ち着きのない馬所を笑う余裕は翡翠にもなかった。決して威圧的な風貌ではないのに、他人を圧倒する存在感が、正面の男にはあった。数歩歩み出た翡翠は、萎い縮しゆくしていると思われないよう、目に力をこめて名乗る。

「翡翠と申します。お目にかかれて光栄です、ジュリアス様」

　頭は下げなかった。顎を上げ、座った男を見下ろすように名乗ると、彼は値踏みするように目を細めた。頭から足下まで視線がすべり、それからジュリアスは馬所に視線を向けた。

「ずいぶん悪趣味な服を着せているな。あなたの指示か？」

「は、失礼のないようにと思いまして」

「囲う男に二昔前の少年の格好をさせるのが好きな貴族は確かにいるが、私は好きではない」

「それは……その、存じ上げず……失礼を……」

　慌てた様子で翡翠の前に出て、隠すように立った馬所に、翡翠は呆あきれた視線を送った。やっぱり着物を着てくればよかった。そのほうが不ふ興きようは買わずにすんだだろう。

「格好はまずかったかもしれませんが、この翡翠はご覧のように美しいですし、なにより歌声が美しいです。寝しん所じよでもいい声が出せます」

　身売りはさせないんじゃなかったのかよ、と思いつつ、翡翠は黙だまっていた。話が駄目になったら駄目になったで、地道に今の酒場で稼げばいいだけだ。

「私の手持ちの中ではたいへんな上じよう玉だまでして、こう見えて教養もございますし、近くで見ましても肌も綺麗でございますから」

「馬所氏」

　まるで翡翠を物のように売り込む馬所を、ジュリアスが低く遮った。「私は男娼や愛人を探しているわけではない」

「ええ、もちろん、存じております。若く前途ある耶斑人に金銭的な援助をする、人道的な活動の一環でございますね」

　馬所はおもねるように笑みを浮かべたが、ジュリアスは不機嫌そうな顔を崩さない。馬所に先日聞いたアルビオンの「習慣」を思い出し、翡翠は顔をしかめた。

「俺は男娼じゃありません。援助がほしいわけじゃない」

「翡翠！　おまえは黙っていなさい」

　焦って馬所が振り返り、ジュリアスはたいして興味のなさそうな目を向けてきた。

「男娼ではないなら、学生か？」

「いいえ。酒場で歌をうたっています」

「なるほど。そういう人間はたいてい、客とも演奏者とも寝るものだと思っていたが」

「身売りはしません。男と寝る趣味はないので」

「女と寝る生なり業わいの男もいる」

　ふ、とジュリアスが初めて笑みめいた表情を浮かべた。無表情よりもずっと酷こく薄はくに見えるその顔で、彼は馬所と翡翠を見比べる。

「顔立ちは美しいが、きつすぎる。もっと優しげで、従順にふるまえる男がいいんだ。年もいきすぎている。耶斑人は若く見えるというから、もう二十も半なかば過ぎだろう」

　二十二だよ、と言いそうになって翡翠は飲み込んだ。いくら好みの人間でないからといって、ずいぶんと失礼な言い草だと思う。

　馬所が「でしたら」と勢い込んで乗り出した。

「この翡翠には弟がおりまして、そちらはどうでしょう。従順で無む垢くで可愛らしい少年と聞いておりますから、ジュリアス様のおめがねにもかなうかと存じます」

「ほう、弟が」

　ジュリアスが興味をそそられたようにまばたきして、翡翠は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「待ってください。弟は関係ありません」

「こらっ、翡翠は黙っていろと言っただろう」

「きみが関係ないと言っても、弟は私に援助してほしいと言うかもしれないだろう？」

　早口にたしなめた馬所を無視するかたちで、ジュリアスが翡翠を見上げた。口元には、あの酷薄な笑みが浮かんでいる。

「兄とはいえ、弟の可能性を勝手に潰つぶすのもきみの欠点のようだ。私は弟に会ってみたいんだが」

「──弟はまだ十四です。身売りをさせる気はありません」

「身売りをさせるとは言っていない。ただ、私の役に立ってもらいたい」

　含んだような口ぶりが不快だった。なんの役に立たせるつもりなんだか、と思いながら、翡翠はジュリアスを睨み返した。

「そんなことを藍佳に──弟にさせるくらいなら、俺がやります」

「きみが？」

「ええ」

　頷いてから、翡翠は顔をしかめた。売り言葉に買い言葉のようになってしまったが、ジュリアスに援助されるなどごめんだ。あわよくば、今より実入りのいい仕事をと思っていただけだ。

「……でも、そもそも、無理して今と違う仕事がしたいわけじゃないので、今回の話はなかったことにしていただけると助かります」

　言いながらこんなやつだとは思わなかった、と横目で馬所を睨むと、ジュリアスがふと手を上げた。

「少し話を聞こう。馬所氏、今日はもう下がりなさい」

「は？　しかし、」

「また連絡させる。下がりたまえ」

　有無を言わさぬ口調だった。馬所は忙せわしなくジュリアスと翡翠を見、額の汗を拭って、それから苦々しい口調で「では失礼いたします」と呟つぶやいた。

　出ていきしな、「とにかく失礼のないようにしたまえ、場合によっては、きみの不在に弟を連れ出すことだって私にはできるんだからね」と囁かれ、翡翠は振り返った。

　そそくさと出て行く背中を追いかけようとして、ふいに腕を摑まれる。黒革の手袋に包まれた指が服ごしに食い込んで、翡翠はきっとジュリアスを睨んだ。

「はなせっ」

　振りほどこうとしても、ジュリアスはびくともしなかった。立ち上がった彼は上背があり、細身ながら軍服の下の身体には筋肉がついているのが見てとれた。唇くちびるを嚙かんで睨み上げる翡翠に、ジュリアスは「落ち着け」と短く言った。

「馬所氏ならば心配いらない。どうせ弟がどうとか脅おどしたんだろうが、すぐに自分の仕業だとわかる悪事を働く度胸は彼にはない」

「でも、」

「それとも、馬所氏にかこつけて、自分も逃げ出すつもりか？」

「……誰が逃げるって？」
















　冷ややかな声にむっとして、翡翠は力を込めてジュリアスの手を振り払った。今度は向こうも放す気だったのか、あっさり翡翠を解放したジュリアスは、冷めた目つきで翡翠を見下ろした。

「弟にさせるくらいなら、きみがやる、と言ったな」

「言いましたけど、でも俺はあなたに買われたくて来たわけじゃない。馬所さんに、いい酒場でうたう仕事がもらえるかもしれないと聞いて、一緒に来ただけです」

「きみの事情は私にはどうでもいい。人材を探しているのでね。きみがやらないというなら、せっかく提案されたきみの弟に会わない手はない」

「──」

　絶対に会わせない、と言おうとして、翡翠は口ごもった。相手は身分が高いらしいアルビオン人だ。連合軍の中でも一番権力を持つアルビオンの人間から、仮に逃げたとして逃げおおせるだろうか。ジュリアスは馬所に度胸はないと言ったが、こうしているあいだにも、彼がジュリアスの歓かん心しんを買おうと藍佳に手を出さないとも限らない。

「私に従い、私の仕事を手伝える人間を探している」

　翡翠の焦りと逡しゆん巡じゆんを見抜いたように、ジュリアスが口をひらいた。

「アルビオンやルテニア、場合によってはイリヤ人やスターツ人も相手に仕事をすることになるから、最低限アルビオン語とルテニア語の両方使えるのが望ましい。ベッドの上で、たとえ片かた言ことでも愛を囁けなければ興ざめだろう？」

　揶や揄ゆするような、挑発するような声音に、かっと頰に朱がのぼった。

「弟はアルビオン語は話せません」

「まだ十四なら覚えられる。きみは？」

「話せます。アルビオン語も、ルテニア語も」

　アルビオン語は長年の植民地政策のため、アルビオンから独立したスターツを含めて通じる地域が多いし、ルテニア語は音楽や美術を学ぶ人間には馴な染じみのある言語だ。

「では、きみに買う価値があるか、試させてもらう。かまわないな？」

「……かまいません」

　ぐ、と翡翠は顎を上げた。絶対に負けるものか、と思う。この場を切り抜けたら、藍佳を連れて逃げよう。理央に頼めば見つからない隠かくれ処がもあるかもしれないし、できるだけ早く帝都を出て田舎に行けば、地理に不案内な外国人は追ってはこれまい。

　なびく気配を見せない翡翠に、ジュリアスはまたうっすらと冷たい微笑を浮かべた。テーブルに置かれた銀の鈴に手を伸ばし、ちりん、と一度鳴らす。

　奥の国旗が揺れ、扉が開いて翡翠よりもいくつか年上だろうアルビオン人が顔を出す。背後の彼を振り返らないまま、ジュリアスが片手を上げた。

「金を」

　軍服ではなく、スーツを着た男がするりと室内に入ってくる。均整のとれた身体つきに明るい顔立ちの、こういう場面でなければ好感がもてただろう青年で、翡翠は黙って彼がジュリアスに近づき、帯おび封ふうをした紙し幣へいを渡すのを見つめていた。耶斑の紙幣だ。一番高額な千両の紙幣が、おそらく百枚。

「テストを受けて合格できたらこれをやろう。最初の給料だ」

「金はいりません」

「いい稼ぎ口を探していたんじゃないのか」

「……っ、あんたから一銭だってもらいたくはない」

「ではおまえの弟に同じことを訊いてみよう。リード、馬所氏を追いかけて、彼の弟を一緒に連れてこい」

「させないって言って……っ」

　冷たさを増した口調に怒鳴り返しかけ、ジュリアスに視線を投げられて翡翠は声を飲み込んだ。下等生物でも見るかのように無感動な、気怠げでさえある表情が、彼がそうすると言ったら必ず実行するだろうと如によ実じつに表していた。

　きっと、造ぞう作さもないことなのだ。彼らには絶対的な権力があり、もしこの場で翡翠が殺されたとしても、彼らが罪に問われることはない。藍佳を見つけ出すために町中の耶斑人を殺しても、彼らが「正義」だ。耶斑は、負けた国だから。

「──なにを、すればいい」

　唸うなるように声を押し出すと、ジュリアスは紙幣をテーブルに投げ出した。

「服を脱げ」

「……っ」

　ぴりっ、と指先まで痺しびれが走った。屈辱で顔が赤くなるのがわかって、翡翠は唇を嚙みしめる。ジュリアスは観察するように眺めたまま「その服は目め障ざわりだ」と呟いた。

「下着も靴も全部脱げ。そうして、私がいいと言うまで、黙って立っていろ」

　絶対に嫌だ、と言いたかった。けれどそう言えばテストはそこで終わりで、彼らは藍佳をつかまえたら、同じことをさせるだろう。

　きつく唇を嚙んで、翡翠はシャツの釦に手をかけた。嫁入り前の娘ならいざ知らず、男で成人しているのだから、裸ぐらいはどうということもない。歌をうたうときだって、着替えを理央に見られたり酒場の主に見られたりするが、恥ずかしいなど考えたこともなかった。

　だから平気だと言い聞かせ、シャツを脱いで床に投げ、ズボンの釦も外して下ろす。下着を脱ぐのだけは屈辱的だったが、ためらって恥ずかしがっていると思われるのも嫌で、翡翠はさっさとそれも下ろした。

　最後に靴を脱ぎ、ペンダントだけを提げた一糸まとわぬ姿で挑戦的にジュリアスを見れば、元の椅子に座った彼は興味のなさそうな目で翡翠の全身を一いち瞥べつした。

「私の斜め後ろに立て」

　どうやら触る気はないらしい、とわかってちょっとだけほっとした。面白がるような目つきで見ているリードと呼ばれた男の視線は不快だったが、意識しないようにして指示された場所に立つと、ジュリアスがまた鈴を鳴らした。

　今度は二度鳴って、表側のドアが開く。どきりとするのと同時に翡翠を案内してきた給仕が顔を出し、全裸の翡翠に目を見ひらいた。翡翠は咄とつ嗟さに俯うつむいた。焼けた鉄の棒を差し込まれたように、身体の芯が羞恥で熱く痛む。

（見せ物にでもする気かよ……）

　奥歯を嚙みしめる翡翠をよそに、給仕はすぐに何事もなかったようにジュリアスに問いかけた。

「ご用でしょうか」

「カーラとダグラスがいれば呼んでくれ」

「かしこまりました」

　やっぱりだ、と翡翠は思った。他の人間を呼んで、大勢の前で辱はずかしめる気だろうか。それとも、複数の人間に嬲なぶりものにさせるつもりかもしれない。

　ぶるっ、と震えが走った。自分が怯おびえていると認めたくなくて、ぎゅっと裸足で床を踏みしめる。そのあいだに給仕が下がり、ほどなくしてまたドアが開くと今度は着飾った女と、彼女の連れらしい男が入ってきた。

「ごきげんよう顧問官閣下……あら」

　アルビオン語で挨拶をしかけた女が、翡翠に目をとめて扇せん子すを口元にあてがった。

「やだ、ジュリアスも耶斑人を買ったの？」

「色いろ事ごと嫌いは返上かいジュリアス」

「ただの置物だ」

　楽しげな男女に、ジュリアスは平へい淡たんに言った。男のほうはすぐにジュリアスの向かいの椅子に座ったが、女は赤い唇を弓なりにして笑い、翡翠に近づいてきた。

「置物にしとくなんてもったいないわ。ふふ、毛が薄くてとても可愛い」

「触るなよカーラ。訓練中でね」

「置物として？　でも、見るだけならいいでしょう？」

　くすくすと笑って、カーラは顔を寄せてくる。逃げたいのを堪こらえてじっとしていると、甘い匂いのする吐息が首筋にかかり、翡翠は眉をひそめた。

「しっとりした肌ね。色も綺麗だし……乳首は薔薇色。孔あなの中の色ときっと一緒よね、置物だなんてもったいない。この可愛いペニスも……弄いじってあげたらどんなかしら」

「女の台詞とは思えないぞカーラ」

　椅子に座った男がちゃかした。魔女は怖いねえ、と笑う声は完全に楽しんでいて、視線は翡翠の身体を眺めている。カーラに指摘された股間を見られるのを感じて、意識すまいとしても首筋が熱くなった。翡翠が唇を嚙むと、カーラがいっそう笑みを大きくして、閉じた扇子の先端で胸をつついた。

「……っ」

　冷たく固いもので乳首を押し潰され、びくりと身体が強張る。辛かろうじて声を飲み込んだが、ジュリアスから面倒そうな注意が飛んだ。

「黙っていろと言ったはずだ。カーラも、触るなと言ったぞ」

「触ってないわ。扇子でつついただけ。下もつついたら──ああ、嬉しいわね」

　下に目をやったカーラが、得意そうににっこりと微笑んだ。

「扇子、気持ちよかった？　少し硬くなりかけてるでしょう、見られるのは好き？」

　好きなわけないだろう、と言い返したかった。アルビオン語がわからなければよかった。わからなければ、嘲あざけられているとわかっても、直ちょく截せつな屈辱は味わわずにすんだかもしれない。

　目め眩まいがするほど身体が熱い。肌も、身体の芯も、腹の底も炙あぶられたようだ。これは怒りだ、と思いながら翡翠がてのひらに爪を立てるようにして拳を握り直すと、カーラは扇子で臍へそをつついた。予期しない場所への攻撃でまたびくりとしてしまい、咄嗟に俯くと、嫌でも自分の性器が目に入った。

　狭い室内にはアルビオン人が四人、全員が鎧よろいのように厳重に服を着ている中で、あまりにも無防備な自分。

　悔しさと羞恥で腕が震える。なにより屈辱的なのは、快感など一切感じていないのに、カーラの指摘どおり、そこがゆるやかにかたちを変えはじめていることだった。

（──こんな、まさか、……腹が、立ってるだけなのに）

　じくじくと性器が疼うずく。意識してしまうとさらにゆっくりと硬くなり、翡翠は手で隠したくなるのを堪えた。俯いた翡翠の耳に、人間味に乏とぼしいジュリアスの声が響く。

「従順とは言いがたいなこの置物は。躾しつけが必要だ。カーラ、ダグラス、飲み物は？」

「私はルビースカイ」

「俺は水割りでいい。ダブルで、縁までたっぷりだ」

「いやねえ、下品な男って」

「おまえに言われたくないよ」

　忍び笑う二人の声まで悔しかった。せめてもと目を閉じると、ジュリアスが「翡翠」と呼んだ。

「言われた飲み物を表のカウンターから持ってこい。トレイに載せて、もし零したらやり直しだ」

　アルビオン語の、無機質にさえ感じられる命令に、一瞬遅れて肌がちりちりした。ふざけるな、と怒鳴りそうになって、黙ったまま立ち尽つくすと、ジュリアスが面倒そうに振り向いた。

「アルビオン語はわかると言ったな？　わかるなら、行ってこい。裸のまま、返事はしなくていい。歩け」

　ジュリアスの目は冷静で、感情を映うつしていなかった。好奇心や蔑さげすみまじりのカーラやダグラスの視線のほうがまだましだ、と思いながら、翡翠は足を踏み出した。

　嫌だ、と言えば終わりになるのはわかっていた。でも、自分がこの場で自尊心を優先したら、次は藍佳に彼らの興味が向かう。逃げきれるかもしれないが、その保証がないなら、翡翠は危ない橋を渡る気はなかった。

　裸ぐらいなんだ、と考えながら、自分の身体が火ほ照てっていることを意識から追い出そうと努力する。見られたって減らない。大丈夫、恥ずかしくない。あそこが硬くなってしまったのは、緊張と、きっと寒さのせいだ。

　それでも思うように足が上がらず、ふらつきそうになって唇を嚙む。よろめく後ろ姿も見られていると思うとしゃがみこみたくなって、翡翠はドアに縋すがるように手を伸ばした。ためらえば二度と開けられなくなりそうだったから、そのまま、重いドアを押し開ける。

　表のバーは明るかった。秋とはいえ、外はまだ陽が残っている時間だ。硝子の大きな窓からは外の通りを行き交う人々が見え、反射的に足が竦んだ。誰かが覗のぞき込めば、自分のこの姿も見えてしまう。

　はっ、と短い、追いつめられたような息が零れた。逃げたい。馬所の甘かん言げんにつられるのではなかった。座り込んで身体を隠したい。

　強烈な喉の渇かわきと目眩を覚えながら、それでも翡翠は歩いた。投げ出すわけにはいかなかった。

　さっきよりも客の増えたフロアを進むと、全裸の翡翠に視線が集まってくる。どこからか口笛が聞こえ、ひそめた笑い声がさざ波のように広がった。

　翡翠が言葉がわからないと思っているのか、遠慮のない声が響く。

「買われたばっかりかな？　真っ赤になってる」

「背中まで桃色じゃないか。奥の部屋にいるのは誰だろうな」

「偉いやつだろ。このバーはそういう場所じゃない──見ろ、あいつ、勃ちかけだ」

　声と視線は投げられるが、誰も近づくことはないし、触れられることもなかった。翡翠はのろのろと進み、カウンターに手をついた。中に立つバーテンダーが、憐あわれむような目を向けてくる。

「なにか注文か？」

「──はい。ルビースカイと、水割りをダブルで、グラスの縁までたっぷりに」

「すぐに作ってやるよ」

　慰めるような声が却かえって恥ずかしかった。翡翠は俯いて羞恥をやりすごそうとした。カウンターに向き合っている分、誰にも恥ずかしい股間を見られずにすむのだけが救いだった。それでも、カウンター席に座った男が、じろじろとこっちを見ているのがわかる。後ろからは相変わらず、無遠慮な視線が突き刺さるようだった。カウンターの縁を摑んだ翡翠の腕は鳥肌が立っている。

　緊張からか、羞恥からか、空気の冷たさのせいか──浅い息遣いに上下する胸の上で、乳首はきつく尖っていた。薔薇色ね、と評す女の声を思い出して背けた目の前に、銀色のトレイが置かれた。

　そこに、バーテンダーが洋杯を二つ載せる。華奢なかたちの洋杯には透明な紅色の酒が、切り子細工の四角い洋杯には氷と琥珀色の酒が、注文どおり縁いっぱいまで注がれ、少しでもバランスを崩せば零してしまいそうだった。零せばまたやり直しだ。

　屈辱と羞恥で震えそうな手でトレイを握りしめて、裸足で踏み出す。どこかから「いい尻だ」と言う声が聞こえて、きゅっと尻が強張ってしまう。

　肌寒い店内で、なにもまとわず裸で給仕をさせられている自分を、占領軍の男たちが眺めている。

（……恥ずかしい）

　かたかたと、トレイの上で洋杯が揺れた。翡翠が歯を食いしばって歩を進めると、脇のテーブルで脚を投げ出した男たちの一人が「洩らすなよ」と笑った。揺れる性器を指差され、そこがきりきりと痛んで、思わず足をとめそうになる。

「泣きそうな顔だな。気が強そうなのに」

「そりゃ恥ずかしいだろう。全裸のうえに、勃ってるんだ」

「ご主人様に叱られたら、俺たちが慰めてやるよ」

　どっと笑い声が沸き、翡翠は逃げるように身体を前に押し出した。奥のドアがひどく遠く思える。腕は強張って、今にも酒が零れそうだ。

　焼けたように熱い身体が、自分のものではない気がした。こんなはずはなかった。恥ずかしくて逃げたいのに──こんな、まるで感じているような反応をしてしまうなんて。

　いくつも飛ぶ野次を浴びながらどうにか扉までたどり着き、翡翠は「持ってきました」と嗄れた声を上げた。

　どんなに惨めな思いをしても、負けたくない、屈したくない。弟だけは守りたい。

　その思いだけに支えられて立つ翡翠の前でドアが開き、奥に座る男が見えた。

　黒い軍服に黒い髪、黒い瞳と白い肌。悪魔のように美しい男が、微かすかに唇を曲げる。

「なんだ、さっきより勃ぼつ起きしているな。たいした変態じゃないか」

　嘲る言葉に、振り返って見ていたカーラとダグラスも笑った。

「躾が大変そうだな、顧問官閣下」

「まったくだ──手のかかる、悪い置物だ」

　侮ぶ蔑べつに満ちた声を浴びると、ここに来るんじゃなかった、と思うのをとめられなかった。投げ出してしまいたくなる。こんな辱めを受ける筋合いはないと怒鳴って逃げ出したい。

　震える膝を叱しつ咤たして、翡翠はテーブルまでトレイを運んだ。行為が屈辱的であればあるだけ、同じことを藍佳には──弟には絶対にさせられなかった。

　テーブルの上に洋杯を二つ並べると、トレイはジュリアスの後ろに控えていたリードが取り上げた。翡翠はジュリアスを睨みつける。どんなに辱められても屈する気はない、という意志を込めた眼差しに、ジュリアスが唇の端を上げた。

「表情だけは一人前だな。いい目をする──悪くない」

　初めて見る、ジュリアスのどこか楽しげな、人間味のある表情に、一瞬だけ、認めさせた、という強い満足感が駆かけ抜けた。乱れそうな息を飲み込むと、ジュリアスが手を伸ばして、翡翠の胸に紙幣の束を押しつける。

「思った以上に躾が必要なのが憂ゆう鬱うつだが、仕方ない。合格にしてやる」

「──いらな、」

「これから私の屋敷に来い。仕込むことがたくさんあるんだ、煩わずらわせるんじゃない」

　首を振りかけた翡翠を遮るように、ジュリアスは淡々と言って立ち上がった。リードから受け取ったマントを雑に肩にかけられ、意図せず、ほっと息が洩れた。

　裏が鮮やかな紅色のマントをきつくかきあわせると、「ついて来い」と命じられる。奥のドアに向かうジュリアスの背中を、翡翠は再度、ぐっと力を込めて睨んだ。

「家に帰らないと。弟が待ってる」

「リードに行かせる」

　面倒そうにジュリアスは言い、ちらりと翡翠を振り返った。

「安心しろ。おまえが私の言うことを聞いているあいだは、弟にはなにもしない」

　つまり、歯向かえば藍佳を奪う、と言っているのだとわかって、翡翠は歯を食いしばった。床の上、裸足の爪つま先さきに力が篭こもって、ぎゅっと丸まる。こんなはずではなかった。ただ少しでも実入りのいい仕事をと考えただけなのに──こんな男に。

　こんな男に、従わなければならないなんて。










　目覚めるとすでに陽は高く、薄い布を通しても眩まぶしく晴れているのがわかる。秋は好きな季節だったんだけど、と思いながら、翡翠は身体を起こした。

　不安がひとつある、というだけで、晴天さえ疎うとましく感じられるのだと実感しながら、提げたままのペンダントを握り、天てん蓋がいつきの寝台の脇に揃えられた革の靴に爪先を入れる。靴で踏むのは気が引けるほど敷き詰められた絨じゆう毯たんは厚く、清潔に保たれているのだが、用意されている以上履くべきなのだと、翡翠はこの三日で学んでいた。

　薄い布をくぐって寝台から出て、眩しいほど明るい室内で、これも用意されている洋服を身にまとう。白いシャツは簡素で飾りがなく、細身に仕立てられたズボンも変哲のないかたちだ。だが布は上質で、肌触りがいいのだけが、翡翠が気に入っているところだった。

　与えられた個室には奥に顔を洗う場所とアルビオン式のトイレ、風呂場があって、そこで顔を洗い終えると、まるで見ていたようにドアが開いた。

「おはようさん。飯持ってきたぞ」

「……どうも」

　入ってきたのはリードで、スーツの上着を脱いだ格好でにぶい金色のワゴンを押してくる。ベッドから少し離れた位置にある鉄製のテーブルに、リードは食事を並べた。麵パ麭ンに牛酪バター、蜂蜜、卵焼きに腸詰め。見ると現金に腹が鳴り、リードが明るく笑った。

「腹が減るのはいいことじゃん。俺はおまえみたいなのけっこう好きだよ」

「嬉しくない」

　むっすりと翡翠が椅子に座ると、リードは向かいに座って紅茶を注いだ。

　元は耶斑の貴族の家だったこの屋敷には、黒いロングワンピースに白いエプロンをつけたメイドが何人もいるのだが、翡翠の世話をするのはリードだけだ。主であるジュリアスも、翡翠を連れてきて以来一度も顔を見せていない。この三日間に顔をあわせたのはリードと、家庭教師を名乗る地味な女性だけだった。

　正直、翡翠は拍ひよう子し抜けしていた。初対面であんなことをさせられて、扱いは奴ど隷れいのようなものだろうと思っていたし、当日から夜よ伽とぎでもさせられるに違いないと思っていた。

　だが蓋ふたを開けてみれば、扱いはまるで良家の子息のようだし、屋敷を出られず弟に会えないことを除けば、図書室に山ほど揃えられた本も読めるし、家庭教師の教えてくれる西諸国の歴史や文化、美術史や言語学など多た岐きにわたる学問は興味深かった。

　大学は戦争のせいで続けられなかったし、弟と二人きりの生活では生活費を稼ぐのに精いっぱいで、まさかまた勉強ができるとは思っていなかった。

　いついかがわしい行為を強要されるかわからないのは緊張を強しいられるものの、今までは日に二度あればましだった食事も、朝昼晩の三回、決まった時間に届けられて、空腹に苛さいなまれることもない。手に取った白くて丸い麵麭はやわらかく、牛酪をつけなくてもいい香りがした。飛行機で一度に運べる量は限られているから、耶斑で手に入らないものはしょっちゅう大陸から取り寄せているのだろう。それはつまり、圧倒的な権力と富の表れだった。

「藍佳に、食わせてやりたいな」

　腹立たしさに呟くと、リードが自分の紅茶を飲みながら頷いた。

「パンなら昨日持っていってやったぜ。そういや、昨日、なんとかって男が来てたよ、えーと、リオ、とかいう」

「理央に会ったのか？」

「すごい勢いで睨まれたよ。おまえの友達だって言ったけど信じてもらえなくて、おまえの弟がとりなしてくれたんだ。優しいいい子だよな」

「藍佳は他人を疑ったりしないんだ。──本当に、寂しがってなかったか？」

　できることならこの場所を逃げ出して、自分で藍佳に会いに行きたい。藍佳とずっと一緒にいたい。でも、リードが毎日様子を見に行くこの状況に甘んじているのは、藍佳になにか危害を加えられたらと思うせいだった。ジュリアスの脅しに屈したとは認めたくないが、もし逆らって、藍佳になにかあったら困る。

　麵麭を紅茶で流し込み、腸詰めを頰張りながら、翡翠は手を差し出した。

「手紙は」

「あるよ。飯食ってからでも……はいはいわかったよ」

　翡翠に睨まれてリードは肩を竦めた。尻ポケットからたたんだ紙を取り出して差し出され、翡翠は受け取るのももどかしくひらいた。幼さの残る藍佳の文字に、ほっと和らいだ気持ちになる。




『翡翠兄さま

　お仕事がんばっているとききました。寒かったり、お腹がすいていたりしませんか？　ぼくがいい子にしていたら、兄さんも喜ぶとリードさんに言われたので、寂しいけど我慢しています。

　ぼくは毎日ごはんをたくさん食べられています。服も新しいのを買ってもらえたし、昨日もらったお薬がすごくよく効ききます。ストーブも届いたんだよ。なので、ぼくは大丈夫です。寒くなる前に兄さんが帰ってこられますように。


藍佳』






　きゅっと胸が痛んだ。けなげな表情で文字を綴つづる弟が目に浮かぶようで、今すぐ抱きしめてやりたくなる。同時に、本当に高価な薬や食べ物、服までがちゃんと藍佳に届けられていることに、複雑な気持ちになった。

　リードが様子を見に行っているなんて噓で、ジュリアスが約束を守らないひどい人間なら、とっととここを逃げ出してしまうのに──向こうが約束を守っている以上、もしこちらから破ったら、宣言どおり藍佳は彼らの手に落ちてしまうだろう。

　諾だく々だくと従うしかないのか、と思うと、自分がいっそう、ちっぽけで力のない生き物になったような気がした。

　ジュリアスの正しい名前を知ったのは屋敷についたときだった。バーネット伯ジュリアス・バークスワース。『華麗なるアルビオン』の由ゆい緒しよある貴族であり、今は東方軍部顧問官として、連合軍の中でも絶対的な権力を持つ男だ。ジュリアスの上には、大公と呼ばれる連合軍のトップの男しかいないのだから、翡翠とは、なにもかも比べるべくもない。

（──弱気になったら負けだ。生き延びて、ちゃんと、幸せになるんだから）

　翡翠は丁寧に手紙をたたんだ。汚さないようにテーブルの端に置くと、見ていたリードが悪戯っぽく笑った。

「なんなら、弟くんもここに連れてきて、一緒に生活したら？」

「じょ……うだんじゃない、なんのために俺が」

　咄嗟に言い返しかけ、翡翠は口を噤つぐんだ。どうせ、リードが毎日様子を見に行っている、ということは、半分ジュリアスの手の中にいるようなものだ。ならば離れているより一緒にいたほうがいいのでは──そう心が揺れて、いや、と首を振る。同じ屋敷で生活したら、ジュリアスの興味が藍佳に傾いてしまうかもしれない。

「藍佳は近所の人にもよくしてもらっているから、ここに呼ぶ気はない」

「でも、会えなくって寂しいって、顔に書いてあるぞ」

「書いてない」

「弟くんも会いたがってるのになあ」

「……なにが言いたいんだよ」

　からかうようなリードの口調が気に入らなくて、むっとして睨むと、リードは軽薄な表情で両手を広げてみせた。

「ジュリアス様に交こう渉しようしてみたらいいじゃないか。俺はむしろ、あんたが三日もおとなしくしてたことのほうが驚きだね」

「だって、」

　──だって、相手の手の内もわからないのに、博ばく打ちは打てない。そう思ったが、度胸のなさを指摘された気がして悔しくなる。黙る翡翠に、リードはにっこり笑った。

「あの人も悪魔ってわけじゃないんだぜ？　条件はつくだろうが、頭ごなしに駄目とは言わないさ。顧問官は、忠誠心のある人間には公平で優しいんだ」

「どっこも優しく見えねえけど」

　そっぽを向くと、リードは笑い声をたてた。

「そうやって怖おじ気けづいて、試しもしないで降参するのか？」

「っ、誰が怖じ気づいたなんて言った！」

「じゃあ、交渉してみたらいい。俺はいけると思うな。あの人、真面目すぎるのが玉に瑕きずだって言われるけど、真面目なおかげで俺たち部下はやりやすいんだ。ま、俺に言わせりゃ女の扱いが下手なことのほうが玉に瑕だね、せっかくモテるのにさ」

　軽いリードの口調は、本音とも冗談ともつかなかった。明るく、見ようによっては馬鹿っぽいリードの顔を用心深く見つめて、翡翠は顎を引いた。

「そんなこと俺に提案していいのかよ」

「俺に提案されたってジュリアス様に言えば？　そんなことで俺の評価が下がるわけじゃないからね」

　自信ありげなリードに、翡翠はテーブルの下で拳を握りしめた。反論したい。そそのかされただけだったら、藍佳に危険が及ぶかもしれない。でも、こうまで言われてなにもしなかったら、リードに軽蔑されて、ジュリアスに「情けないやつだ」などと告げ口されはしまいか。

（……もっと、力があったら、迷わないですむのに）

　勉強は昔からできた。大陸のことについても、父のおかげで耶斑の中では知っているほうだと思う。だが、自分が決して「大人の世界」に慣れてはいないことを、翡翠はよくわかっていた。戦前も戦中も恵まれた、庇ひ護ごされた生活を送っていたぶん、今となっては自分が他人より劣っている、と思うことも多い。ちょうど、こんなふうに反論もできないようなときには。

　リードは笑みを浮かべたまま身を乗り出してきた。

「この時間なら、ジュリアス様はまだ表の棟の執務室にいるよ。左の翼よく棟とうの奥から二番目で、ライオンの頭のノッカーがついてる。今日の午前中は登庁しないはずだから、チャンスだと思うぜ？」

「────わかった。行ってくる」

　翡翠は立ち上がった。リードには、わざわざ翡翠をたばかる理由もないはずだ。だったら、本当に単なる親切心かもしれない。藍佳もリードに懐きはじめているみたいだから、きっと大丈夫だ。

　ちょっと会うだけでもいいんだ、と翡翠は思った。人づてじゃなく、藍佳の声が聞きたい。あの子はさみしい思いばかりしてきたから、どんなに聞きわけよくしていたとしても不安に違いなかった。心配しなくていいぞと言ってやって、少しのあいだだから我慢してほしいと抱きしめたい。

　部屋を出ようとすると、背中にリードの声が聞こえた。

「授業時間は遅らせといてやるから安心して行ってきなよ」

「……どうも」

　授業の開始は十一時だ。すでに八時半は回っているが、それでもそんなに時間がかかるわけないだろ、と思いつつ廊下にすべり出ると、室内と違う人の気配のする空気に、さっと肌が緊張した。静かな廊下に人影はないが、壁の向こうに誰かがいるのがわかる。怖れていたような扱いは受けていないとはいえ、耶斑人は一人もいないだろう敵地に等しい場所なのだ。

　足音を殺して、廊下を進む。翡翠に与えられたのは「奥の棟」と呼ばれる棟の端の部屋だ。屋敷には二つ棟があり、表の棟と奥の棟は中央の廊下で結ばれていて、飛び出した中央玄関も含めると、上空からは「土」の字型に見えるはずだった。いくつも並んだドアはどれも同じで、なにに使われているのかよくわからない。

　中庭の見える中央の廊下を渡り、表の棟に入っても、相変わらず気配だけで人の姿はなかった。左に折れ、リードに教えられた執務室に向かう。ちょうど翡翠に与えられた部屋と同じ側に伸びた翼棟の、奥から二つ目のドアには、彼が言ったとおり獅し子しを模したノッカーがついていた。

　深呼吸してそれを鳴らし、中からくぐもった声が応じたのにあわせてドアを開けると、大きな机の向こうに、ジュリアスは座っていた。四日前と同じく、喉までぴっちりとつまった黒の軍服に、革の手袋を嵌め、なにか書き物をしていた。手以外に動きはなく、精巧に彫られた像のように、美しいが近寄りがたい。

「遅かったな」

　顔を上げないままそう言われ、翡翠は眉をひそめた。

「呼ばれた覚えはない」

「呼ばれないと来ないのか？　思考停止も甚はなはだしいな」

　呆れたような響きが声に混じり、ジュリアスはペンを置いた。ひんやりとした目に見据えられ、無意識に背筋が強張った。

「そんな気の強そうな顔をしているから、もう少し気き概がいがあるかと思ったんだが、見込み違いだったようだ」

　使えないと言われた気がして、翡翠はぐっと腹に力を入れ、机の前まで歩み寄った。

「従順な人間がほしかったんじゃないのかよ」

「従順さは躾でどうにでもなる。わざわざおまえを選んでやったのは、おまえが自分で『やる』と言った以上、従順さよりもよいものを私に差し出せると思ったからだ。だが、やはり耶斑人には無理か」

　ジュリアスはわずかに目を細めた。感情の窺うかがえない無表情が、氷のような冷たさを帯びる。

「命令には従う。しかし、命令以外の部分では、なにが最善か自分で考えられなければ、我々西の国では生きていけないのだ。海に囲まれて安あん穏のんとしていたおまえたちには無理なのかもしれないがな」

「……っ、馬鹿にするな！」

　かっと頭に血がのぼり、怒鳴った直後にはあの無力感がこみ上げた。腹が立つのは、ジュリアスの指摘が半ば正しいからだ。少なくとも、翡翠にはあてはまっている。

（安穏としてたから、なにもできなかったかもしれないけど──これからは違う）

　乱れた息を整えようとつとめながら、翡翠は足を踏ん張るようにして口をひらいた。

「弟に会いに行きたい。身体が弱いんだ、きっと不安がってる」

「なるほど、要求は理解した。それで、おまえが示せる代償は？」

　つまらなそうにジュリアスが机の上で手を組んだ。完全に見下す態度だった。悔しさで胃がきりきりするのを感じながら、翡翠は「逃げないで戻ってくる」と言った。

　途端、馬鹿にしたように鼻を鳴らされる。

「逃げずに戻ってくるのは外出の条件で、代償ではないだろう。よっぽど大事に育てられたらしいな」

「……」

　違う、とは言えなかった。こんなはずではなかったのに、蜘く蛛もの糸に搦からめ捕られていくようだ、と翡翠は思う。反論も抵抗もできなくて、もがけばもがくほど絡からみつく。

　ペンダントを握りしめ、翡翠は声を押し出した。

「代償ならちゃんと払う。なにをすればいい？」

「代償の内容まで指示しなければいけないか？」

　ジュリアスは面倒そうにため息をついたが、すぐに小さく首を振った。「まあいい、最初は手本も必要だろうからな。まずは──そうだな、私を誘惑してみろ」

「……誘惑？」

「おまえの望む答えが引き出せるように、私を誘ってその気にさせてみろ。人間が一番油断するのは、色しき欲よくに目が眩くらんだときだ」

　薄いジュリアスの唇の端がわずかに持ち上がる。微かな笑みは影を帯びた色気が滲にじんでいて、翡翠は気け圧おされてごくりと喉を鳴らした。

（誘惑、なんて──したことない）

　そもそも翡翠は恋をしたことがない。身近に同じ年頃の女性がいたのは小学生までで、そのあとは男子校、大学に進むのと同時に父に強制的に田舎に移り住まされた後は、父の知り合いの祖父のような年齢の教授とほぼ二人きりだった。

　耶斑はもともと男女のわけへだての大きい国だ。貞てい淑しゆくが重んじられ、嫁入り前の女の貞てい操そうはかたく守られている。西諸国との交流が活発になる前までは、男女は七歳までしか同じ教室で学ばないのが当たり前だった。

　だが、誘惑の仕方がわからない、と打ち明けるのは癪しやくだ。これだからぬるま湯につかっていた国は、と見下されたらたまらない。

（誘惑って、媚びろってことだろ）

　酒場で媚びる女なら見たことがある。旦那衆にしなだれかかって、酒や甘いものをねだるのだ。

　やってやる、と翡翠は机を回り込んだ。じっと翡翠を見ているジュリアスの目を見返し、軍服に包まれた彼の肩に手をかける。

　厚みのある生き地じ越しにも、がっしりした体格が伝わってくる。手をひっこめたくなるのを堪えて、翡翠はぎこちなくジュリアスの隣に寄り添った。数回見た女たちの甘え方は、男の胸にも手を添えていたり、ひどいときには膝に乗り上げていたけれど、あれは無理だと諦あきらめて、かわりに床に膝をついた。

　下から、ジュリアスの顔を見上げる。この距離になって初めて、翡翠は彼の目が灰色なのに気がついた。どうりで冷たく見えるはずだ。まるで冬の湖のような、凍いてついた色だった。

「おとうと、に」

　肩から手がすべり落ちる。無理せずそのまま腕に縋るような格好で、翡翠は掠れた声で続けた。

「会いに行きたい」

「──それで、誘惑しているつもりか？」

　返ってきたのは呆れた声で、ジュリアスはため息をついた。

「まさかと思うが、童どう貞ていなのかおまえは」

「う……うるさいな、関係ないだろ」

「二十二にもなって童貞か……信じられん」

　頭痛でもするように額に指を宛あてがって、ジュリアスは眇すがめた目で見下ろしてくる。

「あまり時間はかけたくないんだが、一から仕込まなければいけないのか。目眩がする」

「だったら他をあたればいいだろ！」

　そっちが勝手に連れてきたくせに、と怒鳴り返し、翡翠ははっとして首を振った。

「言っておくけど、俺より藍佳のほうがもっとなんにも知らないからな。あいつ胸が悪くて、小学校もまともに通わなかったんだ。父さんが家庭教師をつけてたから勉強はできるけど、同世代の子と遊ぶこともほとんどなかったから」

「世間知らずな兄弟か。先が思いやられる」

　ジュリアスはもう一度ため息をつき、翡翠を見据えた。

「だが、ほかに適した人間を探すのも手間だ。必要な技ぎ巧こうくらいは教えてやるさ」

　誘惑に技巧が必要だなんて誰が知るか、と翡翠は唇を引き結んだ。教えてもらわなくてもいい、他の人間でいいなら他をあたってほしい。

　ジュリアスは自分の下か肢しに手を伸ばして、くつろげながら静かに言った。

「これで駄目なら弟に仕込む」

　ひくっ、と翡翠は身体を揺らした。ジュリアスはそこだけ開けた場所から己を取り出して、「舐なめろ」と命じた。まだ力なく平静なそれは、翡翠が見たこともない色と大きさをしていて、ぞっ、と悪お寒かんが走る。

「……冗談、じゃ、」

「やらないなら、すぐに弟を連れてくればすむ。私はどっちでもいいが」

「──っ」

「上手にできたら弟に会いに、外出させてやろう。それをねだりに来たんだろう？」

　翡翠は唇を嚙む。藍佳には会いたい。藍佳にこんなことはさせられない。だが──性器を舐める、だなんて、人間のする行為ではない。貶おとしめられていると思うと、怒りで涙が滲みそうだった。

（負けた国の人間なんて、人間扱いする必要もないってことか）

「初めてなのはわかっている。下へ手たなりに一生懸命やってみろ。それとも断るか？」

　抑よく揚ようのないジュリアスの声は、それでも挑発めいて聞こえた。翡翠は顔を歪めて、口をひらいた。ぶるぶる震えてしまう唇を、濃い肉色の性器の先端に寄せる。

（こんなことくらい、なんでもない……拷ごう問もん、されてるわけじゃないし、痛いわけでも、ないから──だいじょう、ぶ）

　自分に言い聞かせてそれを口に含もうとしても、あと一歩思いきることがどうしてもできなくて、翡翠は震えながら目を閉じた。上から、ジュリアスが忍び笑うのが聞こえる。

「できないのか？」

「……でき、る」

　投げ出したら終わりだ。翡翠はからからに乾いた唇を舐めて、それからぐっと顔を前に突き出した。

　ぬるい、思った以上になめらかな質感が唇に当たる。びくんとしてしまうと、ジュリアスのほうから口の中に進んできた。

「んぐっ……ぅ、」

　舌に、性器が押しつけられる。反射的に押し出そうとして舌で擦こするような格好になり、翡翠は苦しさに手を上げた。ジュリアスの脚を摑んで逃れようともがき、後頭部を押さえつけられる。

「自分ではじめたんだ。最後まで舐めるべきだろう？」

「んんっ……ぅ、ぐぅっ」

　弄ぶようにかるく口の中をつつかれると、身体が痙けい攣れんするように跳はねた。

　ジュリアスの手で頭を前後に動かされ、ぬるぬると性器が唇を擦る。最初ぬるく感じたジュリアスのペニスは、芯を持つにつれてわずかに熱くなるように感じられた。

「歯は立てるな。唇はすぼめたほうがいいが、できないなら大きく開けろ」

「ふっ……う、んン……、む」

　苦しくて鼻から息が抜けると、生なま々なましい体臭がする。潮しおっぽいにおい。しゃぶらされている、と思うと目眩がして、翡翠はジュリアスの膝のあたりを握りしめた。

「本当なら、舌を絡めて丁寧に舐めしゃぶるんだが……今日は上顎を使う。慣れるまでは、自分から『下手なので、好きに使ってください』と言えばいい。嫌な気のする男はいない」

　低い、淫いん靡びな行為を窺わせない声で言いながら、ジュリアスは亀き頭とうで翡翠の上顎を擦った。

「っ、んっ……んっん……！」

　奥のほうまで逆さか撫なでされると、全身がぞくぞくした。くすぐったさに似た感覚が上顎から喉を伝い、胸がぼうっと熱くなる。繰り返し擦られて目裏でちかちかと光が弾はじけ、翡翠は身体を揺らした。

「んぅっ……んーっ、ん、……っ」

「なんだ、気持ちいいか？」

　微かなジュリアスの笑い声にさえ、肌が震える気がした。こめかみがずきずきして、顔が熱い。気持ちよくなんか、と言いたくてわずかに首を横に振ると、じゅぷっ、と音をたてて性器が抜けた。

「はっ……、あ、あっ……」

　これで終わりかと荒い息をつきながら目を開ける。途と端たん、再び性器が口の中にもぐり込んで、咥くわえた状態で翡翠はジュリアスを見上げた。

「ああ、いい顔をするな。涎よだれをたくさん零しているところもいい。嗜し虐ぎやく心しんをそそる表情だ」

「ん……っ、う、ぐ、んっ」

　ぬるぬると口の中を動き回る性器は、気づけばみっしりと硬くなっていた。育ちはじめたそれは到底収まらず、半分以上口からはみ出ている。鼻のすぐ先にあるその凶暴な肉棒を見ると、身体の奥深くがずきん、と痛んだ。

（いやだ……こんな、こんな、汚いものに、口を──）

　耐えきれず再び目を閉じてしまうと、ぐいと奥のほうまで突き入れられて、みっともなく喉が鳴った。

「んぐっ……う、ぐっ……んぅっ……」

「上手な娼婦は喉までひらいて咥えるんだ。苦しそうな顔をさせるのが好きな男も多い。それが嫌なら、舌を使ってみせろ」

　ぬぷぬぷと出し入れしながら、ジュリアスは相変わらず冷静な態度だった。まるで性器だけが別の生き物のように猛たけっていて、それに喉まで突かれると唾だ液えきが顎から滴したたった。苦しくて眦まなじりに涙が浮かぶ。ジュリアスは雁かり首くびぎりぎりまで引き抜くと命じた。

「先っぽを舐め回せ」

「……っ」

　嫌だった。こんな行為を女にもさせるなんて、アルビオンのほうがずっと野蛮な国だと思いながら、翡翠はのろのろと舌を動かした。

　硬く、大きく張りつめたジュリアスの亀頭を、言われたとおりに舌で撫でる。独特のにおいにまじって感じる味はかすかに甘く、予想したような吐き気を覚えずにすんだことにほっとした。

　無理やり突っこまれて苦しいよりはいい。そう思って少し大胆に舌を動かすと、ジュリアスの手がかるく後頭部をすべった。

「悪くない。くびれも舐めてみろ」

　髪を梳かれ、褒ほめられた、と安あん堵どして、少しだけ深く咥えて舌を這はわせる。これ以上唾液を零すのが嫌で飲み込むと、今度は笑い声が聞こえた。

「こっちの素質はありそうだな」

「うるふぁっ……ん、んんっ」

　ふいに上顎を突かれ、びくんと身体が跳ねた。また喉奥を犯すつもりかと慌てて吸いつくと、すぼめた唇を楽しむかのように、ゆるくペニスが出入りする。

「んっ……ふ、んむっ……」

　今や完全に勃起したジュリアスの雄ゆう蕊ずいを咥え続けるのは難しい。疲れて口の力を弱めてしまうと唾液が溢あふれて、啜ればジュリアスの味がじんわりと喉を焼いた。

　舐める、というのは、口を使っての性行為なのだ、とぼんやり理解できると、下腹部が奇妙に疼いた。

（噓……変、だ──なんか、身体、が熱い）

　ジュリアスの亀頭が上顎を擦るたびに走る震えは、今や完全に快感と化していた。頭を摑むジュリアスの手の、手袋越しの熱までまるで煽あおるかのようで、翡翠はもぞもぞと腰を揺らした。

　こんなはずはない、と思いたい。このまえバーで裸にされたときは憤いきどおりと寒さのせいで、今は──今は？　なぜ、熱いように疼くんだろう？

「う、く……っ、む、ぅっ……」

　喉も手も、身体も震えた。口だけが刺激されるのがもどかしい気がして、自分の下肢に手を伸ばしたい衝動にかられる。自じ慰いなんて、めったにしたいと思わないのに。

「だいぶ慣れたな。いずれじっくり仕込んでやろう。今日はあまり時間がない」

　ちゃり、と金属の触れあう音がして、翡翠はだるい瞼まぶたを押し上げた。ジュリアスはポケットから出した金鎖つきの懐中時計を見たところだった。覆いは七宝焼で、意外だ、とぼんやり思う。

　耶斑のことは馬鹿にしていて、なにもかも嫌いなのだと思っていた。

　ジュリアスは時計を机に置くと、改めてというように翡翠の頭を片手で押さえた。

「舌を伸ばせ。おまえにやらせていたら一日経っても終わらないからな」

「んっ……うーっ、んぅっ」

　まさかこのまま口の中で吐と精せいするつもりかと、翡翠は身を捩よじったが無む駄だだった。片手だけで翡翠を押さえつけたジュリアスはもう一方の手で自分の性器を扱き、そうしながら翡翠の頭を動かして口の中に先端を擦りつけた。

　規則的で速い動きに口内を刺激され、屈辱を覚えるのと同時に、痺れるような快感がそこから走る。

「ふぅっ……ん、んむっ……う、……ぐ」

　堪えきれない呻うめきがひっきりなしに喉をつく。やがてジュリアスがほんのわずか息をつめたと思うと、口の奥に生あたたかいものが溢れた。

「んんーっ……」

　勢いのある体液は幾度も噴き出して喉へ流れていく。噎むせかけたところにまた精液が放たれて、反射で喉が動いた。

（……っ、飲……っ、）

　口中に味わったことのない男のにおいが充満し、目の前が真っ暗になる。ずるりとペニスが引き抜かれると、翡翠は咳せき込んだ。

「えっ……う、ぐっ……」

　白っぽい液が顎から垂たれかけたところを、ジュリアスの指が拭い取る。

「全部飲め」

「やっ……んぅっ……ん、」

　黒革に付着したそれをまた口の中に押し込まれ、革のにおいと精液のにおいで目眩がした。強引に舌になすりつけられ、解放されたときには、口どころか身体の中すべてが汚された気がした。

　荒い息をつきながら床に崩れた翡翠を尻目に、ジュリアスは服を直すと立ち上がった。硝子戸のついた樫かし材の棚を開け、なにか取り出して戻ってくるのを、翡翠は潤うるんだ目でぼんやり見つめた。

　口を濯ゆすぎたい。飲んでしまったものを吐いて、身体中全部洗いたい。できるなら、内臓も取り出して洗いたかった。

　ジュリアスは冷ややかな目で翡翠を見下ろし、「立て」と言った。

「外出はさせてやる。ただし、おまえの身分を示すものを身につけることが条件だ」

「身分……？」

「アルビオンに買われたという印だ」

　そう言って椅子の上に投げ出されたのは、ごつい鋲びようのついた首輪と、蛇のようなかたちの棒だった。首輪には短い鎖がついていて、正面と思おぼしきところにはアルビオンの国花である薔薇が彫り込まれていた。棒は鎌首をもたげた毒蛇のように、丸みをおびた三角に張り出した先端と、わずかにくねった胴があり、胴には醜い突起がつけられている。尻尾はなく、唐突に途切れた棒の断面に小さな取っ手状の輪がついていて、それを囲むように、やはり薔薇が浮き彫りになっていた。

「──これを、身につけるって？」

　まだいがいがする喉を押さえて見上げると、ジュリアスはつまらなそうに首を竦めてみせた。

「見たままだ。首輪をつけて出るか、棒をつけて出るか」

　あっさりと言い放たれた「首輪」という単語に、犬扱いか、と翡翠はうんざりした。冗談じゃない。そんな格好で藍佳には会えないし、外を歩いているあいだ中笑い者だ。

「じゃあ棒にする」

　棒ならシャツの下にしまえばわからないだろうとそう言うと、ジュリアスは頷いた。

「いいだろう。ズボンと下着を下ろして机に手をついて、尻を突き出せ」

「尻……って、なんでだよ」

　また辱めるつもりかと睨めば、ジュリアスは虫でも見るように冷たい目をした。

「ものを知らないにもほどがあるな。いっそ感心しそうだ」

「馬鹿にするなよ、そっちこそわけのわかんないことさせて……っ」

「早くしろ、私は忙しい。脱げと言ったら脱ぐんだ」

　ぴしゃりと遮られ、翡翠は口を噤んだ。嫌な予感が胸を掠める。なんでズボンを脱ぐんだろう。どこにあの蛇を──まさか。

「……それ、」

「命令が聞けないのか？」

　焦じれたようにジュリアスの声が尖り、同時にぐいと襟元を摑んで引き上げられる。軽々と持ち上げるようにしたジュリアスは翡翠をそのまま机に押しつけ、腰を摑むとズボンの釦を外してくる。

「いやっ……嫌だ、やめろっ」

「首輪がいいなら首輪にしてやってもいいぞ」

　下着ごとズボンを引きずり下ろされて、翡翠は息を吞のんだ。

　どっちがましだろう、とめまぐるしく気持ちが揺れる。嫌な予想どおりにあの蛇をあらぬ場所に……尻の孔に入れられるのは怖いし屈辱的だ。だが、首輪は隠すことができない。他人はいいとしても、藍佳が見たら心配するに違いなかった。

（……でも、家につくまえに外せば……）

「言っておくが首輪には鍵をかけるから外せない。張り型のほうは、その気になれば自分で抜けるが、戻ってきたときに嵌めていなければ相応の報むくいは受けてもらう」

　思考を読んだかのように気のない声でジュリアスが告げ、翡翠は机に爪を立てた。目の前には青と赤が美しい七宝焼の懐中時計があり、壊してやりたい衝動にかられる。碧あおい空と赤い花と青い鳥。

　美しいものも価値あるものもいくらでも手に入るのだろうが、なにもかも自由になると思うなと言ってやりたい。馬鹿にするのもいい加減にしろ。今すぐ耶斑から出ていけ、果ての海を手に入れたいなら、好きにすればいいんだ。

　心のままそう怒鳴るかわりに、翡翠はぎりぎりと唇を嚙み、声を押し出した。

「蛇の、棒を」

「他人に見られるのは嫌か。たいした自尊心だ」

　微かにジュリアスが笑った。同時に、つうっ、と尻を指が這う。

「つ……っ」

　ひんやりした指だった。手袋は外したらしい。ジュリアスの手で直接触られるのはこれが初めてだと気づいて、翡翠は再度唇を嚙みしめた。

　触るのも嫌ならば、西の人間とだけつきあえばいいのに。

　尻の丸みをかるく撫でたジュリアスの指はすぐに窄すぼまりにたどり着く。触れられ、ぎゅっと収縮するそこに、なにかぬるい液体が垂らされた。

　背中を震わせながら、翡翠は羞恥と憤りに耐えた。大丈夫だ、と自分に言い聞かせる。痛いし具合も悪いだろうが、他人には見えない。命を脅かすような傷をつけられるわけじゃない。こんなことで屈したりはしない。耶斑は負けたし今後彼にいいように身体を使われるとしても、自分自身が彼らに負けるつもりはない。

（絶対に生き延びて、最後に笑うのは俺だ）

　幸せになるんだ、と呪文のように言い聞かせる翡翠のそこに、ぬるりとする硬いものが宛てがわれた。蛇のかたちをしたあれだ、と思うとどうしても竦んでしまう。だが、押し込まれると、ぬめりのせいで棒はあっけなく侵入してきた。

「──っ、ひ……、あ、」

　冷たくはなかった。木でできているのか、無機質には感じられるが金属のような体温を奪われる感覚はなく、そのかわりざらざらと内側を擦られるような心地がした。

「はっ……あ、……っく、」

　ゆっくりと、だが確実に蛇が進んでくる。さっき見た鎌首のようなかたちが自分の中を進むところを想像すると、嫌悪で鳥肌が立った。ひくひくと腹と尻が痙攣して、嫌だ、と言いそうになった瞬間だった。

「あ、あぁ……っ？」

　びぃん、と全身が痺れ、一瞬頭が真っ白になる。続けて火が燃え盛るように全身が熱くなり、翡翠は身体をくねらせた。
















「うあっ……や、あ、ひ……っ」

「いい場所にでも当たったか？　今声を我慢できないようだと、外に出たときがつらいぞ」

　興味のなさそうなジュリアスの忠告に、耳を貸すどころではなかった。下腹部の奥のほうが、痛いほど熱い。まるで射精する直前で堰せきとめられたような、行き場のない快感だった。身体が震え、蛇を差し込まれた孔がひくつく。

「ひぅ……、い……、あ、」

　抜いて、と口走りそうになり、翡翠は机に爪を立てて言葉を飲み込んだ。こめかみが痛い。頭の中で心臓がばくばくと鳴る音がする。腹が震え、内臓が悲鳴を上げていて──机の縁に、反応しかけた分身が触れる。

　翡翠を気遣う素振りもなく、蛇はどんどん奥まで入ってきた。重苦しさと異物感と、今まで味わったことのない激しい刺激で吐き気さえ覚え、翡翠は首を打ち振った。

「──っ、ぅ……っ、う」

「これでいい。全部入った」

　声と一緒にジュリアスの身体が遠ざかる。動かなくなった棒は、けれど翡翠の内ない洞どうではっきりと存在を主張していた。

「元どおりに服を着ろ」

　命じられ、翡翠は震えながら足下にわだかまったズボンを引き上げた。

　膝ががくがくする。腹が重たい。これでは、とても歩けそうにない。結局、外出は許さないつもりなのかもしれなかった。無理難題をふっかけて、こちらの気持ちをくじくのだ。狡ずるくて意地の悪いやり方だ、と苦く考えながらそれでもなんとか服を直すと、ジュリアスは外がい套とうを手にしたところだった。

「張り型は男娼を慣らすのに使う道具だが、慣れないうちは歩くのもつらいだろう。いずれは嵌めたままどこにでも行けるようになってもらうが、今日は車を使わせてやる」

「……いらな、い」

　睨みつけると、ジュリアスは小さく笑みを浮かべてみせた。

「まだ歯向かえるなら充分だ。裏の車寄せまでは自力で歩くといい。戻ってきたら書斎で私を待っていろ」

　そう言ってジュリアスはドアを開けた。いつのまにか廊下には白髪頭の執事が控えていて、「五分ほど遅れております顧問官閣下」と静かに告げた。

　執事と一緒に去っていくジュリアスを見送って、翡翠はそろりと足を踏み出した。

　耐えがたいほどの苦痛だったとしても、耐えられない、と思われるほうが耐えられない。

　幸いなことに、あの激しい、射精する直前のような感覚はなくなっていた。普通に歩くと腹の奥が疼くが、できるだけゆっくり動けばどうにかなりそうに思えた。

（部屋を出てどこかで外すまでのあいだだ。戻ってきて、あいつに見られる前にもう一度入れればいいんだし）

　せいぜい数十メートルの我慢だと考えながらドアまでたどり着いて、翡翠は自分の甘さに歯嚙みした。

「運転手は俺にやれってさ、お坊ちゃん」

　廊下で、ドアの向かいの壁にもたれたリードはそう言って、大げさな西式の礼をしてみせた。










　表で歓声をあげる子供の声が、ひどく遠く聞こえた。

　翡翠は荒い息をつきながら、竦みそうになる指をもう一度股間に伸ばす。忌いま々いましいことに反応しはじめてしまった自身に触れないように、尻のほうから手を回すと、床についた膝に力がこもる。

「……っ、つ、」

　指先で探りあてた窄まりから、あの棒の端が出てきていた。腹に力を入れて押し出そうとすると、粗そ相そうをするような錯覚があって、どうしても途中で力が抜けてしまう。

（早く……早くしないと、藍佳が、）

　手土産だよとリードが渡してくれた、籠かごにたっぷり入ったサンドイッチを、階下に住む大家のおじいさんにわけてくるようにと言いつけたので、藍佳は部屋にいない。手ちよう水ずは長屋の共同だから、そこに篭るわけにもいかず、翡翠は狭い部屋でズボンを下ろしていた。

　すぐに抜いてしまえばいいと思った棒はリードがつき添うせいで触れることもできず、歩かなければ大丈夫だと思ったのに、自動車の振動が恐ろしいほど苦痛だった。帰りもあの状態に耐えられる気がしなかったし、それどころかまともに藍佳と会話をすることも難しかった。具合が悪いの、と心配そうだった藍佳を宥なだめるのも大変だったのだ。

　焦ると余計にうまくできない。ぬるぬるとすべる棒の突起を指で摑み、そっと引っぱると、ぞっとするような感覚が内側から響いた。

「んっ……くぅ、」

　額に汗が浮かぶ。零れた息は湿って熱く、ぴくぴくする孔が棒を締めつけてしまう。それでももう少し棒を引っぱり出すと、背筋を震えが駆け抜けた。

「はっ……あ、……っ、」

　下腹部が震え、性器が硬くなっていく。棒を抜ききる頃には完全に勃起してしまいそうで、翡翠は唇を嚙んだ。自分の身体の反応が許しがたい。棒なんかに反応して自慰をしてしまったら、それこそ完全な負けだ。

　少しずつ、でもできるだけ速やかに、と思いながら棒を摑み直したところで、廊下と部屋を隔てる戸を叩く音が聞こえた。

「翡翠？　帰ってきてるって、下で聞いた」

　理央の声だった。翡翠は慌てて手を離し、だがズボンを上げることもできずに息を吞んだ。半端に出してしまった棒を一気に引き抜くことも、押し込むこともできそうにない。

「理央……、あの、」

「翡翠？　開けるよ」

「待てっ……、頼む、開けないで」

　揺れた戸が、悲壮な響きを帯びた翡翠の声にとまる。翡翠は迷った末に唇を嚙んで棒にてのひらを押し当てた。

「今、こっちから開ける、から、ちょっと待て……」

　そう告げて、目を閉じてぐっと押し込み直すと、異物感がごりごりと腹の内側を擦った。痙攣するように身体を波打たせ、上体を倒してその感触をやり過ごして、翡翠は汗と滲みかけた涙を拭った。理央にはなにも言いたくなかった。惨めなところなど、欠片だって見せたくない。

「翡翠、大丈夫？　具合悪い？　翡翠？」

「大丈夫」

　案じるように何度も聞いてくる理央に短く答えて、翡翠はなんとかズボンの釦をとめた。よろめかないよう努力して立ち上がり、戸を開けると、理央は心配そうに眉を寄せていた。

「翡翠、顔が赤い。風邪でもひいたんじゃないか？」

「部屋が暑かっただけだよ。暖房、買ったから」

「暖房？」

　翡翠の肩ごしに理央は室内を覗き込み、驚いたように目を丸くした。その表情が、すぐに曇る。

「簞たん笥すまである。どうしたの」

「新しい仕事をはじめたから……住み込み、なんだけど。藍佳は身体が弱いから、冬に備えていろいろないと困るし」

「新しい仕事って、どこで、なにを？」

　咎とがめるような理央の視線が痛かった。男娼よりももっとひどいのが、今の自分だ。ジュリアスの口ぶりでは、今後彼の相手だけをすればいい、というのでもなさそうだ。権力のある男が、自分の目的のために、「持ち物」の男を他人に抱かせる。自分はそのための道具なのだと思うから、理央に打ち明けられるはずもない。

　午前中に性器を咥えさせられた感触を思い出し、翡翠は俯いて口元を拭った。

「連合軍の、小こ間ま使いみたいな感じ」

「小間使いって……やめなよ、そんな仕事」

　理央が声を震わせて、翡翠の肩を摑んだ。

「どうせいかがわしいことをさせられるに決まってるよ、あいつら、耶斑人を人間扱いなんかしていないんだ。侵略者に仕えるなんて、絶対に駄目だ」

　理央の真剣な口調が悲しかった。そのとおりだ、と同意できたらよかった。でも、今「そうだよな」と頷いて逃げたら、藍佳を危険にさらしてしまうのだ。

（大丈夫。耐えられるさ、あれくらいのこと）

「稼ぎが、いいんだ」

　翡翠は半ば無意識に笑った。

「酒場でうたうのとは比べものにならないし、他の仕事をするよりずっと割がいいんだよ。俺だって毎日贅ぜい沢たくな食事を三回させてもらえるし、藍佳にいい薬だって買ってやれる」

「……金のため、ってこと？」

「ほかにないだろ」

　翡翠は理央の手をはねのけた。理央が悔しげに眉を寄せる。

「信じられない。翡翠には、耶斑人としての誇りはないの？　俺だったら、どんなに金をつまれたってあいつらに媚びたりしないよ。だって、あいつらは俺たちの仲間を殺して、これからも殺すんだぞ」

　憤りに震えた理央の声に、翡翠は目を伏せた。胸の底が痛い。尻から飲み込まされた異物の何倍も苦しい塊かたまりが、胸を塞ふさいでいるようだった。

「俺の誇りなんか、どうでもいいよ」

　誇りを口にするには、それだけ強くなければならない。西の人間のルールがそう決まっているのだ。閉じこもることをやめた以上、耶斑人も同じルールで闘わなければ、ただ食われるだけだ。

「理央に認めてもらえないのは仕方ないけど、軽蔑されるいわれもない。藍佳のために俺ができる、一番いい方法を選んだだけだから」

「──翡翠」

　まだなにか言いたげな理央の身体を押しのけて、翡翠は廊下に出た。藍佳の顔をもう一度見て、さっさと戻ろう。四日ぶりに顔をあわせた藍佳は元気そうだった。リードのくれる金で店で食材を買って、長屋のみんなとたっぷりの汁物を作って食べたんだ、と誇らしそうだった。あの表情だけで、苦痛も屈辱も帳消しにできる。戻ったらあいつに俺は使える人間だと認めさせて、仕事とやらをしよう。それに見合うだけの金はたっぷりせしめてやる。

「翡翠、待って、謝るよ。責めたいわけじゃないんだ、俺も力になりたいと思って」

「ありがとう理央。俺がいないあいだは、ときどき藍佳の面倒を見てくれればいいよ。俺もできるだけ顔を出すから」

　追いかけてくる理央にそう返して階段を下り、音を聞きつけて顔を出した藍佳の頭を、翡翠は撫でた。

「俺は戻るけど、いい子にしてられるよな。寂しい思いをさせて悪いけど、なにかほしいものがあったら買ってくるから」

「──うん」

　大きな目を悲しげにまばたかせた藍佳は、けれどおとなしく頷いた。わがままを言わないのは昔からだ。翡翠は一度だけ弟を抱きしめた。ずっとこうしていたいと思う。でも、長く触れあえば自分の気力が折れてしまいそうで、翡翠はすぐに離れた。寂しげな藍佳の頭をごめんな、ともう一度撫でて外に出ると、理央はしつこくついてきた。

「ねえ翡翠、頼むよ、考え直して。割のいい仕事が必要なら、俺も探してみるから」

「いいよ、もう」

　幼なじみを煩わしく感じる自分が嫌だった。無力だ、と嚙みしめなければいけないから嫌だ。自分も、理央も──こんなにも、できることは少ない。

　棒の異物感を堪えながらできるだけ早足で歩き、表通りに停とめられた車に乗り込むと、追いかけてきた理央が息を吞んで立ちどまるのがわかった。黒い車にはアルビオンの旗がついているから、それを見たのだろう。呆ぼう然ぜんとした理央の顔を見ていられずに扉を閉めると、運転席から聞き慣れない声がした。

「リードが急用で外しましたので、帰りは私が運転します」

「──よろしくお願いします」

　急用がなんなのか、少しだけ気になったが、車が動き出すとそれさえどうでもよくなった。車の振動にあわせて体内から響きはじめた違和感に奥歯を食いしばる。意識が遠のきそうなその刺激は、だが行きよりは耐えられる気がした。明確に体感できる感覚のほうが、なにごとも為なせない無力感よりずっとましだった。










　ジュリアスが屋敷に戻ってきたのは夜になってからだった。指示されたとおりに書斎で待っていた翡翠は、下だけ脱いだ格好で、朝と同じように机に手をついた。

「嵌めたまま、か。馬鹿正直な──だが、気概は認めてやる」

　呆れたような声で言ったジュリアスは事務的な手つきで棒を引き抜いたあと、荒い息をつく翡翠の首筋に触れた。ひやりとした素肌の感触に、翡翠はびくりとしてしまう。竦んだせいで、なにをされたか気づくのが遅れ、はっとしたときにはすでにペンダントを抜き取られていた。背後で鳴る微かな金属音に、慌てて振り返る。

「返せ！」

　叫んで伸ばした翡翠の手を、ジュリアスはあっけなく片手でふせいだ。再度摑みかかろうとした翡翠は、手袋を嵌めていないその手の甲に、ひきつれたような傷があるのを見つけて思わず動きをとめた。

　峻しゅん烈れつなほど整った美貌から想像もつかない醜い痕きずあとが、手首から指の付け根まで走っている。古い傷らしく桃色に盛り上がったそれを目で追うと、上から声が降ってきた。

「家族写真か」

「……っ、返せ、それはっ」

「誰も奪うとは言っていない。ここに写っているのはおまえの両親と、弟だな」

　ロケットから取り出した写真を広げたジュリアスに、射るような眼差しで見下ろされ、翡翠は顎を引くようにして頷いた。

「だったらなんだよ、いいだろ、家族の写真くらい」

「愚かなのか賢いのか、判断に迷う性格なのは父親ゆずりか」

　ジュリアスが嘆たん息そくし、元どおりに写真を小さく折りたたむ。丸めてロケットに戻すのを半ば呆然と見つめてしまってから、翡翠は問い返した。

「あんた、俺の父を知ってるのか？」

「直接見たのは二度だけだ。あの人の血を引くことは、黙っていろと言われたんじゃないのか」

　ジュリアスはうすく笑みを浮かべた。

「箱入り息子は警戒心が甘いのが、志科氏も計算外だったかな。せっかくおまえの身元がわからないように、戸こ籍せきも細工されていたのに。リードが今日までかかってやっと裏をとってきた」

「──細工」

　背筋がひやりとした。ジュリアスは、なにか翡翠が知らないことを知っているような口ぶりだ。表情を強張らせた翡翠から目を逸そらしたジュリアスは、億おつ劫くうそうに襟元をゆるめた。

「私は運命を信じはしないが、使える駒は利用する主義だ。予想よりもいい駒になりそうな素材が手に入ったならなおさらだが、おまえの選択肢は狭まったからな」

「選択肢？」

「おまえが志科の息子だと判明した以上、私に逆らうなら殺さなければならない。弟も然しかりだ。それが嫌なら役に立ってみせろ」

「な……」

　造作もなくはっきりと「殺す」と言われ、咄嗟に声が出なかった。だが、なぜだ、と問い返せたとしても意味はなかった。

（負けた国の、戦犯の息子だもんな）

　深いやるせなさとともに翡翠は拳を握りしめた。自分が死ぬのはさほど嫌だとは思わない。でも翡翠が死ねば藍佳は一人で、そうして、幸せだった時期の少ない藍佳を、このまま死なせるのはあまりにも可か哀わい想そうだった。

「……なんでも、するよ」

　無理に押し出した声は無ぶ様ざまに掠れていて、しゃんとしろ、と自分を叱咤する。大丈夫だ、なんともない、こんな脅しなんか。

「それで脅してるつもりかもしれないけど、べつに怖くなんかない。俺は死んだってかまわない。でも藍佳を一人にできないし、弟には絶対に手出しさせないから。──あんたから見たら俺は無力で甘ったれた世間知らずだろうけど、それでも最後に笑うのは俺だ。絶対幸せになってやるし、そのためなら、なんだってやる」

「本当に、気概だけは一人前だな」

　ぎりぎりと睨みつけた翡翠を見返したジュリアスは、かるく目を細めた。

「最後に笑うのは俺だ、か。幸せになりたいのか」

　金属めいて温度のない灰色の目の中で、星のように光がまたたく。どこか楽しげな、面白がるようにも見える表情のジュリアスははっとするような華やかさがあって、翡翠は思わずどきりとした。つくりものめいた冷たさから一転、血の通った美しさに見とれかけ、翡翠はわざと顔をしかめた。

「幸せになりたくてなんか悪いかよ」

「──いや。悪くない。健全な願望だ」

　和らいだ眼差しのまま、ジュリアスは翡翠に向かってペンダントを差し出した。

「おまえは、まっすぐなんだな」

　独り言のような声と一緒に翡翠のてのひらに鎖が落とされて、翡翠はそれを握りしめる。返してくれるのか、と意外に思ううち、彼は告げた。

「二週間やる。二週間後のパーティにおまえを連れていくから、そのあいだに必要事項を覚えろ。出席する人間の名前と経歴と趣味、各国情勢、そして性せい技ぎだ。不慣れなのはけっこうだが、色事に溺おぼれられては困るのでね」

　抑揚に乏しい声で告げ、ジュリアスは翡翠の脇を通ってドアへと向かう。

「そのロケットはパーティのときは外しておけ。おまえが、おまえの父親くらい周到で賢明な人間なのを期待している」

　投げやりにさえ聞こえる声を残して、ジュリアスは部屋を出ていく。腹の立つもの言いだと思いながらも、翡翠は、奇妙に熱いなにかが腹の中から湧いてくるのを感じて、再びペンダントを握りしめた。

　身体の芯が、痺れるようだった。悔しい、憎い、許せない──そうした負の感情と絡みあうようにこみ上げるのは、薄暗い高こう揚ようだった。

　燃え立つ炎のように、その高揚が皮膚の内側を舐めていく。

（あの目──満足そうっていうか、ちょっとだけ、楽しそうに、見えた）

　それは快感に似ていた。あるいは陶酔に──あるいは、期待に。

　得体の知れない冷酷な悪魔のようでしかなかったジュリアスにも、きっと多少は人間らしい感情が眠っている。あれだけ翡翠を見下していた相手に、「悪くない」と言わせただけでも、辱めに耐えた価値はあったような気がした。

　翡翠は暗い天井を一人見上げた。まだじりじりと胸が熱い。

　できるかもしれない、と思う。ジュリアスを見返せるようななにかが、自分を無力で小さな存在だと思わずにすむなにかが。なにもできないまま迎える惨めな負けでなく、誇らしい勝利を手にすることが、自分にもできるかもしれない。










「コザク監視官。ルテニアの輸出入について監視する貿易外交の事務官トップ。妻一人、愛人が三人、うち一人が男でスピリア人」

「次」

「マーラー大使。スターツの外交官で極きよく東とう担当。今後耶斑でのスターツの窓口となる予定。ただし実務は部下が担当。不祥事を起こして耶斑行きは左さ遷せん。バーナ産葉巻を吸い、女性蔑べつ視し、酒好き」

「次」

「ハウセン事務次官。マーラー大使の部下、事実上の極東担当トップ。美術品好き、母親の家系がジャルムから帰き化かしているせいで、自己の保身のため、ジャルムおよび周辺国に対しては厳しい」

　総勢二十名分のパーティ参加者の写真を見ながら覚えた事柄を諳そらんじ終えると、翡翠はほっとため息をついた。褪あせたような灰色の濃淡で映し出された写真は、耶斑の写真よりもずっと鮮明だ。こういうものまで、逐一耶斑の技術が追いついていなかったことを痛感させられるが、鮮明さのおかげで、顔を覚えるのは楽だった。

　机の向こう側で写真を示しながら翡翠に答えさせていたジュリアスは、「いいだろう」と頷くと立ち上がった。相変わらずの軍服姿で、ついてこい、と命じられ、翡翠は初めてのことに眉を寄せながらあとに従った。

　この十日間は、その日に覚えたことを復唱した後は、朝に嵌めこまれたいかがわしい棒を外されるのが決まりだった。一昨日からは自分で抜くように命じられ、彼の前で尻を突き出して抜いた。最初よりも太くなった蛇のかたちの棒を抜くのは楽ではなかったが、肉体的な負担はもうそれほど苦痛には感じない。

　自分が高揚している状態なのを、翡翠は自覚していた。あまり浮かれてはいけない、と思うものの、一度感じとってしまった希望の光から、目を背けるのは難しかった。無力さに歯嚙みせずにすむ「なにか」が自分にもできるかもしれない、と考えるのは悪い酒のようだった。

　廊下を抜け、三階まで上がると、ジュリアスは左の翼棟の奥から二番目、ちょうど執務室の真上にある部屋のドアを開けた。黙って部屋の中に進む彼について入った翡翠は、灯あかりをつけられた途端顔をしかめた。

　咄嗟にどうなっているのかわからない、目の回りそうな部屋だった。動揺し、何度もまばたいて見回して初めて、壁という壁に鏡が張られているのだと気がつく。正面も、窓以外の壁は鏡張りだ。見上げれば天井も鏡張りで、家具や自分たちの姿がいくつも遥か上まで映っていた。延々と続くその光景に目眩がして下を向けば、床までが鏡張りだった。

　酔ってしまいそうなその部屋の中央に、ジュリアスは平然と進んだ。

「私は自分の見た目が嫌いでね」

「……だったら、鏡なんか張らなければいいだろ」

「嫌いだから見るんだ。おかげで、この部屋にいると怠たい慢まんとは無縁でいられる」

　振り返ってうすく微笑む姿は、四方の鏡に映り込み、幾人もいるように見えて余計に悪魔めいていた。

　後じさりかけた翡翠を、ジュリアスは手招いた。

「来い。おまえにも、自分の姿をよく見てもらう」

　鏡の上を歩くのは怖かった。四方と上下で自分の姿が一緒に動くのも気持ち悪い。だが躊ちゆう躇ちよを咎められるのが嫌で、翡翠はできるだけ見ないようにしてジュリアスの目の前まで近づいた。部屋の中央に配された長椅子とテーブルの脇で下を向くと硬い表情の自分と目があって、慌ててジュリアスを見ると、彼は手袋を外しながら素っ気なく言った。

「服を脱げ。服は長椅子の上に」

「──はい」

　半ば予期していた命令だった。唇を引き結び、翡翠は上着に手をかけた。

　気温が下がってきたため、シャツの上にはベストを着せられていて、ベストとシャツを脱いで上半身裸になると、肌が粟あわ立った。下に穿はいていたものもすべて脱いで、言われたとおり服をまとめて長椅子に載せると、壁に自分の裸身が映ってつい目を逸らす。逸らした先には伸びる脚とそのあいだに下がった縮こまった性器が逆さまに映し出されていて、翡翠は目を閉じた。

「膝をついてこちらに尻を向けて、まずは棒を抜け。目は閉じるな」

　ジュリアスはテーブルに香油の壜びんを置き、椅子に座って翡翠を眺め下ろす。翡翠は震えそうになるのを堪えた。一呼吸おいて目を開け、今度は正面の壁に映る自分の顔をまっすぐに見る。青ざめ、怯えて硬い表情だった。

「尻を突き出して、昨日と同じようにしろ」

　鏡の中から翡翠を見据えるジュリアスが、無表情に命じてくる。翡翠は言われた体勢を取り、香油の壜を開ける。てのひらにたっぷり取って、それで孔のすべりをよくして、棒を抜くのだ。手を後ろに回して指で窄まりを探ると、息が洩れるのと一緒にどうしても瞼が落ちた。

「目を閉じるなと言っただろう」

　途端に叱しつ責せきされ、翡翠は唇を嚙んで目を開け直し、指を体内に押し入れた。棒の小さな取っ手をつまみ、息を整えてから強く引っぱる。

「……ん、く、」

　急ぎすぎると痛むが、時間をかけすぎてもつらい。排はい泄せつするのに似た心もとない感覚をやりすごし、ゆっくり一定のペースで棒を引っぱるのがコツだった。大変なのは、刺激されると視界がちかちかしてしまうあの一か所で、そこはためらわずに一気に引き抜くのが一番楽だと覚えたばかりだった。

「つ、……っ、ん、──ッ」

　張り出した棒の先端が感じてしまう場所を通り抜け、さあっと全身に熱が篭る。まばたいて見つめる鏡の中の自分の顔はいつのまにか紅潮していて、翡翠は荒い息をついた。潤んだ目が厭いとわしい。半びらきの唇はだらしなく、ひどく物欲しげに見えた。

「……、ふ、……っ、く、」

　手をとめてしまいたくなるのを堪え、さらに棒を引き抜くと、ぬるぬるにした孔の縁が擦れてぞくりと震えが走る。それをやりすごして床に棒を投げ出すと、ジュリアスが立ち上がった。

「そのまま、両手を床について這え」

「……なん、で」

　自分の姿ならもう充分見たと言いたくて振り返ろうとすると、後ろから頭を押さえつけられて、翡翠は屈辱に顔をしかめた。額が、冷たい床の鏡に押しつけられる。

「尻を上げろ」

　欲望の色のない声に命じられて、翡翠は仕方なく尻を上に突き出した。はしたない格好だが、顔を伏せているから自分には見えない。

　さっきよりましだ、と思っていると、ジュリアスが翡翠の尻を摑んだ。

　ぬるい香油が垂らされて、尻の狭間を伝う。ぶるりと震えた翡翠の反応にかまわず、ジュリアスは狭間を指で撫でた。

「あ……っ、あ、うっ」

　ぞくぞくと、感じたことのない感覚が、股間から背筋を這い上がった。蟻ありの戸と渡わたりのやわらかい皮膚を撫でられると、勝手に腰が揺れてしまう。くすぐったさに似た感覚はすぐにさざ波のように肌を覆い、しっとり汗が滲んでくる。

「はっ……あ、」

「少しは慣れたかと思ったが、相変わらず刺激に弱いな」

　ため息まじりの声と一緒に、ぐるりと孔の縁を撫でられる。痺れるような感覚に息を吞んだ途端、ぬぷっと指が入り込んで、視界が赤く揺れた。

「あーっ……は、あぁっ……！」

　ひんやりしていたはずのジュリアスの指は、内側に収められると熱く思えた。それが、ぬるぬると孔の内側を擦ってくる。縁を内側から押し広げるように螺ら旋せん状に撫で回され、むずがゆいような痺れが胸まで響く。

「あ、ひ……ぁ、……は、ん……っ」

　つらくて腰がくねる。ジュリアスは幾度も浅い場所を弄もてあそんだあと、ゆっくりと根元まで指を埋めた。

「──っ、う、あ……っ」

「ほら、見てみろ」

　びくびくと身体を痙攣させる翡翠の腕を摑み、ジュリアスは翡翠に上体を上げさせた。膝立ちにさせられ、顎を摑まれて、正面の鏡を見るように強要されて、翡翠は声を震わせた。

「……い、……や、だ」

　鏡には、いやらしい姿がはっきりと映し出されていた。顔だけでなく身体までほんのりと上気させ、ひらいた脚のあいだでは性器が勃起している。眉を寄せた表情は、さっきよりもさらに物欲しげだ。

「い、や、」

　こんなのは嫌だ、と首を振りかけた翡翠の膝に、ジュリアスが手をかける。後ろに身体を引かれ、尻餅をつくようにして後ろに倒れ込むと、ずるりと指が抜けて翡翠は声を洩らした。

「ふあぁ……っ、ん、……」

　一気に異物が抜ける感触に鳥肌が立つ。けれど、それが嫌悪感でない証拠に、勃ち上がった性器は萎なえる気配がない。堪たえがたくて目を閉じると、耳のすぐ傍そばでジュリアスが囁いた。

「まだはじまったばかりだぞ。よく見ていろ。自分がどんなに快楽に弱く、どんなふうに乱れるか」

　ジュリアスにもたれかかる体勢のまま大きく太ふと腿ももをひらかされ、胸につきそうなほど膝を曲げて上げられると、鏡には窄まりも性器も丸見えになる。そこに、ジュリアスは再度指を宛てがった。今度は二本揃えて押し込まれた彼の指を、翡翠の孔はきゅんと締め上げて飲み込んでいく。

「あぁっ……、あ、んぅ……あっ」

　手の甲を嚙んで声を抑えようとしても無駄だった。体内に入った指が蠢うごめくたびに腹の中からじんわりとえも言われぬ感覚が広がって、力が入らなくなる。押さえられなくてもひらきっぱなしの脚は小刻みに震えた。ジュリアスは見せつけるように、あいた手で翡翠の乳首をつまみ上げた。

「──ア、あ──っ、い、ひぁ、あ……っ」

「ここも感じやすいな。触る前から尖っている」

　香油ですべる指でその赤い粒を捏こねられると、突き抜けるような衝撃が下腹部に響いた。薄い腹が波打って、勃起していた性器がいっそう反り返る。見たこともない角度をつけて腹につきそうになった鈴すず口ぐちからは、たらりと先走りが糸を引いた。

「は、あ……っ、あ、んっ……ア、」

　くちゅくちゅと乳首が音をたてる。濃い薔薇色に色づいた乳首は、ジュリアスの白く優美な指につまみ出されて卑ひ猥わいなかたちに歪み、ささやかな乳にゆう暈うんまでぷくりと腫はれてしまっていた。
















「いやらしいかたちに育つじゃないか。ペニスもそんなに濡らして」

　耳じ朶だに、低い囁きが流し込まれる。鏡越しに見つめるジュリアスの目は凍てつきそうなほど冷たく、翡翠はぶるりと身体を震わせた。泣きたい。憎くてたまらない相手から、辱めを受けて感じてしまう自分を、もう見たくない。

「わか……、も、わかっ、た……から、」

「まだだ。尻の孔だって、もっとほしそうだぞ」

　うっすらと笑みを浮かべてジュリアスが指を引き抜く。かわりのように自分の前をくつろげるのを見て、翡翠は身を捩った。

「や……っ、いやだ……っ、やめ、」

「自分の身体がどんなふうに男を受けいれるのかも、よく見ておけ」

　無情に言い放ち、ジュリアスは手早く扱いた一物を翡翠に宛てがった。前のめりに押さえつけられ、再び這うポーズを取らされて、きつく目を閉じると堪えきれなかった涙が眦から零れた。

　今までは性行為を、具体的に考えたことはなかった。男に犯されるなど思ってはいなかったし、恋をしたこともなくて、女性を抱きたいと思ったこともない。ただ、いつか──いつか幸せになったら、人並みに結婚して、優しい女性と愛しあって、穏やかに互いを慈いつくしむように、その行為をするのだと思っていた。なのに。

「いや……、おねが、いや、──っ、あ、あ、あーっ……！」

　みしり、と身体が軋きしんだ気がした。

　圧倒的な塊が、香油のぬめりを借りて翡翠の窄まりを押し広げてくる。染みるような痛みを伴って侵入したそれが、襞ひだを潰すようにみっちりと孔を塞いで、閉じた瞼の裏が赤く染まった。

「い……っ痛……、ひ、あ、ぃっ……」

「強張るな、力を抜け」

　どこか忌々しげに、ジュリアスが舌打ちした。震えの収まらない腰から尻にかけてを、あたたかなてのひらが撫でてくる。いっそ優しい手つきで撫でたジュリアスは、前に手を回すと、腹も包むように撫でて、やんわりと乳首をつまんだ。

「ふぁ……あ、あっ……」

　痛みのない捏ねられ方にぞくぞくと快感が呼び起こされ、竦んで動けなかった身体からわずかに力が抜ける。がくりとつっぷしてしまった翡翠に覆いかぶさるようにして、ジュリアスはなおも乳首を弄った。

「あ……んっ、……は、あっ」

　膨れた乳首のてっぺんに爪をあててくじるように弄られるとひどく気持ちよかった。下肢を襲う圧倒的な痛みから逃げたくて、翡翠はその快感を追いかけた。

　少し強めにつままれるとこりりとした芯が感じられて、わずかな痛みと一緒に痺れるような快感が得られる。優しく捏ね回されればもどかしいように胸がむずむずして、思わず腰を揺らして息をつくと、ずくん、と後ろから突き上げられた。

「ア──ッ、は……あ、ァ、」

　今度はほとんど痛みはなかった。無理に広がった窄まりの縁はひりひりするが、突かれた内側は押し上げられる感覚がするだけで、圧迫されるその感覚は、数秒遅れてじっとりと熱を帯びた。

「あ、あ……や、あ、なに、……、ぁっ」

「やわらかくなった。飲み込みが早いな」

　あやすようにくるくると乳首を弄ばれて、自然と腰が揺れる。それにあわせてさらに深くジュリアスの性器が挿入されて、長い、ため息のような声が洩れた。

「はあっ……あ、ん、……あっ……は、ん、」

「そう……それでいい。このまま、全部受け入れろ」

　息をする都つ度ど、ゆっくりジュリアスが押し入ってくる。腹の内側から感じるずっしりした熱は、かるく引き抜かれると寒気のするような快感に変わり、突き入れられれば弾けるように脳天まで痺れが走った。信じられない思いで、翡翠はそれを感じ取る。

「あっ……あ、うそ……や、……んぅっ……あ、んっ」

　突かれて身体が跳ね、甘ったるく掠れた嬌きよう声せいが零れてしまう。感じきった声に、ジュリアスが低く笑った。

「乳首がよかったようだな。そろそろ、見てみろ」

「あ……う、やぁっ……っ」

　胸を抱えて起こされて、両膝を掬すくうようにして抱き上げられた。ジュリアスの性器の上から座り込まされ、翡翠は呆然と前を見た。

　子供が排尿するようなポーズで、翡翠はジュリアスのものを受け入れていた。弄られていた乳首はぷっくりと淫みだらに目立ち、弧こを描いてそそり立った性器は濡れそぼっている。涙に濡れた顔には恍こう惚こつとした表情が浮かんでいた。

「あ……、ぁ、」

　ジュリアスが翡翠の身体を抱き上げる。肌よりも少し濃い色になった窄まりがめくれて熟れたような内襞が覗き、ジュリアスの肉色をした雄が半ばまで抜き出された。

「……あっ、や、やめ、──ッア、あああっ」

　命じられるまでもなく視線が釘付けになる卑猥なそこに、ぐいと性器を打ち込まれて、翡翠は身を仰のけ反らせた。容赦なく続けざまに穿うがたれて、じゅぽじゅぽと聞くに堪えない音があがる。

「ひゃ……ん、あ、あっ……ああっ」

「締め上げてる。わかるか、自分の内臓が、膣ちつがわりに使われて悦よろこんでいるのが」

　見せつけるように性器を出し入れしながらジュリアスが囁いた。嫌だ、と思うのに、もうそう言うこともできなかった。

　奥深くまで突き上げられ、衝撃と同時に内壁から迸ほとばしる快感が、全身を貫く。引き抜かれるのにも突っ込まれるのにも感じてしまい、身体がばらばらになる気がした。

　なにひとつ、自由にならない。まるでただの物のように──びりびりと駆け抜ける愉ゆ悦えつ以外になにも感じられなくて、壊れる、と思う。壊れてしまう。犯されて、作り替えられて──堕おちてしまう。

「は……っ、あ……、あー……っ、──ッ」

　最後は声も出なかった。びゅっと精液が翡翠の性器から噴き出し、それがジュリアスに突かれるのにあわせて何度も続く。腹にかかり、胸に飛び、滴って床の鏡を汚す白いものをぼんやりと見つめながら延々と揺さぶられ、痙攣したまま精液が出なくなるとまたうつ伏せにされた。そのまま数度抽ちゆう挿そうされ、すばやく引き抜かれると、尻の上にたっぷりと注がれた。

　ぬるい、まったりとした白はく濁だくが太腿を伝い落ちていく。

　悔しいのや屈辱を通り越して、うすら寒いように虚しかった。まだ力の入らない拳を握りしめると、乾いた布が尻を拭う感触がして、翡翠は掠れた声を押し出した。

「さわ……る、な」

「だったら自分で拭け」

　やわらかいタオルが目の前に投げ出され、翡翠は唇を嚙んでだるい手を伸ばした。さんざんに肌に飛び散った自分のものを拭いながら、そろりと鏡を窺えば、ジュリアスはすでに服を整え、一分の隙すきもない、いつもどおりの姿で、ポケットから取り出した時計を確かめていた。美しい七宝焼の色彩が場違いで、翡翠は目を伏せる。萎しおれた自分の性器は、どうしようもないほど醜く見えた。

「おまえの父親を殺した人間を憎いと思うか」

　のろのろと身体を拭く翡翠のはるか上から、色のない声が降ってくる。「父親を奪った戦争や、彼を逮捕した人間が憎いとは思わないか？」

「……憎んでも、父が帰ってくるわけじゃない」

　憎い、と正直に言うのは嫌だった。もはや意味はないかもしれないが、どんなに無様で惨めな姿を晒さらしたとしても、それでも、屈したとは思われたくないし、憎しみからはなにも生まれない、と教えてくれた父の言葉を、信じていたくもあった。

（こんなことしたって、死ぬわけでもなにか減るわけでもない）

　いつものようにそう自分を鼓こ舞ぶしようとしたが、余計に胸が苦しくなって、翡翠は歯を食いしばって尻に手を伸ばした。香油と精液で汚れた尻を浮かし、雑に拭う。

　──どうして、こんなに無力なんだろう。

「自分だけが重要な局面から遠ざけられて、悔しいと思ったことは？」

　なにを考えているのか、ジュリアスは代わり映えのしない声で訊いてくる。無力感を見透かされたようで、翡翠は吐き捨てた。

「あんたには関係ないよ」

「関係ならある。おまえを使うのは私だからな」

　放り出そうとしたタオルを摑まれる。びくりと竦んでしまった自分を恥じる間もなく、ジュリアスは翡翠よりもずっと丁寧に下肢を拭いた。太腿の内側まで拭われて、翡翠は諦めて膝の力を抜いた。

　かわりに力を込めようとした目尻から、涙が零れ落ちる。翡翠は急いでそれを拭った。泣き顔を見られるわけにはいかない。なのに、一度溢れてしまった涙はとまらなくて、抑え込もうとすると喉の奥から声が溢れた。

「……っ、ぅ、」

　いつのまにか油断していた。性器を舐めさせられたり、棒を嵌められたりしたのだから、こういう行為をされるのは承知しているつもりでいた。だが、ジュリアスが父の名を出して「期待している」と言い、この十日はいやらしいことよりも、記憶力を試されることが多かった。だからつい気がゆるんでいたけれど──結局、こうやっていいように扱われ、辱められるのが、翡翠に与えられた役割なのだ。

「おまえの素性を割り出すのには苦労したんだ。つまり、志科氏はずいぶん念入りに、自分の家族を隠そうとしたわけだ。それが褒められた行為かどうかはともかくな」

　ジュリアスは気怠い口調で呟いて、きっとこいつにはこちらの感情などどうでも関係がないのだろうと、翡翠は投げやりな気持ちになった。泣こうが喚わめこうが、媚びようが──ただの道具だから、気にする価値もないと思っているのだろう。

　啜り上げたいのを堪えて顔を背けると、ふいに、あたたかいなにかが頭に触れた。さらりと髪を梳いたジュリアスの指が、そのまま頰を撫で、濡れて熱い目元を拭う。思いがけない仕草にぽかんと見返すと、ジュリアスはかるく顔をしかめた。

「そういう顔をするな。おまえは私に感謝すべきだぞ。うまくいけば親の遺志を継ぐことも、親の仇かたきを討つこともできるんだ」

「……遺志？」

　問い返した声は掠れてほとんど音にならなかった。ジュリアスは答えずに翡翠を抱き上げた。荷物のように肩に抱き上げられ、恥ずかしさといたたまれなさに身を捩る。

「いや、だ、下ろせ」

「すぐ下ろす」

　つまらなそうな言葉どおり、すぐに下ろされた先は部屋の片隅のベッドの上だった。天蓋から下りる布で三方を覆われたベッドは飾り気がなく、落ち着いた色合いでまとめられていたが、もう一度犯されるのかと翡翠はぞっとして端で膝を引き寄せた。

　ジュリアスは背を向けて軍服を脱ぎはじめる。黒い軍服の下の白いシャツを脱ぐと、予想以上に鍛きたえ上げられた背中が露あらわになり、翡翠は息をつめた。男らしさを象徴するようなしなやかで逞たくましい背には、斜めや横に幾筋も傷が残っている。古い傷だ。手といい、背中といい、むごたらしい傷だらけで、翡翠には想像もできない人生を生きてきたのが窺えた。

　ジュリアスは見られていることに気づいているだろうに、急ぐでもなく下衣も脱ぐと、ベッドの上に用意されていたガウンを着てベッドに上がった。はっとして強張る翡翠に、煩わしそうに目を細める。

「さっさと上掛けの中に入れ、風邪を引く」

「な……ん、で」

「なんでもだ」

　腕を摑んで掛けものの下に引っぱり込まれ、翡翠はジュリアスの胸を押し返した。

「もう嫌だ、無理……っ」

「一回で無理だと言っていたら話にならないぞ。だが、今日は初めてだからな」

　抵抗をものともせず翡翠を抱き込んで、ジュリアスは翡翠の目をまともに覗き込んだ。冷ややかで、揺るぎない意志を表すようにまっすぐな眼差しに見つめられ、翡翠は自然ともがけなくなった。

　灰色の瞳は、冷たいが力強い。見据えられると心の底まで見透かされるようで、怖いのと同時に、美しい、とも思った。繊細な美しさではなく、強きよう靭じんな、鍛え上げられたゆえの美しさだ。

　力の抜けてしまった翡翠のこめかみを、ジュリアスの指先がくすぐる。

「ひどい顔だ。よがって達したくせに、苛いじめられたみたいな惨めな顔をしてどうする」

「よが……、」

　よがってなんかない、と言いかけて、翡翠は口ごもった。ぼうっと顔に血がのぼる。嫌でも覚えていた。甘えたように高い自分の嬌声も、いかされたときの惚ほうけたような顔も。

　俯くと、ジュリアスは咎めずに頭を引き寄せた。胸に押しつけるように、抱きしめるようにされて、ざわりと身体の奥が騒ぐ。

「……や、」

　嫌だ、とさえまともに言えなくて、翡翠はもどかしさに唇を嚙む。もう触られたくないし、犯されるのはごめんだと思うのに、労いたわるようなことをされると身体がゆるみそうになるのが怖かった。慣れたくない。他人にいいように扱われることには、絶対に慣れたくない。

「やめたいか？」

　抱きしめたまま、静かにジュリアスが訊いた。翡翠は熱く感じる額を押しつけた。

「やめたいに、決まってるだろ」

　藍佳を盾に脅されるのでなければ、今すぐにだってここを飛び出したい。でも、そうすることもできないのだ、と嚙みしめるのはひどい屈辱だった。嫌だと思っても、抗っても、結局は諾々と従うしかないのだ。

　こんな思いをするために、父や母が力を尽くしてくれたわけではないはずなのに。

「でも」

　苦い、切られるような悔しさを押し殺して、翡翠は呟いた。「……でも、やめたら、おまえは俺も藍佳も殺すんだろ」

　声が震えた。翡翠は目を閉じて拳を握りしめ、逃げたがる弱い自分を封じ込める。ジュリアスの強さには到底敵かなわないにしても、自分で自分を軽蔑したくなかった。

「抱きたいなら、好きにすればいいよ。見せしめにしたいならすればいい。俺は絶対に、音ねなんかあげないから」

　言いながら、きっと嘲ちよう笑しようされるだろうと思った。こんな震え声で涙混じりで、説得力など微み塵じんもない。でも、翡翠にはそれしかないのだった。強がる以外、できることはない。

　いっそう深く俯こうとすると、ジュリアスの手が顎にかかった。上を向かせようとするのに逆らいかけ、翡翠は思い直して顔を上げた。まだ潤んでいるだろう目できっと睨み返すと、ジュリアスは唇を微かにゆるめた。

「おまえは少し、私に似ている」

　鼻先が触れそうなほど近くに顔を寄せられ、あたたかな吐息が唇を掠めた。知らず竦んだ翡翠の腰を抱き寄せて、ジュリアスは薄く、だがはっきりと微わ笑らった。

「目の色は妹に似ているな。緑の、宝石の色だ」

「……妹、がいるの」

「死んだ。ずっと前に殺されて」

　寂しそうでも悔しそうでもなく平淡に呟いて、ジュリアスは唇を近づけてくる。咄嗟に目を閉じると、瞼に、あたたかく柔らかい皮膚が押しつけられて、離れた。

　ずきん、と心臓が痛んで、翡翠はそわそわと身じろいだ。

　口づけられた。瞼に──まるでなにか大切なものにするようだ、と思って、そんなわけがないと思い直す。

　そんなわけがない、と思うのに落ち着かないような気分は拭えずにいると、低い笑い声が耳を打った。

「表情を隠せないのが危なっかしいな。色恋に不慣れなのが丸わかりだ」

「わ……悪かったな」

　かっとして身を捩ると、ジュリアスは腰を抱く腕に力を込めた。ガウン越しに下肢が密着し、どきりとして強張ると、ゆっくり背中を撫でられる。

「自分の立場が悔しいと思うなら、犯されたぐらいで泣くのはやめることだ」

　いつもの気怠い声と裏腹な労るような撫で方に、翡翠の身体が震える。翡翠は眉をひそめた。ジュリアスという男が、よくわからない。

　傷だらけの身体、殺された妹、無表情、冷酷な仕打ち。圧倒的なまでの美貌の下で、彼はなにを考えているのだろう。

「うちひしがれた演技をするのはいい。どこの国の人間も耶斑人を侮る傾向にあるから、それを利用しない手はない。だが、内心では冷静に、自分に溺れる相手を観察するくらいにはなってもらわなければ困る。おまえの気概を、買ってやったんだからな」

　感情の窺えない声だけが、切り離されたように冷たい。だが、密着した身体はあたたかく、翡翠を抱き、撫でる仕草は別人のように穏やかだ。

　戸惑う翡翠を、ジュリアスはさらに抱き寄せた。うなじを包むように引き寄せられ、ぴったりと胸に寄り添わされると、ゆっくりと確実に脈打つ鼓動が伝わってきた。

「明日からは自慰の練習をして、パーティで披露しろ。射精を見られるのは嫌だろうが、我慢するのを見るのが好きな男も、そのあげくに懇こん願がんするのを見るのが好きな男もいるから、その程度は覚悟しておけ。大勢に突っこまれるよりはいいだろう？」

「……嫌だって言っても、やるしかないんだろ」

　優しい仕草とは対照的な、非道な台詞に、にぶく喉の奥が痛んだ。どうしてこんなにちぐはぐなんだろう、と思いながら、ふてくされたふうを装って声を押し出すと、ジュリアスはまた低く笑った。

「よくわかってるじゃないか。──コザクには、注意しろ」

　眠たげにさえ聞こえる、どうでもよさそうな声音だった。

「触られたら感じたふりでもして、せいぜい媚こびを売るといい。だが、たとえなにをされても絶対に歯向かったりはするな。おまえを管理しているのは私だと肝きもに銘めいじておけ。忘れたら──」

「忘れたら？」

「弟もろとも、死ぬだけだ」

　殺さつ伐ばつとした口調と同時に、そろりと後頭部を撫でられて、翡翠はいっそう眉間に皺を寄せた。

　ジュリアスの手のぬくもりは、悔しいけれどあたたかく心地好い。裏切れば殺すと明言するような、気を許してはいけない相手で、敵国の人間で、冷ややかで人間味のない憎むべき男にもかかわらず、優しいふりで抱きしめられればこんなにあたたかいのが、悲しい気がした。

　もし、好きな人と抱きあったら、それはどんなに心地好いのだろう。

　もしかしたら一生縁がないかもしれない、と思うのと同時に、仕草だけ愛しむように抱きしめながら、殺伐とした声を出すジュリアスも、きっと誰も愛しはしないのだろう、と考える。

　それは少しだけ、可哀想だった。翡翠には藍佳がいる。藍佳を抱きしめるときは、恋人ではなくても胸があたたかく満たされて、どんなことだって頑張れそうな気がするのに、きっとジュリアスはそういう感情とも無縁なのだろう。氷のような瞳と同じく、心も硬く動かず、冷えきっているに違いない。

（なにがこの男をかりたてているんだろう）

　自身の憎しみよりも恐怖よりも、今はそれが知りたい気がした。こんな歪いびつな人間になるなにかがジュリアスにはあって、おそらくはそのために、翡翠は買われたのだ。

　漠ばく然ぜんとした不安と同情めいた感情に黙り込んだ翡翠の頭の上で、半ば眠りに落ちかけたかのような声で、ジュリアスが囁いた。

「おまえは公おおやけの場では椿を名乗れ。念のためだ。それから」

　愛玩する動物でも抱くように、翡翠の身体がぎゅっと抱きしめられる。そうしながら、ジュリアスは言った。

「おまえの対外的な身分は、私のセックスメイドだ」










　誂あつらえられた燕えん尾び服ふくが華麗な建物の硝子戸に映り、翡翠は歪みそうになる口元を引き締めた。左耳のすぐ傍に飾られた白い椿がひどく浮いて見えたが、恭しくドアを開けるドアマンの前を通りすぎて、落ち着いた色合いの廊下の先の広間にたどり着くと、なるほど、と納得せざるをえなかった。

　椿は性的に奉仕する人間が身につける花だ、というジュリアスの言葉は噓ではなかったらしい。コザクが私邸として使っている屋敷に集った幾人もの外国人たちは、それぞれ従順な表情の女か男を連れていて、その全員が髪や胸に椿を挿していた。赤に桃色、まだら模様とさまざまだが、それで一目で見分けがつくようになっているのだ。

　酒場でうたうときに椿をつけろと言われたのはそのせいだったのか、と思うと、今さらのように恥ずかしさがこみ上げる。どうりで、よく声をかけられたわけだ。そうしたいかがわしい証や習慣は、知れ渡るのも早いのだろう。

「椿」

　叱責するようなジュリアスの声が飛ぶ。「顔を上げろ。もうはしたなくなっている顔がよく見えるようにな」

「……、はい」

　決して逆らうな、と言われたとおり、羞恥を覚えながらも返事して、翡翠は顎を上げた。頰は熱い。踏み出す足がぎこちなくなるのは、体内にあの棒を入れているせいだけではなかった。

（痺れそう……）

　身体を支配する微熱に、気を抜くと俯いてしまいそうになる。ふらつきかけるとジュリアスにぐっと腰を引かれ、そこに華やかな声がかけられた。

「ごきげんよう顧問官閣下。今日はその可愛い置物のデビューなのね」

　聞き覚えのある声に目を向ければ、真紅のドレスをまとって立っているのは、バーで翡翠にちょっかいを出してきたカーラだった。パーティの参加リストには名前がなかったが、黒髪は豪ごう奢しやに結い上げられ、真しん珠じゆとダイヤが煌きらめいている。傍らには外套を着た異国の若い女がつき従っていて、潤んだ目でカーラの横顔を見上げていた。膝までの外套から伸びるのは素足で、波打って落ちる蜂蜜色の髪には、桃色の椿が飾られている。

「コザクはもういるか」

「ええ、奥でお見かけしたわ」

　羽根飾りのついた扇子を口元に宛てがって答えたカーラに頷きだけを返し、ジュリアスは翡翠の腰から手を離し、翡翠を見ないまま「来い」と命じた。大股で進む彼を追おうとすると、カーラが妖よう艶えんな流し目をよこして微笑んだ。

「楽しみにしてるわ。頑張って」

　翡翠は黙って彼女の脇を通り抜けた。恥ずかしさで背中に汗が浮かぶ。今からさせられる行為を思うと、ただでさえ重い足がもつれそうだった。

　よろめくようにジュリアスの後を追う翡翠に、外国人たちの視線が集まった。堂々と歩を進めるジュリアスに道を譲って両脇にしりぞく彼らは、皆ジュリアスに会釈する。ジュリアスが彼らの中でもいかに怖れられているかが如実に窺える仕草だったが、後ろを歩く翡翠には、あからさまな好奇の眼差しが向けられた。他にも同じ身分の人間はたくさんいるのに、一人だけ目立っている気がして翡翠はいたたまれなさに目を伏せた。

　まるで見透かされているようだ。ぎゅっと上着の裾を握ると、お久しぶりです、と鷹おう揚ように告げるジュリアスの声が聞こえた。

　バルコニーに近い一角に据えられた長椅子のひとつに、太った男が腰掛けていた。ジュリアスを見とめて立ち上がった男は、彼に手を差し出しながら、後ろに控えた翡翠を見てにんまりと唇の端をつり上げた。

「噂には聞いていたが、ついに買ったようだねえジュリアスくん」

　強いルテニア訛りのある、アルビオン語だった。「そちらが噂の、きみのセックスメイドか。白椿なのがもったいない」

「買ったばかりなのに、さすがお耳が早い」

　ジュリアスがかるく微笑んで男の──コザクの手を握り返した。コザク殿の新しいセックスメイドも可愛らしいですね、と言うジュリアスの声で、翡翠はコザクの後ろに隠れるように立っている少年に気づいて、顔を歪めそうになった。

　最初は服を着ているのがルールだとジュリアスには聞かされたのに、藍佳よりも幼く見える淡い琥珀色の肌をした少年は、髪に飾った赤い椿と首輪と足枷かせ以外なにも身につけていない。手に持たされたトレイの上には、見たこともない珍しい果物が載っていた。

「今日はたっぷりと食事も用意したんだ。飛行機を二十機使ってね、こんなしけた島国じゃ、毎日まともな食事をするのも難しいからな、皆様をもてなすためできるかぎりの用意をさせてもらった」

　コザクは得意げだった。言葉どおり、コザクが前にして座っていたテーブルにも、広間のあちこちに置かれたテーブルにもはみ出しそうなほど肉や酒が用意されている。お心遣いいたみ入ります、という儀礼的なジュリアスの声を聞きながら、翡翠が嫌悪に歪みそうな顔を隠すために俯いたとき、ボーン、と柱時計が鳴った。

　嬉しげに、コザクが声をあげた。

「さあさあ皆様、今日はようこそおいでくださいました。今日はなんと、アルビオンの顧問官閣下も参加してくださっている。乾杯をしたら、さっそく皆様にお披露目していただき、ゆっくり楽しんでいってもらいたい」

　尊大な口ぶりの口上に続けて、手にした洋杯が掲げられ、男たちが「乾杯」と声を揃えた。細かな泡の出る金色の酒が飲み干されると、途端にあたりの空気は淫靡さを帯びた。

　貴族たちが、自分の連れた『椿』たちの服を脱がせはじめる。ジュリアスも翡翠の胸元に手を伸ばした。するりとリボンタイがほどかれ、「あとは自分で脱げ」と低く囁かれる。翡翠は頷いて、上着の釦を外しはじめた。

　脱いでいきながら目を配ると、カーラの連れていた蜂蜜色の髪の女性は、カーラの手で外套を脱がされると、その下は全裸で、豊かな乳房が現れた。ダイヤとルビーのネックレスが、白い肌の上で煌めく。

「早くしろ、椿」

　不機嫌そうなジュリアスの声に叱咤され、翡翠は黙って服を脱ぎ落とした。上着とシャツとズボンを脱いだ下は、下着をつけていないせいでもう裸だ。靴まで全部脱ぐと、感嘆したようなため息が聞こえて、耳が熱くなった。

「これはこれは──ずいぶんと念入りな飾りつけだ」

「買ったばかりで、まだ白椿しかつけられません。皆様に技巧をお披露目するほどでもないので、せめて見て楽しんでいただこうと思いまして」

　目を輝かせるコザクに向かって、ジュリアスはまんざらでもなさそうな声を出した。ゆっくりと脇腹を撫で上げられ、意図せず翡翠が震えてしまうと、コザクが唇を舐めながら歪んだ笑みを浮かべた。

「不慣れなうちのほうが初うい々ういしくていいものだ。赤がよく映えている……触っても？」

「どうぞ」

　ジュリアスに背中を押され、翡翠はコザクの正面に立った。覚悟していたはずなのに、羞恥で顔は熱く、嫌悪と屈辱で肌は粟立ってしまっていた。翡翠の微かな震えを移して、房が揺れる。

　あまりにも恥ずかしい格好だった。乳首は金属の留め金でくびり出るように挟まれていて、留め金には赤い房が飾られている。それを引けば乳首に振動が伝わる仕組みになっているのだ。同じ赤い房はペニスの先からも、尻の孔からも垂れ下がり、淫らな道具がそこに収められているのを示していた。

　ひどく愉たのしげなコザクは、太い指で触れてくる。肌にではなく、胸から下がる赤い房が弄られ、かるく引かれて、翡翠は咄嗟に声を吞んだ。

「……っ」

「痛いのが好きなようだな。耶斑人は乳首の感度がいいのがたまらん」

　何度も房を揺らされると、房の根元──両方の乳首をきつく挟み込む金属が振動し、ぴりぴりと乳首が痛んだ。金属の間から覗く乳首はいつもよりも濃い色に染まり、そこにもコザクが指で触れてくる。

「……っあ、ん、」

「可愛い声だ。房飾りが似合っているよ。下のもね」

　荒い息のまじる囁きに翡翠は身構えたが、それでも性器に指を這わせられると身体が跳ねた。

「……っや、」

　やめろ、と口走りそうになる。性器の先端から垂れる赤い房は、根元のほうが色が変わっていた。翡翠の鈴口から滲んでしまった先走りのせいだ。

「すっかり勃っているじゃないか……これは、中に入っているんだね？」

「そのとおりです。細い管の先に真珠がついていて、粗相してしまわないように挿入してあります」

　後ろからジュリアスが言った。「失礼。この椿はまだほとんどアルビオン語が理解できないので」

「いいとも、セックスメイドなど喋しやべれんくらいがちょうどいい。……ああ、いやらしい顔をしているな。よほどペニスの中を犯されるのがいいと見える」

　嘲笑まじりに、コザクが性器から垂れる房を引いた。

「ひ……ぃっ、あ、あっ」

　ずくりと性器の内側、尿道を丸いものが移動していく感触に、がくがくと身体が揺れた。痛みがあるのに、それと同じほど激しく射精感がこみ上げて、立っていられずに膝が折れると、コザクは抱きとめて下げ卑びた笑い声を立てた。

「おや、尻にも入っているのか」

「あ、ひ……っ、あ、ああっ！」

　無遠慮に尻が割り広げられ、窄まりから垂れる房を強く引かれて、翡翠は悲鳴のような声を洩らした。我慢するどころではなかった。勢いよく中の棒が引きずり出され、抜き取られて、身体中が痙攣する。コザクはしげしげとそれを眺めた。

「あまり太くはないな、ジュリアスくん。儂わしならもっと太いのを嵌めておいてやるが」

「いずれはそうしたいのですが、なにぶん、不慣れなもので──もう一度挿入してやっていただけますか」

「なに、すぐに本物の男を咥えさせてやればいい」

　ぬちりと、コザクが孔の縁を弄った。痙攣する翡翠を楽しむようにそこを弄り回すコザクを突き飛ばしたくて拳を握りしめると、後ろから手袋を嵌めた手が腰に触れた。

「これはまだ白椿です。白は主以外には鑑賞用、桃色なら性交まで、斑まだらなら特殊な行為もよし、赤ならば殺してもいい。そうでしたね？」

「……ああ、そうだ」

「では、ルールはお守りください」

　ぐい、と後ろに倒れそうなほど引き寄せられ、背中がジュリアスの身体にぶつかった。片腕で腰を抱かれ、翡翠はほっと力を抜いた。コザクに比べれば、ジュリアスの身体の慣れた感触のほうがずっとましだった。

　翡翠を抱き寄せたジュリアスは、涼しげな声で言う。

「さきほども言ったように、皆様を楽しませられる技巧はまだでして。かわりに、今日は自慰をさせます。どんな命令にも従って、いずれは従順に奉仕できるよう、まずは自尊心を取りのぞくお手伝いをしていただきたい」

「どうせパーティに参加するなら、なんでもできるように仕込んで、せめて桃色の椿を飾らせてほしいがね。きみはセックスメイドを買うのは初めてだから、まあ仕方がない。協力してやろう」

　どこか苦々しげに、コザクはジュリアスが引き離した翡翠を眺めた。気分を害した様子に翡翠はジュリアスを窺ったが、ジュリアスは泰たい然ぜんとしていた。常となんら変わらぬ、温度を感じさせない冷ややかさは、あからさまな欲望を見せるコザクとは対照的だった。

　コザクはジュリアスを見てふんと鼻を鳴らし、どっかりと長椅子に腰を下ろすと片手で彼の少年を呼び寄せる。改めて翡翠は少年の髪に飾られた赤い椿を見た。

　殺してもいい、色。使い捨ての道具の印をつけられた少年は、足枷の鎖を鳴らして、コザクの足下に跪ひざまずき、服の上からそうっと股間を愛撫しはじめる。

（──あんな、幼い子にあんなこと）

　見ていられず目を背けると、いかがわしい行為に及んでいるのはコザクだけではなかった。脇のほうでは黒髪に赤い椿の少女が、胸を鷲摑みにされて頰を赤らめている。乱暴な言葉遣いで命じるスターツ人の前に跪くのは、桃色の椿を飾った男だ。

（最低だ、こいつら）

　激しい怒りで目眩がした。まるで地獄だった。悪夢のように醜悪な宴うたげを催もよおしているのが同じ人間だと信じたくない。だが、これが、現実なのだ。

「座って、足をひらけ」

　強張った翡翠のすぐ耳元で、押し殺したジュリアスの声がした。「忘れたのか、なんでもする、と自分で言ったんだぞ」

　気を逸らすな、と言いたげな声だった。翡翠は唇を嚙んで、言われたとおり床に尻をつけた。あらかじめ命じられていたとおり、大きく脚をひらいて股間を露わにすると、ジュリアスが口をひらいた。

「せっかくコザク殿に棒を抜いていただいたんだ。指で孔を弄れ」

　蔑むような口調に、周囲から笑いが沸いた。いつのまにか、数人の男に囲まれていることに気づいて、ぞっと嫌悪がこみ上げる。どれも写真で見た顔だ。スターツの外交官マーラーに部下のハウセン、イリヤの商人が二人、そしてコザク。半円を描くように翡翠を囲んで座った彼らは、口元に似通った笑みを浮かべていた。欲望と軽蔑の入り交じった笑みだ。

「椿。欲しくてたまらないんだろう？　指を入れて搔かきまわせ」

　嚙んで含めるようなゆっくりしたジュリアスの命令で、翡翠は尻を浮かし、指を窄まりに宛てがった。

「……、く」

　さきほどまで棒を飲み込まされていた孔は綻んで、ぬるついていた。縁の襞を指の腹で擦ると、むずがゆいような痺れが下肢を襲う。そこが気持ちいいのだと、ジュリアスに覚えさせられた場所だ。膝が自然と揺れると、ぐっと脚を胸のほうに倒された。

「よく見えないだろう」

　苛立たしげに叱責され、床に仰あお向むけの格好になると、空気に晒された孔がきゅっと竦んだ。視線がそこに集中するのがわかる。床から男たちの一様な、醜い顔を見ると、急速に激しい悲しみがこみ上げた。

　なぜ、こんなことをしなければならないんだろう。

　寝転がったまま動けなくなった翡翠を見ながら、コザクがにやついた声で言った。

「絶望した顔がたまらんな。ジュリアスくん、孔を拡ひろげてみせるように言ってやれ」

「そうしましょう」

　鷹揚に頷いたジュリアスが、耶斑語で「拡げろ」と言って、翡翠は首を横に振りそうになった。ジュリアスは舌打ちし、翡翠の手を摑んで、自分の手ごと尻肉を摑むように動かした。

「い……っ、あっ」

　引っぱられてぱくりとひらく窄まりに、強引に自分の指が押しつけられ、挿入されて、背中がしなった。そのまま抜き差しを強要され、手袋を嵌めたままのジュリアスの指に性器の根元を撫でられると、内側と敏感な場所への刺激で身体がひくひくした。

「あ……っう、く、──っ、ひ、あ、ぁあっ」

　声を殺しかけた途端、ずるりとペニスに差し込まれた真珠玉を引き出されて、強烈な快感が迸った。

　ぽん、と真珠が抜けた小さな口から、たちまち透明なものが溢れてくる。身をくねらせた翡翠を押さえつけ、ジュリアスが抜いた真珠を再び押し込んだ。

「ひ……ん、や、あああっ、やぁっ……！」

　こりこりと尿道が擦られ、じんと性器が痛む。射精してしまいそうな感覚があるのに、小さな玉に堰きとめられると先走りさえほとんど洩れてはこない。じわじわと滲むだけなのは苦痛だった。

「あ……っ、ふ、あ、ひ……っ」

　小刻みに揺らされ、堪えがたく腰が跳ね上がる。尻に入れた指を抜き、両手で性器を摑むと、コザクが自分の股間に奉仕していた少年を、翡翠のほうに押しやった。

「こいつに孔を弄らせよう。指をつっこんで、いいところを弄ってやれ」

「や……、いっ、あ、あああ──っ」

　嫌だ、と言いかけてまた尿道の管を動かされ、身もだえるうちに少年が翡翠の足の間に膝をついた。細く幼い指が尻に触れてきて、翡翠は必死で首を横に振った。

「やだ……や、駄目だって、──あ、ん、ぅ、」

　耶斑語で口走ったのに気づいた直後、ためらいがちなひんやりした指が体内に入って、翡翠は呆然と少年を見た。

　ここに、自分たちの尊厳はない。椿をつけられた者は、ただ踏みにじられ、犯され、虐しいたげられるためだけに存在しているのだ。

　異国の少年は無感動な、諦めたような眼差しで翡翠を見返し、それから指を動かしてくる。やわやわと探られ、翡翠はぐっと腹に力を入れた。こんなことは嫌だった。自分だけならともかく、弟よりも幼い子供を虐げるような真ま似ねは嫌だ。

　懇願するようにジュリアスを見上げると、彼は煩わしそうに眉を寄せ、ぴん、と性器の管を弾いた。

「────っ、あ、あー……！」

　ほぼ同時に、内側の感じるポイントを擦られて、かっと視界が焼き切れた。

「あああっ、ア……、や、ぅっ……あ、んんっ……！」

　想像よりずっと巧みに、内壁を擦り立てられる。慣れているのかもしれない、と思うといっそう心が冷え、それとは裏腹に、暴力的な快感だけが高められていく。たっぷりと香油が足され、三本揃えた指を出し入れされると、油を零す孔はくぽくぽ音をたてた。

「やっ……あ、やめ……も、……あっ、ア、ァッ……！」

　もがく翡翠の乳首を、ジュリアスが挟んだ金属ごと押し潰してくる。鋭い痛みと否応なくもたらされる絶頂感で、翡翠はすすり泣くように声を押し出した。

「や……許し、……も、いきた、」

「もういきたいようです。できるだけ我慢するように言ってきかせているんですがね」

　忌々しそうにジュリアスがため息をついた。なおも乳首を刺激され、追い立てるように腹の内側から押し上げられて、翡翠は仰け反るようにして痙攣した。達したのと同じほど強烈な衝撃に、意識が遠のく。だが真珠に塞がれ射精できない性器はそのままで、ひりつくような痛みに、翡翠はゆるゆると自分の手で扱いた。

「はっ……ン、あ……あ、い、いきた、……出し、たい」

　いかせて、とせがむのは教えられていたとおりだったが、きっと教えられなかったとしても懇願しただろう、と、どこか遠い意識の端で考える。早く終わらせたかった。腰はくねり、荒い呼吸にあわせて挿入された指を締めつけながら、あと一歩訪れない最後を必死に追いかける。

「おねが……いきたい……っ」

　身も世もなくねだってジュリアスを見上げると、ジュリアスはかすかに目を細めた。相変わらず冷ややかな、落ち着いた目だった。刹せつ那な、ふ、と張りつめていた気持ちがゆるむ。

　猥わい雑ざつな雰囲気の中、ジュリアスは一人凛りんとして、まるで欲望など持ち合わせていないようだった。石像か人形か、悪魔のよう……人ならざるもののように、色も感情も抜け落ちて見える。

　翡翠はぎこちなく、飾られた椿に触れた。白い色は自分では見えない。でも、これのおかげで、翡翠は犯されることも殺されることもないのだ。無慈悲に翡翠を追いつめるジュリアスが、白椿をつけたから。

（……守って、くれたのか？）

　喘あえぎながら見つめる翡翠に、ジュリアスはため息と一緒に、合図して少年に指を抜かせ、力の入らない翡翠の身体を引きずり上げるようにして立たせる。

「ん、あ……、は、……」

　自力で立てない身体はふらふらした。それをジュリアスは背後から抱くようにして、太腿に手をかけてひらかせる。

「達するところを、ちゃんと見てもらえ」

　冷酷な声で言いながら、撓しなって震える性器から下がる房を摑む。抜かれるときの痛みと快感に翡翠が身構えると、首筋に、ふいにやわらかいものが触れた。

　しっとりとあたたかい唇に皮膚を吸われ、ふわりと意識が揺れる。

（あ……唇、が）

　甘く吸われる。慰めるような口づけにぼうっと意識が霞かすみ、心地好いそのあたたかさに浸りかけた瞬間、ずっ、と真珠が抜かれた。

「────ッ、ア、あ──ッ！」

　堰きとめられていた精液が勢いよく噴き出す。みっともなく腰が踊り、二度、三度と噴き出したあとは、きちんととまらずに少しずつ溢れ、痺れるような熱がそこにわだかまった。

「ひ……ん、あ……、あ、」

　ジュリアスに手を放されて、床にくずおれると、コザクの声が遠くから聞こえた。

「なかなかよかったよ、仕込み甲が斐いがありそうな子だ。儂も新しいのがほしくなった」

「コザク殿なら望むままでしょう。酒を取ってきます」

　行為の名な残ごりを感じさせない平淡さで、ジュリアスが言うのが聞こえた。頭をどうにか動かすと、離れていくジュリアスの後ろ姿と、翡翠を見て劣情を催したらしいイリヤ人が、男を這わせて貫いているのが見えた。

　自分の荒い呼吸にまじって、そこかしこから、悲鳴にも似た喘ぎ声が聞こえる。泣きながら逃げる少女を追いかける貴族の靴が見え、翡翠はそこで目を閉じた。

　改めて、おぞましさに寒気がする。

　なんでもするつもりではいた。藍佳の命と幸せがかかっているなら、どんなことだってできると思っていたけれど──もしかしたら、ああやって追いかけ回され、犯される立場だったかもしれないのだ。そんな恥ち辱じよくにまみれるならば、死んだほうが、いっそましなのではないだろうか。

　じくじくとまだ性器が腫れぼったい。意思と関係なく強制された射精は苦痛だったし、注がれた男たちのいやらしい眼差しを思い出すとぞっとする。

　でも、これですんだのは、ジュリアスのおかげなのは間違いなかった。この状況に追い込んだのもまた、ジュリアスだけれど。

　首筋に触れた唇の温もりを思い出し、ひくり、と太腿が震える。……あれは、なんのための口づけだったのだろう。

「すごいな、まだ零している」

　すぐ近くからルテニア語が聞こえ、翡翠は反射的に身じろいだ。だが、ほとんど力が入らない。その太腿を、コザクの手がゆっくりと撫でてきて、翡翠はあがりそうになった声を飲み込んだ。

「これが顧問官のでなければ、椿の色など無視して犯すんだが──酒を取ってくる、か。儂が手出ししないとたかをくくってるに違いない」

「なに、閣下のご機嫌とりですよ。バーネット伯は大公と仲が悪くなっていますから、閣下を味方にしておきたいんでしょう」

　少し離れたところから、かるい調子の声が同じくルテニア語で応える。誰がこの場に残っていたっけ、と翡翠は思い出そうとしたが、達したあとの記憶は曖昧すぎて思い出せない。寝返りをうつ体力も気力もなく、じっとしていると、コザクはまた太腿を撫でてきた。名残惜しそうな、ねちっこい手つきだった。

「その根回しがこれか。儂によこすでもなく見せびらかして、たいした執着ぶりじゃないか。父親が父親なら息子も息子だな。今まで噂もなかったのに、蓋を開ければこのありさまだ」

「人間、欲望には逆らえないものですし、血は争えませんから」

「それならまだいいが、相変わらず、なにを考えているかわからん気持ち悪いやつだ」

　忌々しげに、コザクはため息をついた。「まあ、大公とはせいぜい仲なか違たがいしてもらわなければ困る。アルビオンだけにでかい顔をされるのは業ごう腹はらだし、今後を考えれば……」

「ご心配なく。スターツはルテニアの友人です」

　ぐったりとする翡翠の上で、ひそやかな声が行き来する。そこかしこであがる喘ぎ声や卑猥な命令、下品な笑い声にまじって、会話はまったく目立たなかった。

「耶斑人の若いのがよろしければ、スターツでご用意しますよ。スターツは自由の国ですから、手に入らないものはない。どうせ新政権は長持ちしないのですから、数年ゆっくり羽をのばされてはいかがでしょう」

「おい、言葉をつつしめ」

「なに、こいつにはルテニア語などわかりませんよ。それにしても……もうまもなくですね」

　秘めやかな笑いが、語尾にかぶさった。うむ、と重々しくコザクが相あい槌づちを打つ。

「早いところ終わらせたいもんだ。こんな島国じゃ、まともな食事も、夜伽の相手もままならん。──しゃぶるくらいはさせたいものだ」

　ねっとりと這った手が尻の窄まりのほうに伸び、翡翠は思わず震えた。逃げようともがきかけたとき、「お待たせしました」と冷ややかな声がかかる。

「ルテニアの方にはやはり火ひ酒ざけでしょう。マーラー殿にも同じものをお持ちしたが、よかったかな」

「顧問官お手ずからとは、いたみ入ります」

　慇いん懃ぎんに応えて、呼ばれた男が手を差し出した。翡翠が身を捩ってコザクとマーラー、それからジュリアスの顔を順に見ると、ジュリアスは盛大に眉をひそめた。

「いつまで物欲しそうに尻を晒しているんだ、さっさと服を着ろ。服、だ」

　苛ついた声に慌てて、脱ぎ落とした服を探す。少し離れた場所にそのままになっていた服を翡翠が身につけるあいだに、ジュリアスは二人の男に向かって告げた。

「もう少し遊んで帰りたかったが、部下が迎えに来ましてね。今日はこれで失礼します。次回は、もっと楽しませていただきますよ」

「ぜひそうしてくれ。その子も、次回はたっぷり使えるのを期待しているよ」

　コザクが立ち上がって握手を求めた。その手とマーラーの手を握って、ジュリアスは視線だけで翡翠を呼ぶ。翡翠は最後の釦を留めながらジュリアスの後を追いかけた。

　もう帰るのかと訊きたかったが、言葉がわかるとばれるのはまずい。黙ったまま広間を抜け、玄関から出て車に乗り込むと、運転席でリードが振り返った。

「ご命令より早い時間ですみません」

「いや、かまわない。どうせ翡翠がもちそうになかった」

　不機嫌そうに呟いて、ジュリアスがシートに背を預ける。

「露骨に嫌な顔ばかりして、よがるわりには往生際が悪い。今日のコザクはただの練習で、おまえに相手をさせる男はもっとえげつないぞ」

　苛立たしげな声音に、翡翠は俯いた。きちんとふるまえなかった自覚はある。コザクに手を出されたら、感じたふりをして媚を売れと言われていたのに──結局竦むだけで、自慰もまともにできず、達するのもジュリアスの手でだった。でも。

　でも、二度と、あんなことはしたくない。

　広間中で行われていた蛮行を思い返すだけで悪寒が走り、翡翠は拳を握りしめた。乳首はまだ器具で挟まれたままだ。辱められた孔や性器だけでなく、あの場におかれ、視し姦かんされた身体はどこもかしこも汚れをまとっている気がする。

　地獄、という言葉が脳裏を巡った。あそこは、地獄に等しかった。

「そんなに嫌か」

　走り出した車の中、低く静かにジュリアスが言った。嫌だ、と言いたくて、でも言うわけにもいかなくて、翡翠は声を絞り出した。

「俺が、されたことだけじゃない。西の人間なんか、低俗で野蛮で最低だ。あんな──あんな、小さい子にまで」

「あそこに集っていた人間が低俗で野蛮で最低なのは事実だが、すべての西の人間がああではないし、低俗で野蛮で最低なのは、べつに西の人間だけではない」

「そう……かも、しれないけど」

　気怠げなジュリアスの声に反論したかった。彼の言うとおり、耶斑人にだって汚い人間はいるし、西の人間にも、理性的な人間はいるのだろう。だが、今日のあの宴は、そういう域を超えていた。

「そんなことより、コザクとマーラーはなにか話をしたり、受け渡ししたものはなかったか」

　黙った翡翠などどうでもいい、と言いたげに、ジュリアスが額を押さえて訊いた。翡翠はやるせないため息を飲み込んで答える。

「もののやりとりはなかったけど、ルテニア語で、あんたの悪口言ってたよ。なにを考えてるかわからなくて気持ち悪いとか、父親が父親なら息子も息子だとか」

「それはどうでもいい。ほかには」

「あんたと大公に仲違いしてほしいとか、アルビオンだけにでかい顔をされるのは業腹だとか──スターツ人ってほんとにアルビオンが嫌いなんだな」

「今さらだな。ほかは？」

「スターツに行けば、手に入らないものはない、とか。どうせ新政権は長持ちしないから、羽をのばせばいいとか」

「──ほかは」

「ほかは……もうまもなくですね、ってマーラーが言って、コザクが、早いところ終わらせたい、こんな島国じゃまともな食事も夜伽の相手もままならないって言って、……俺に、しゃ、ぶらせたい、って」

　屈辱的な単語を口にして、これで全部だ、と吐き捨てると、ジュリアスは額を押さえたまま長いため息をついた。

「なにか、まずい事態なのかよ」

「それほどまずいわけでもないが、スターツがマーラーのレベルであれに絡んでいるとなると少々面倒だ」

「あれ、って？」

「革命だ。それほど間をおかずに、ルテニア本国では革命が起きる」

「ルテニアで──革命？」

　予想もしない単語がジュリアスの口から飛び出して、翡翠は呆然と繰り返した。ルテニアに革命が起きそうだ、などと、今まで聞いたこともない。ジュリアスは目を細めて頷く。

「今の皇帝制は崩れて、表向きだけ民主国家をうたう軍事国家になる。ルテニアは東からはいったん手を引くだろう。表向き担当官は残すが、国内のことでしばらくは手一杯になるからな。調子に乗るのはスターツだろうが、耶斑の抵抗団もそわそわするだろう。こちらもいろいろ手をうつ必要があるから、忙しくなる」

　それは、咄嗟には納得しかねる事態だった。長らく皇帝制が続くルテニアは、周辺国との小こ競ぜり合いはあるものの、豊かで強いからこそ文化も発達していて、絵画も音楽も世界で一流といわれているのだ。

「なんで、革命なんか」

　小さく呟くと、ジュリアスが低く笑い声をたてた。

「ジャルムを使ってルテニアの軍部をそそのかしたのは、もとはといえばお前の父親だぞ、翡翠。ジャルムから逃れた人間が、ルテニア軍に加担している。連合軍の中で、東への遠征の主力になっているのは我がアルビオンとルテニアだが、アルビオンを率いるのは狂人とまで言われるダーバナム公エドワルド・レキトールだから、おまえの父はルテニアのほうがつけいりやすいと考えたんだろう。ルテニアはここ数年不作続きだし、今回の戦争は国民の負担が大きかったから、不満が高まるのも当然だ」

　淡々と説明され、翡翠は黙るしかなかった。

（父さんが、そんなこと）

　ただ勝つ見込みがない戦に協力したわけではなかったのか、という気持ちと、どうしてそんなことを、という気持ちと、全部噓かもしれないと疑う気持ちが入り交じる。それは翡翠にとってまったく未知の世界だった。大勢の思惑や駆け引き、国という大きな単位で物事が動く──暗く激しい波のうねりのような流れの中で、小さなたった一人の人間が、その最初の波紋を投げかけることなど、できるのだろうか。

「ルテニアが自滅するのはいいとして、スターツに調子にのられるのも困るし、イリヤの商人どもにでかい顔をされるのも困る。スターツは今すぐにでもしかけたいだろうが、今後しばらくは、戦争は回避されねばならない。そのためには相手の情報と、弱味が必要だ」

　物もの憂うげに言うジュリアスは、疲れているようにも見えた。

「おまえの訓練のついでになにか得られればと思ったが、手間がかかったわりに実りのない時間だったな」

　独り言めいた呟きにむっとする。翡翠は手間どころか、痛い思いも嫌な思いもしたのだ。やり場のない憤りと──結局のところ、逃げ出すことも撥はねつけることもできない無力さを味わわされたのに。

「ああいう連中に勝ちたいだけなら、それこそこんな手間をかけなきゃいいだろ」

　顔を背けて、翡翠は窓に額を押しつけた。身体がだるい。乳首も痛いし、気持ち悪いし、なによりひどく気が重い。

「勝ちたいだなんてとんでもない」

　背後で、ジュリアスが短く笑った。「傍はたから見たら勝ったような立場になることもあるだろうが、そんなものはただの付属品だ」

　嘲るような笑い方だった。それが今は堪こたえる。きっと彼には、たいていのことが──目的以外は、すべて軽蔑の対象の、くだらないものなのだろう。力のない者たちが踏みにじられ、快楽のために殺されることさえ。

　翡翠は振り返ってジュリアスを睨む。

「じゃ、そのご大層な目的はなんだよ」

「目的は、もっとくだらないさ」

　薄暗い流し目をよこして、ジュリアスが唇の端を歪めた。

「たんなる自己満足と退屈しのぎだ。なにもしないでいるには人生は長いし、他にしたいことがあるわけでもないから、目障りなもの、嫌なものを排除する。それだけのことだ」

　乾ききった、荒すさんだ笑みだった。果てしない暗闇を覗き込んだような気がして、翡翠は強がって肩をそびやかした。

「耶斑を支配して、果ての海で富を手にするのも、くだらないってわけ？」

「私がそれを望んだことはない」

　素っ気なく肩を竦め、ジュリアスはおもむろに手を伸ばした。手袋を嵌めたままの指先が耳の裏を掬うようにして、顎に手が添えられる。

「私の目的など、おまえにはどうでもいいだろう。おまえは、弟と自分が守れればいいんだから」

「──」

「ことがすんだら自由にしてやるさ。だからせめて、与えられた仕事をした後で、そういう顔をするのはやめろ」

　細められた目は優しくはなかった。固定され、正面から見据えられて、翡翠は乾いてしまった唇を舐めた。

「そんな顔って、どんな」

「頼りない、弱い顔だ。そういう顔が、私はこの世で一番嫌いなんだ。幸せになるためならどんなこともする、と言ったのはおまえだぞ」

「……でも、あんな」

　言い返そうとした声が掠れて、翡翠は瞼を閉じた。瞼の裏に焼きついているのは、諦めたような琥珀色の肌の少年の眼差しと、少女を追いかける荒々しい足取り、男を犯す人間の、醜い顔だ。

「誰も、踏みにじられるために生まれてくるわけじゃないのに」

　呟いてから、またきっと甘えていると言われるのだろうと苦い気持ちがこみ上げた。

　予想どおり、ジュリアスは呆れたようにため息をつく。

「踏みにじられる者が踏みにじられるままでいるのは諦めるからだ。負けて、それで諦めてしまうなら負けたままで終わりだ」

　苛立たしげな声と一緒に、喉元の釦を外されて、翡翠ははっと目を開けた。ジュリアスは不機嫌に眉をひそめる。

「どんなに負けても顔を上げて進める者だけが、次の時代で生き延びていける」

　強がるでも、偉そうにするでもない、ごく当たり前の事実を告げるような声だった。ジュリアスは淡々とシャツの釦を四つ外したあとで自分の手袋を外し、翡翠の胸に留められたままの金属に触れた。

「……っ、やめろっ」

「取るだけだ」

　囁くように言って、ジュリアスが顔を近づけた。思わず首を竦めると、左の瞼にさらりと唇が触れて、ついで、右の瞼にも押しつけられる。

「抱けば泣く、使えば萎れるでは本当に使い道がない。褒ほう美びはやるからしゃんとしろ」

　囁きとともに、胸がすっと軽くなる。金属の挟み金を外された乳首はそれでも痺れたままだったが、ひりひりして腫れたそれにジュリアスは触れることはなく、元どおりにシャツの釦を留める。

　ジュリアスは留め終えると身体を離し、翡翠は瞼を押さえた。このまえと一緒だ。愛しいもののように、瞼に口づけるのは──瞳の色が、妹と同じだからだろうか。

（こんなの、褒美でもなんでもないし、喜べるわけないだろ）

　馬鹿じゃないの、と胸の内でののしって、それでも翡翠は身体の力を抜いた。そうすると、どれだけ自分が強張っていたのかを思い知る。

　緊張したのも当然だ、と思う一方で、同時に苛立たしさも湧いた。その緊張や怯えを強いられる立場が悔しい。人間扱いされないから身構えなければならないのだ。あんな──人を人とも思わないような行為。

　ぶるりと、悪寒で身体が震えた。おぞましい記憶や感触をぬぐい去りたくて、翡翠は自分の身体を抱きしめた。震えている、などと知られたら、またジュリアスに軽蔑されるだろう。

　その肩が、急に抱き寄せられて、翡翠はびくりと竦んだ。

「やめっ……」

　あげかけた声は、間近に迫ったジュリアスの顔のせいで途切れた。灰色の目に覗き込まれ、息をとめてしまうと、ジュリアスはゆっくり翡翠の背中を撫でた。

「まだ、あれが仕事だと割りきれないか」

　翡翠の意志を見極めようとするようにまっすぐ見つめられ、翡翠はぎこちなく目を伏せる。

「甘ったれてるって、思ってるんだろ」

「多少はな。だが、耶斑人は貞操観念が強いと聞いたから、仕方ないとも思っている」

　いつもと同じ、気怠げな声が唇を掠めた後、ジュリアスはため息をついて、翡翠の身体を抱き寄せた。

　胸にもたれる格好で、翡翠は唇を嚙む。慰められている、と思うと悔しい反面、身体を預けてしまいたい衝動にかられる。殺伐とした地獄のような世界に、踏みにじられるために存在している自分にとって、かりそめでも頼れるのはこの男だけだ。悔しいけれど。

「おまえから見たら、我々の世界は非道にも見えるだろう。だが、そういう世界に生まれた以上は、ただ負けるのは性にあわない。おまえも、同じようなことを言ったはずだ。絶対に生き延びると──違うか？」

　問われ、翡翠は目を閉じた。ジュリアスの体温に縋りたい自分が悲しかった。今もうちひしがれた顔をしているだろうか。負け犬の、虐げられる者の、搾さく取しゆされ犯され殺される者の表情。

「──違わない」

　唇を嚙んで、翡翠は押し出した。

「だから、ありがとう」

　二度と泣くまいと思う。二度と絶望もしたくない。屈したくないし、負けたくない。

「なんの礼だ」

　訝いぶかしげに訊き返すジュリアスに、今だけ、と思いながら手を回す。きゅっと軍服の裾を握りしめると、胸の底が捩れるように痛んだ。

「椿の色だよ。赤にすることだってできただろ。使い捨ての、いつ殺してもいい道具扱いすることもできたし、慣れてなくても、他人につっこませてもよかったのに」

「──駒には金と時間がかかる。使い捨ては主義じゃないだけだ」

「それでもだよ。お礼を、俺が言いたいんだ。負けたくないけど──人間らしい気持ちまで、失うのも嫌だから」

　ジュリアスは返事をしなかった。ただ再び背中を撫でられて、唇が髪に押しつけられる。やがて、独り言のような呟きが聞こえた。

「おまえは、面白いな。面白いなどと思うのは久しぶりだ」

　背中からうなじまで撫でる手つきはゆったりとし、まるで愛しいものにするようだ、と思うと、いっそう胸が痛んだ。

　わかっている。べつに愛されているわけでも、大事にされているわけでもない。きっとあまりにも翡翠が惨めだから、面倒だと思いながら「褒美」をくれているだけだ。彼の目的のために。

　そうわかっているのに、温もりを感じていると、錯覚しそうだった。とても親しい間柄の二人で、同じ目的のために、どこか遠くへ行こうとしている。暗闇を切り裂いて、その先の、輝かしい世界へ。

「仕事って、なに？」

　眩しい幻が脳裏を掠め、翡翠は掠れた声で訊いた。黙っていると、なにが現実かわからなくなりそうで怖かった。それでもあたたかさは離れがたく、胸にそうっと顔をつけて訊くと、ジュリアスからは代わり映えのしない、灰色の声が返ってきた。

「針探しだ。《リリト》と接触する」

「リリト？」

「『魔女たち』だ」

　面倒そうに言われ、魔女たちって、と反はん駁ばくするのを諦める。どうせ明日になればわかる。

　かわりに、いつか来るだろうか、と思った。

　ジュリアスの目的が達成され、翡翠は藍佳と幸せで平穏な生活を手に入れて、彼も自分も満足して笑えるような、そういう日が。










　翌日から、翡翠の仕事場はジュリアスの書斎に設定された。

　朝の七時に起きて食事をし、身支度を整えたら書斎に向かう。書斎にはカーラと、彼女の連れ──コザクのパーティでカーラが連れていた、蜂蜜色の髪の女性がいるのが常だった。朝の十時頃まではジュリアスも同じ部屋にいて、ときどきはリードも同席する。

　運び込まれた大きな黒こく檀たんのテーブルの上には、大量の書類が積まれている。

　さまざまな言語で書かれた手紙やメモ、物品のやりとりの記録、渡航記録、電話通信の記録に予定表。どこから手に入れてきたのかも不明なその雑多な書類から、必要な手がかりを探し出すのが、翡翠に与えられた仕事だった。

　情報を得てそれを使えるように整え、どうすべきか提案するのがジュリアスの「顧問官」としての仕事だという。

「耶斑人の魔女がいたら、もっと前から仕事が進んだのにな」

　書類仕事は苦手だ、と公言するリードが、お茶を淹いれながらカーラを見てぼやくと、カーラは軽蔑したような眼差しを向けた。

「魔女は望んでなるものじゃないのよ、あんたたち《鳥》と違って。だから、探すのも至難の技なの。適当に連れてきて育てればなるというものじゃないんだから」

　そう言ったカーラは、大切そうに隣に座る蜂蜜色の女性の髪を撫でて、口づけた。

「ラウラを見つけるのだって大変だったのよ。見れば、すぐにわかるんだけど──見るまでが、大変なのよね」

「カーラ、これはルテニアの軍人から愛人に向けたものだけど、あんまり役に立たなそう」

　キスにも愛撫にも動じずに、ラウラは手にしていた紙を脇によける。一応取っておいて、と応えてまたキスをするカーラのほうが、ずっとうわついた様子だった。

「いちゃつくだけで仕事しないなら出ていけ」

　窓を背にした机の向こうで、ジュリアスが不機嫌な声をあげる。カーラは婉えん然ぜんと微笑み返した。

「悔しいなら顧問官もいちゃついたらいいじゃない」

「……」

　黙ったジュリアスのかわりに、リードが噴き出した。こういうやりとりだけ見ると、西の人間も自分たちとなにも変わらないのに、と思いながら、翡翠は手元の書類に目を落とした。ジャルムへの耶斑人の入国記録と、耶斑から渡航する船への乗船記録を並べて見比べる作業を、ここ三週間、ずっと続けている。

「なにかあったか」

　ジュリアスが立ち上がって、大テーブルの翡翠の脇に立つ。とりたてて、と返事をしながらも、翡翠は指で名簿の一部をさした。

「雪せつ上じようっていう男が、一昨日見た名簿にもあったんだけど、今日のにもある。軍人名簿にはなかったけど、陸軍士官の雪せつ田でん様と血縁の可能性はあるかも。ジャルムと耶斑は留学生の行き来が多いから、単なる留学生かもしれないけど」

「なぜ血縁だと？」

「正せい氏しが同じだからだよ。雪、は珍しくない正氏だし、あんまりないけど副ふく氏しに使うこともあるから、血縁だとは言いきれないけど、耶斑では、成人したときに親の正氏を継いで、新しい副氏をつけて苗みよう字じにするから、正氏──苗字の一文字目が同じ人は、血縁である可能性が高いんだ。正氏と副氏は、それぞれよく使われる漢字はいくつか決まってるけど、どちらにも使う漢字も存在してる」

「なるほど、そういう名付け方なのか」

　唸るように言って、ジュリアスがリードを見た。頷きひとつでリードが、すべるように姿を消す。リードは「現場」が専門だというのが、彼自身の弁だった。

「同行者はいないか？」

　手元の紙を覗き込まれ、翡翠は首を横に振った。

「見たけど、他に同じ名前の記載はないよ。……この人を調べて、どうするわけ」

　拷問にかける、などと言われなければいいけど、と思いながら、至近距離の横顔を見つめると、ジュリアスはちらりと視線をよこした。

「安心しろ、辿たどるだけだ」

「辿る？」

「彼がジャルムで誰と接触したかを辿る。ジャルムにも我々と同じような『網』があるが、そちらと耶斑との接触は主に戦争に関する情報共有がほとんどだったと判明している。だが、耶斑は独自に網を作ろうとしていたのは確かだ。現状は壊滅しているだろうが、我々は、網がどこまで広がり、どこでどう接触し、末端がどこと繫がっていたか知る必要がある」

「網？」

「情報網だ。いちいち本部の人間を派遣していたら時間も手間もかかりすぎるだろう。諜ちよう報ほうは、現地で使える『駒こま鳥どり』、つまり情報員の数と質で決まる。アルビオンも、ルテニアも、スターツでさえ自分たちの網を持っている。耶斑もそうするべきだと、強力に推進していたのはおまえの父だったらしい」

　間際に彼から言げん質ちが取れたのはそれだけだったんだ、と言って、ジュリアスは翡翠の横の椅子を引き、座って紅茶に手を伸ばした。翡翠の胸の内が、複雑にざわめく。時折ジュリアスがちらつかせる父の話題から見えるのは、翡翠のまったく知らない父で、まったく知らない、未知の世界だった。

「諜報なんて、廃すたれたんだと思ってた」

　休憩するつもりらしいジュリアスに倣ならって翡翠もお茶に口をつけた。ジュリアスはまた横目で翡翠を見やり、わずかに頷いた。

「少し前まではな。もともと、間かん諜ちようは卑しい汚れ仕事だと見下されていた。だが、戦争は今や騎士たちのものではなく、国力をあげてのぶつかりあいだ。武器も巨大化して、圧倒的な力が得られるかわりに、造るのには莫大な金がかかる。勝てばまだしも、以前のように、勝ったからといって使った金がすべて取り戻せるとは限らない。ジャルムの潜水艦なんかいい例だ。あれのおかげで連合軍は多大な犠牲を払ったが、最新技術と金と労働力をつぎ込むために、結局ジャルムでは国民が搾取された」

「……それは、わかる」

　耶斑も同じだった。対抗できるだけの大きな船を造るために、日常品を作る工場までが使われて、材料もないから必要なものさえ出回らなくなった。機械を動かすために電気も瓦ガ斯スも制限され、しまいには食料までが制限されて、それでも負けたのだ。

「我々も、内情はたいして変わりはしない」

　ジュリアスはカップに唇をつけたまま、独り言のように言った。「スターツがアルビオンから独立して百年、少しずつ経済力は落ちる一方だ。西では密かに『枯れゆく薔薇』などと言われる有様だ。東方遠征は国運をかけた起死回生の一手のはずだったが、思いのほか長引いたし、果ての海に未知の宝の領域があるという保証もない」

　自国の、あまり望ましくない状況を語るときでさえ、ジュリアスは無感動で淡々としていた。まるでどうでもいいみたいだ、と翡翠は思う。硬い、動きのない金属のような──絶対に溶けない氷のように。

「そもそも、すでにどの国も、しかければ圧倒的な戦力で勝てる、という時代ではない。そうなったら、駆け引きと時機を読む力が必要で、そのためには相手をよく把握するための、情報が必要だ。──納得できたか」

　流し見られ、翡翠は迷ってから訊き返した。

「情報が必要なのはわかったよ。でも、どうして、父さんがそんなことしようと思ったんだろう。父さんは争いごとは嫌いだし、すごく優しくて、諜報とか、策略とか、そういうのに向いている人じゃなかったのに」

「彼には、彼の目指すものがあったんだろう。私は知らないが」

　ジュリアスはカップを置いて、かわりのようにするりと翡翠の髪に触れた。

「雪上の、ほかの行動がわかるものを探せ」

「──わかった」

　言葉は素っ気ないが、触れてくる手つきは穏やかだった。数度手触りを楽しむように髪を撫でたジュリアスは、懐中時計を確認して自分の机に戻る。それを眺めてから、翡翠は改めて目の前の紙の山を見つめた。

　針探し、とは言い得て妙だな、と思う。膨大な塵ちりの中から、目的のものを探し出すのは根気のいる作業だ。見つけたと思っても、それが針でなく小枝にすぎないことも多い。

　でも、それを活かす仕組みを父は作ろうとしたのだ。そうして翡翠は今、「敵」の内側で、同じ作業に手を貸している。

（このやり方だって尊敬と尊重、ではない気がするけど、本当は戦争なんか、嫌だったんじゃないのかな）

　今さらのように、ただ遠ざけられていたことが悔しかった。傍にいたら、父の考えを知ることもできたのに。

「顧問官閣下が私の言うことを素直に聞く日が来るなんて思わなかったわ」

　やるせない気分になりかけた翡翠に、カーラがからかうような笑みを浮かべた。

「見た？　わざわざ隣に来て座るなんて……でも、挙げ句に髪を撫でるだけだなんて、そこが駄目なところね」

「……なんの話？」

　翡翠は顔をしかめた。カーラはにっこりする。

「だから、顧問官とあなたの話よ。乱交パーティに出たってつけるのは白椿、私がいちゃつけばって言えば傍に来るなんて、買った椿に入れあげてるって噂が流れるのも当然だわ。もちろん、それが目的でしょうけど」

「カーラ、働かないなら出ていけ」

　窓際の机から、ジュリアスの不機嫌な声が飛ぶ。カーラはかるく肩を竦めた。

「私が出ていってもいいの？　『網』なら《リリト》が一番なのに」

　微笑むカーラに、ジュリアスは結局それ以上なにも言わなかった。ジュリアスが黙るなんて相当だ、と、翡翠はカーラと、横のラウラを見比べた。

「カーラも、ラウラも、情報員なの？」

「正確に言えば違うわね。情報員は《鳥》と呼ばれるけど、私たちは魔女で、魔女の集合体が《リリト》で、《リリト》そのものが情報を保有し伝達する『網』でもあるの。どこの国にも属さない、いずれはみんながひれ伏すことになる『網』よ」

　微笑に自信を漲みなぎらせ、カーラはラウラの頰を撫でた。

「魔女、って、魔女狩りされる、あの魔女？」

　訊いてしまってから、あまりにひどい訊き方だったと「ごめん」と呟くと、カーラは「いいのよ」と笑う。

「その魔女であってるわ」

「迷信だと思ってたし、その……魔女狩りでいなくなったんだと」

「耶斑の歴史の授業ではそうなってるの？　いなくなったりはしないわよ。人間がいる限りはね。だって、魔女は望んでなるものじゃなく、他人が決めるものだから」

　爪の長い指が、ひらりと紙を弄ぶ。

「他人が怖れる女が、魔女なのよ。魔女でいるのが嫌なら死ぬしかないし、死ぬのが嫌なら、魔女でいるしかない。長いあいだ、ずっとそうだったわ。でも、私は考えたの。怖れられるなら、もっと強くなればいい。もっと強く賢く、誰もがひれ伏す魔女こそが『魔女』の呼び名に相応ふさわしい。虐げられて吊るし上げられて、焼かれるのが魔女だなんてとんでもない」

　ぴん、と弾かれた紙が、翡翠の手元まで空をすべって届く。自然と目をやれば、それは帝都のホテルの領収書だった。明細が印字された下に、雪上の署名が入っている。はっとして顔を上げると、カーラは赤い唇を綺麗に弓なりにした。

「探しものは得意なの」

　言って、カーラは立ち上がる。ジュリアスの元まで行ってなにか耳打ちするのに、ジュリアスが眉をひそめた。渋い、不本意そうな表情のジュリアスの視線が一瞬翡翠をとらえ、すぐに逸らされる。

「──わかった。対応する」

　冷ややかに言いながらジュリアスは時計を確認した。登庁の時間なのだろう、カーラを押しやるようにしてドアに向かったジュリアスは、思い直したように翡翠の傍まで戻ってきた。

「今日は少し遅くなるが、土産を買ってきてやる」

「……土産？」

「チョコレートだ」

　ふ、と唇が頭のてっぺんに押し当てられ、離れた。今度こそ部屋を出ていくジュリアスを翡翠が呆あつ気けにとられて見ていると、カーラがくすくす笑いながら翡翠の肩に手をかけた。

「よかったわね、チョコレートですって」

「べつに、いらないんだけど」

　甘いものは好きだが、ここ数年、食べた記憶がない。物資不足の田舎ではあるわけがなく、最近では手に入ったときは全部藍佳に食べさせていたからだ。

「夜もたくさん可愛がってもらってるんでしょう」

　赤い唇を弓なりにし、からかいの表情を浮かべたカーラを、翡翠は眉をひそめて見返した。

「そんなことしてない」

「あら、一回も抱いてもらってないの？」

「──」

　一回だけ、と正直に言うのもためらわれて唇を嚙むと、カーラは噴き出した。

「あなた本当に初う心ぶなのね。男も女も手玉にとれそうな顔立ちなのに、きつそうに見えて純情だわ。そういうのが顧問官の好みだなんて知らなかった」

「好みとかじゃない。そういうんじゃない、って、あんたも知ってるくせに」

　頰をつつかれて、翡翠は顔を振って逃れた。カーラは今度は翡翠の髪を掬い上げた。

「顧問官の好みなんて知るわけないでしょ。友達なわけじゃないし、あの人、基本的に他人に興味がないもの」

　そういう意味で「知ってるくせに」と言ったわけではなかったのだが、さばけた口調のカーラの言葉がひっかかって、翡翠は彼女を見上げた。

「仲、いいんじゃないわけ？」

「私と顧問官？　いいわけではないわ。利害関係が一致してるだけ。あっちが《リリト》を必要としているから、ここにいるの。彼の条件が他よりもよかったってだけのことね。もし誰かがもっといい条件を示してくれればそっちに協力するし、それは顧問官だって承知の上よ。あなたは、違うかもしれないけどね」

　にっ、とカーラが微笑んだ。

「さっきジュリアスが隣に座ったとき、子犬みたいな目をしてたわ。彼の言うことを一生懸命聞いてて、見ててちょっと恥ずかしくなっちゃった」

「そ……んなことない！　話を聞いてたのは、単に覚えなきゃいけないからだし！」

　言い返したが、ぼうっと顔が熱くなる。ジュリアスの話に集中している自覚はあった。それは無論、「仕事」として必要だからで、知らないことを知る喜びもあるが、同時に──ジュリアスの人となりが、少しでも理解できないか、という気持ちがないわけではなかった。

「話をちゃんと聞くのくらい、一緒に仕事をするんだから当たり前だろ」

　どことない後ろめたさを隠して荒っぽく言い捨てると、カーラは弄ぶように翡翠のうなじを撫でた。

「私、あなたみたいに、一人で頑張る子って嫌いじゃないのよ。一人でいる魔女はみんなそうだもの。だから、これは忠告。恋をするなら、強くなってからよ」

　恋なんてしていない、と口を挟めない声だった。

「あなた、ジュリアスのことをなにも知らないでしょう？　彼をよく知りもしない上に、裸になっただけで恥ずかしくて身動きもできないようなうちは、溺れたり気を許したりしたら、負けちゃうわよ」

　返事はやはりできなかった。だから知ろうとしている、なんて言えば墓穴を掘りそうだ。

（全然好きとかじゃないけど──そうだったとしても、恋するのって、勝ちとか負けとかじゃないだろ）

　またうら寂しいような、やるせない気分が湧いた。それを悟られたくなくて、カーラに手渡された領収書と船の乗船記録を引き寄せながら、やっぱり甘いのだろうか、と考える。

　藍佳の幸せを守るためなら、狡いやり方でも、他人に非難される方法でもかまわないとは思うけれど、最善を尽くしているつもりの今でさえ、大きな海の真ん中で、板きれにしがみついているような気がした。カーラのように強くはなれる気がしない。手を組んでいても、いつでも手を切れると言い放ちあうような「仲間」は、決して仲間とは言えないと思うけれど──「仲間」だと考えること自体が、甘ったれていると言われたら、とても敵う気がしなかった。

（俺……本当に、なにも知らない。ジュリアスのことも）

　コザクのパーティ以来、ジュリアスは一度も翡翠に触れてこない。そういう方面では使えない、と諦めたのかもしれないが、ベッドの中で抱きしめてくれたジュリアスの腕や、パーティからの帰りの仕草を思い出すと、今でも胸が捩れるような感覚がした。悪魔でも彫刻でも、得体の知れない相手でもないジュリアスが、あのときはいたような気がするのだ。

　問答無用で嫌なやつだと憎める相手ではないから、困るのかもしれない。リードが最初に言ったように、部下には公平で優しいというのは本当なのだと、今なら納得できる。でも、今のほうが、ずっと困る。

　憎んでいたいし、心を許すつもりはないけれど。

　凍ったように無情なジュリアスの瞳と唇のぬくもりを思い出し、翡翠は首を振ってそれを追い払った。

　どうでもいいはずだ、あんな男のことなど。永遠に一緒にいなければならないわけではなく、ジュリアスも「終われば解放してやる」と言ったのだから。

　与えられた仕事に集中しようと紙の山に手を伸ばすと、カーラがまた髪を撫でて、甘い匂いをさせながら耳元で囁いた。

「近いうちに久しぶりに顧問官とお出かけになるわよ」

「……どこに？」

「たぶん、将校たちの集まる俱ク楽ラ部ブよ。『顧問官閣下の椿姫』ってあなたのことが噂になっているから、上手にだめ押ししておいたほうがいいわよって、さっき助言したの。たっぷり可愛がってもらってきなさいな。大勢に、あなたが価値のある可愛い玩具おもちやだと知ってもらわなきゃいけないんですからね」

　吐息に震えが走って、翡翠は黙って唇を嚙んだ。可愛い玩具。思い上がるな、と言わんばかりの単語にちくりと胸が痛む。正しく、カーラは魔女だった。囁きの威力が、これほど絶大なのだから。










　ジュリアスが帰ってきたのは夜の九時過ぎで、翡翠の部屋までやってきた彼に、翡翠は目を見ひらいた。差し出された小さな青い箱を受け取って開ければ、中身は本当にチョコレートで、ますます面食らう。

「なんだよ、これ」

「チョコレートだ。見たことがないか」

「見たことくらいあるよ。そうじゃなくて」

　どうして本当に買ってきたんだよ、という問いを、翡翠は飲み込んだ。ジュリアスが言うところの「ご褒美」のつもりだろうか。

　そういうのいらないのに、と思ううちにリードが紅茶を持ってきて、にやにやしながら二人分淹れて下がると、ジュリアスは不機嫌そうに眉を寄せた。

「なんだ、食べないのか」

「……食べる、けど」

　ジュリアスがなにを考えているかまったくわからないが、チョコレートなんて久しぶりだ。それに。

（──ほんとに、律儀なんだな。約束は破らないんだ……）

　最初から、ジュリアスは一度も、翡翠に向かって宣言を覆くつがえしたことがない。それは、人間として好ましい性質だと翡翠は思う。

　その好ましさなどまったく表に出ていない、素っ気ない表情のジュリアスを窺いつつ、球形のチョコレートを一粒口に運ぶと、中には酒に漬けたさくらんぼと蜜のように甘い酒がたっぷり入っていて、口の中いっぱいに香りが広がった。唇の端から零れそうになるのを舌で拭い、飲み込むとほうっとため息が洩れた。

「おいしい」

　中の酒は甘いが、外側のチョコレートはほろ苦い。じんわり残る後味と香りを紅茶で消してしまうのが惜しいほどだった。ジュリアスは息をつくとカップを傾けた。

「弟が甘いものが好きだというから、おまえも好きだろうと思ったんだが、最初の反応が悪くて読み間違えたかと思ったぞ」

　それがどこかほっとしているように聞こえて、翡翠は少しだけ楽しくなった。こういうのは悪くないな、と思う。

「そんなに好きってわけじゃないけど、でも、これおいしいよ」

　箱をジュリアスのほうに押しやると、今度はジュリアスが意外そうに眉を上げる番だった。

「私に？」

「だって、一人で六つも食べられないし」

「取っておけばいい」

「──でも」

　一人で食べてしまうのは気がひけた。そういえば、ずいぶん藍佳に会っていないから、行けるものなら届けてもいいのだが、また棒を入れていけだとか言われるのはごめんだ。それに、藍佳に会うのは後ろめたかった。どう言い訳しても、いかがわしい行為を強要されていることには変わりない。

　すうっと沈んでしまった気持ちをかきたてるようにして、翡翠は再度、箱をジュリアスのほうに向けた。

「うまいから、あんたも食べろよ」

　もらいっぱなしにしたら本当に「ご褒美」でしかない、と思いながらジュリアスを睨むように見ると、ジュリアスは唇の端だけで苦笑した。

「だったらこっちに来い」

「なんでだよ……」

　文句を言いつつ翡翠は立ち上がる。

「つまんで食わせてなんてやらないぞ」

「それはいい。味見ならこれでいい」

　隣まで行くと腕を引かれ、身構える間もなく首筋を摑まれる。ちゅ、と唇がついばまれ、それから強く押し当てられて、翡翠はよろめいてジュリアスの肩に手をついた。

「ん……ぅ、」

　目を見ひらいてまともにジュリアスの瞳を見てしまい、じっと見返す眼差しの強さに押されて睫まつ毛げが下がる。薄く敏感な皮膚の触れあう感覚に、ひたひたと熱と羞恥が広がった。

　口づけなんて、好きな相手とするべきことなのに。

　熱い舌が翡翠の舌に絡みつき、唇を掬うように舐め回す。水音をたててかき回され、吸われてじぃんと頭の芯が痛んだ。身体を支えるための手が震えて、ぎゅっと握りしめると、ジュリアスは翡翠の腰を抱き寄せた。

「ふぅ……っ、あ、……ぅんっ……」

　微かに離れてはまた吸いつかれ、顎まで震えが這い上る。うなじをそろりと撫でるジュリアスの手が手袋を嵌めたままなのがもどかしく思えて、翡翠はきつく目を閉じた。濡らされた唇が燃えるようだ。胸の奥は締めつけられるように痛い。

　ジュリアスはくすぐるように上顎を舐め、もう一度舌を吸い上げるとやっと口づけをやめた。

「ずいぶん甘いな」

「……味、なんか、こんなのでわかるわけないだろ」

　からかうようなジュリアスの声が憎らしい。翡翠は口元を拭って身を引こうとしたが、ジュリアスは抱擁の手をゆるめなかった。かわりに、チョコレートが一粒、口の中に押し込まれる。

　じわりと、背筋を恥ずかしさが伝う。食べたらきっとまた接せつ吻ぷんが待っている。吐き出すわけにもいかず嚙んだチョコレートからたっぷり甘い酒が零れ、ごくりと喉を鳴らすと、予想どおりもう一度唇を塞がれた。

　ひくりと反応してしまう身体が恥ずかしい。ジュリアスの目にはさぞ不慣れで不器用に映っているだろう。接吻は好きな者同士でするものだ、なんて言ったら、きっと笑われる。

　でも──ゆるく口の中を弄ぶ舌の動きは、錯覚してしまいそうに甘かった。甘く思えるのはチョコレートのせいなのに。

（なんで、こんなことするんだよ）

　ご褒美なんかほしいとは思わない。充分な対価さえ得られるならそれでいいのに、どうしてこんな──心をかき乱すような真似をするのだろう。

　虚しいはずの口づけにもかかわらず、二度目が終わる頃には完全にジュリアスの膝の上に乗り上げて、抱きとめられていた。ジュリアスが翡翠の顔を見て、小さく笑う。
















「口づけも初めてか。泣きそうな顔をして」

「泣いてない」

　目元に触れる指を払いのけ、翡翠はそれでも逃げるのを諦めた。強く翡翠を抱くジュリアスの手がゆるむ気配はない。なんの「目的」があるのか知らないが、離す気がないのなら、逆らっても無駄だ。

「チョコレートを食べるのは初めてだったが、自分で食べたいとは思わないな」

　片手で紅茶を口に運びながら、ジュリアスは静かにそう言った。残りは取っておくといい、と言われて、翡翠は意外に思って視線を上げる。

「アルビオンならいくらでもチョコレートなんて手に入るだろ」

「嗜し好こう品ひんに興味はない。食事は必要だから摂るが、味は関係ないからな」

「関係ないってことないだろ。おいしいほうがいいじゃん。食べられるなら」

「その、おいしい、というのがよくわからん」

　ジュリアスはふう、とため息をつく。食べ物は毒か腐ってなければそれでいいだろう、と言う声が本当に面倒そうに聞こえて、翡翠は呆れた。

「あんたちょっとおかしいんじゃないの」

「──直接言われるのは初めてだな。陰口はさんざん叩かれているが」

　ジュリアスが横目で翡翠を見た。ちらりと灰色の瞳の中で光が踊り、翡翠は思いがけないその楽しげな煌めきにどきりとした。きゅ、と腰を抱きしめられる。

「口にするものがうまいかまずいかなど、気にする生活はしてこなかったんだ。おかげで今は、料理人に張り合いがないと言われる」

　頰をくすぐるように撫でられて、翡翠は目を伏せて、その手袋に触れた。

「この──傷、昔のだよな。ずっと軍隊にいたから、食事がまずかったとか？」

「軍隊にいたことはあるが、この傷は関係ない。子供の頃の傷だ」

「……大怪我じゃないか」

「父親に鞭むちで叩かれて、ナイフで切られて火を押しつけられ、鎖をつけられて暮らしていた」

　ちょっと転びました、とでもいう何気なさで言われて、翡翠は盛大に顔をしかめた。

「なんだよ、それ」

「なんだと言われても困るな。父にとっては、手をつけた女が産んだ子供など、都合のいい玩具でしかなかっただけのことだ」

「じゃあ、妹さんも──」

　訊きかけ、きまり悪く口ごもると、ジュリアスはあっさり頷いた。

「先に嬲りものになったのは妹のほうだ。さっさと使い潰されて、私の番になったときに、父が言ったんだ。女は孕はらむから長く使えない、と。種をつけるなら計画的にやらないとな、と笑われた」

　そんな、という呟きの先は声にならなかった。赤い椿が脳裏に浮かぶ。あれと同じくらい──否、もっとひどい。

「私を哀れだと思うか？」

　低く、ジュリアスが笑う。

「私の過去を知る人間はおまえのほかにも数人いるが、誰も憐れみはしない。憐れまれるほど、私は惨めではないからな」

　強がるでもない、常と同じく気怠さの漂うジュリアスの声は、確かに憐れまれる立場のものには聞こえなかった。見せびらかす必要もない絶対的な自信に裏打ちされ、傲慢にさえ聞こえる怠惰な口調。

　しん、と胸の底が冷たくなる。自分はこうはなれない。なりたいとも思わないけれど、でも、打ちのめされたような気分がするのはなぜだろう。負けたような──突き放されたような。

　傷だらけのジュリアスの広い背中を思い出し、翡翠はもう一度手袋を撫でた。

「もしかして、あんたの目的って、その父親に復讐すること？　目障りなものは排除する、って」

「ずっと昔には、そう思っていたな。妹が殺されたときには。だがもう、今はどうでもいい」

　ジュリアスは優美な仕草で紅茶を飲む。盗み見た横顔は、ひんやりと冷たく、無感動だった。

「どうでもいいが──父は無価値な人間だが、そこにいると目障りだ。ほうっておけば害のほうが大きいし、この目的以外にすることもない。生まれたままの環境で諾々と生きるのも嫌だった。この世に楽しいことなどありはしないが、だったら、うんざりすることは少しでも減らしたい。父だけでなく、ほかの不快なものも排除するのが、強いていえば今の目的だな」

　呟きはほとんど絶望に似た投げやりさだった。ジュリアスの声を聞くだけで、寒さがしみ込んでくるようだ。暖かい部屋にいるのに、彼の瞳そのもののように、凍てついて無彩色の世界に閉じ込められたような気がする。

「でも、それって、終わりがなくない？」

　漠然とした「不快なもの」が世の中からなくなることはないと思う。ジュリアスの長い睫毛が斜めに伸びて、微細な光を含んでいるのを見つめながら、翡翠の脳裏に浮かんだのはだだっ広い荒野だった。なにもない不毛な土地、なにもかも取り除かれて平坦なところに、ジュリアスだけが彫像のように佇んでいる。

　馬鹿みたいな想像だ、と自嘲したのが聞こえたわけでもないだろうに、ジュリアスの伏せた目元にも、苦い自嘲がひらめいた気がした。

「終わらないほうがいいんだ。だが、安心していい。最初の目的を達成したら、おまえは自由だ。前も言ったとおり」

「最初の目的？」

「大公を引きずり下ろす。ダーバナム公エドワルド・レキトールを」

　いつにもまして気怠げに聞こえた。面倒そうに言うんだな、と思うと、なぜか胸がつまって、なにも言えなくなった。

　口を噤むと、静寂が耳にこたえた。黒鉄のストーブの中で薪まきが燃える音が、余計に静けさを意識させる。ジュリアスに密着した側だけがあたたかく、動かずにいると時間までとまったようだった。なにもない世界に、たった二人で残された気がしてきて、いたたまれなさに翡翠は身じろいだ。

　つられたように、ジュリアスが空いた手を動かした。ポケットから取り出されたのはいつもの時計で、鮮やかな赤と青が眩しい。碧い空と赤い花と青い鳥の絵柄が、幸福そうだと思った。

「……七宝焼は、好きなの？」

「今日はずいぶん訊きたがるな。カーラあたりになにか吹き込まれたか」

　時間を確認したジュリアスに苦笑して見下ろされ、かっと頰に朱が散る。べつに、とそっぽを向くと、覆いを閉じて時計をポケットに戻したジュリアスは、「これは母の形見だ」と淡々と言った。

「私を身ごもったとき、堕ろすかわりに金にしろと父に渡されたらしい。命令に背いて私を産んだ母は、それならばと屋敷に連れ込まれて、四年後には妹が産まれた。妹が産まれてすぐに母は死んだんだが、その直前に、なにかあったら売れともらったんだ。そういうわけで、持っていると目的を見失わずにすむ。部屋の鏡と同じだ。あまりに日々が退屈で味気なく思えるときに、見ると諦めがつく。ほかにやりたいこともない、と思い出せる」

　静かに翡翠を膝から下ろして、ジュリアスは翡翠の胸に触れた。

「納得ができたか？」

　納得が、したかったわけではなかった。ただ純粋に知りたかっただけだ。生きているのに死んでいるかのように無感動でありながら、冷徹に翡翠を追い立てる暗い執念の源が。ひいては、ジュリアスという男の、なにか根源的なものを。

　逃げるように顔を背けると、ジュリアスは胸にあてた手を握り、とん、とかるく叩いた。

「なんでもいい。おまえが私に尽くしてくれる気になったのなら重ちよう畳じようだ」

　心臓の真上に走った衝撃は、過ぎ去るのと同時に棘とげのような痛みに変わった。ジュリアスは立ち上がり、思いついたように「おやすみ」と言い、戯れにか、翡翠の髪に口づけた。

　温もりと痛みを残してジュリアスが出ていき、翡翠は空いた椅子を睨みながら立ち尽くしていた。

　わかりきっていたはずなのに、道具のように言われたことが苦しかった。なんでもいい、だなんて。尽くす気になればそれでいい、だなんて。

　けれど、それがジュリアスの本音なのだろう。生い立ちを教えてくれたのも、チョコレートも、口づけさえも──なにもかも、翡翠という道具を便利に使うための、ちょっとした「手間」なのだ。よく理解していたはずなのに、つきつきと苦い痛みが胸を刺す。

　唇を歪めかけ、翡翠は冷めた紅茶を飲み干した。チョコレートのわずかに残った味と一緒に、なにもかも飲み込めればいいのにと思いながら。










　ルテニア本国で革命が起きたという情報は、すぐにはニュースにならなかった。密やかに連合軍内で情報が共有されて数日後、ジュリアスは翡翠を連れ出した。

　初冬の冷たい空気に晒された胸元が寒い。ジュリアスの腕に腰を抱かれて俱楽部の扉を抜けると、気づいた客の視線が集まって、翡翠は目を伏せた。

　目立つのは当たり前だった。なにしろ時期が時期だし、ジュリアスが以前はめったにこうした場所に足を運ばなかったらしいのも一因だが、放蕩を繰り返す男が今の翡翠を連れていたとしても、注目を浴びただろう。

『顧問官閣下の椿姫』という揶揄に満ちた呼ばれ方をジュリアスが意識したのかどうか──大きく肩と胸元を開けて着せられているのは女物の着物で、一昔前の遊女のように派手な赤を基調に、あでやかな花が縫い取られている。帯は金色と赤の、これも豪華な織り地の華やかなもので、髪は結えないかわりに白椿で飾られていた。

　一目で囲われているとわかる翡翠を見せびらかすように、ジュリアスはゆっくり円形のホールを進み、奥のテーブルにつくと給仕を呼んだ。

「これにうたわせたいんだ。二、三曲うたわせたら上の個室にあがるから、酒を用意して、店中の客にも酒をふるまってやってくれ、私の名前でな」

　かしこまりました、と給仕が下がると、ジュリアスは立ったままの翡翠を抱き寄せた。自分の膝に座らせて、見せつけるように唇を重ねる。

「……っ」

　躊躇なく舌を挿し込まれて、かき回されて息がとまった。

　荒々しく口の中をねぶられ、嫌でもこのまえの夜が思い出される。ぞくぞくと背筋を震えが駆け抜け、翡翠は逃げたい気持ちを抑え込んだ。従順に振る舞えと言われて来たのだ。

（口づけなんか……もう、なんでもない。見せかけで、偽いつわりなんだから）

　内心で言い聞かせ、震えながらもじっとしていると、執しつ拗ように歯をなぞられ、舌を絡められ、唾液が零れると吸い取られて、あっというまに頭が霞んだ。

「……っ、は、……あっ……」

　もがく身体をしっかりした腕に支えられて、荒い息をつかせてもらえたときには、肌は淡く紅潮していた。濡れた唇を、ジュリアスが親指で拭う。

「淫らな表情だ。そのままうたってこい。蕩けそうな顔をみんなに見せてやるといい」

　淫靡に首筋から剝き出しの肩を撫でるジュリアスの声は、低く艶つやを帯びていた。いつもの無感動さとは真逆の色気の滲む声に、翡翠がじっと睨むと、彼はわずかに笑って翡翠を膝から下ろした。

　ルテニアが事実上、手を引くことが決まった今、アルビオンがどう判断を下すかは注目の的だ。その中で、まるで情勢など気にかけないかのように、見目のいい耶斑人を自由に扱うジュリアスは、周囲から不ふ遜そんに驕おごっているように見えるだろう。そう思わせておけばいいんだ、とジュリアスは言い、つまりは見せかけのために、翡翠は今日連れてこられたのだ。

　口づけも、その一環だとはわかっている。それでもこみ上げる虚しさを押し殺し、着物の裾を引いて舞台への短い階段を上がると、ピアノのほうから低い声がした。

「翡翠」

　はっとして目を向けると、ピアノの前に座っていたのは理央だった。見ひらかれた目を呆然と見返してから、自分の格好と立場を思い出し、翡翠は慌てて目を逸らした。

「曲を、お願いできますか。ジュリ……ご主人、様からの要望で、『週末の恋人』と、『愛をうたう鳥』を」

「────わかりました」

　どうしてここに理央が、と思いながら出した要望に、理央が硬い声で応じる。理央も、どうしてここに翡翠が、と思っているに違いなかった。そうしてきっと、ジュリアスのほうを怒りをたたえた目で見るだろう。短く、でも激しく。

　理央の怒りの気配を背中に感じながら、ぎこちなく舞台の前方に歩み出ると、たっぷりと向けられた照明が眩しかった。フロアで思い思いにくつろぐ男たちを眺め回し、じっとこちらを見据えているジュリアスを一瞥してから理央を振り返る。訴えかけるような理央の眼差しにかるく顎を上げて合図すると、理央は諦めたように目を伏せた。

　何度も理央の演奏でうたったのと同じ、物憂げでいて甘い旋律が流れ出す。喉をひらいてうたい出しながら、ひどく遠いところまで来た気がして、一瞬、声がつまった。わずかなひっかかりはホールの男たちには気づかれなかっただろうが、理央にはわかってしまっただろう。

　遊女の格好で人前で口づけられ、他に妻子のある男を愛してしまう愚かな女の恋の歌と、報われないと知りつつ献身的に尽くす女の歌をうたい、このあとは個室にひっぱりこまれる翡翠の姿は、理央には耐えがたいに違いなかった。二度と口をきいてもらえないかもしれない、と思いながら二曲うたい終えると、思いのほか落ち着いた、静かな拍手がホール中から沸いた。きっと、ジュリアスに気遣ったのだろう。

　会え釈しやくをして下がると、立ち上がったジュリアスが、当然のように腰を抱いた。螺ら旋せんを描く階段を並んで上がると、吹き抜けになったホールを見下ろすようにぐるりと廊下が続き、入り口を重たいカーテンで飾られた部屋がいくつも並んでいた。

　真ん中の、いちばん豪奢な真紅のカーテンのさがる部屋に、ジュリアスは翡翠を連れて入った。寝台のように広々とした長椅子と小さいテーブル、それだけの空間だ。テーブルには酒らしき壜がいくつか並んでいた。入り口のカーテンを閉めてしまうと、ぼんやりした橙色の灯りの室内は、秘密めいた雰囲気になる。

　翡翠を後ろから抱き、ジュリアスは耳元で囁いた。

「今日はたっぷり、ここで可愛がってやる」

「え？」

「好きなだけ声を出すといい。下まで聞こえるように」

　感情の読めない声だった。身を捩って顔を見ようとすると、唇が耳に押しつけられる。舌が這わされ、ぞくりと覚えのある快感が芽生えて、翡翠はもがいた。

「……っ、そんなの聞いてないっ」

　抵抗も虚しく、大きく開いた胸元から手袋を外した手がすべり込み、乳首を下から押し上げるように弄られて、翡翠はびくんと震えた。

「キスだけですむと思ったか？　こうされると、予測くらいはしていただろう？」

　揶揄するように言いながら、ジュリアスは指先で何度も弄ってくる。力は込められず、肌をさするように乳暈のまわりを撫でられて、翡翠は震えかけた息を飲み込んだ。嫌だ、と言える権利がないのはわかっていた。

　強張ったまま、しかし抵抗をやめた翡翠を楽しむように、ジュリアスは執拗に胸に触れてくる。撫で回し、指でぎりぎりを掠めては、耳の裏やうなじに唇が押しつけられて、片手はしっかりと下腹部を摑んでいる。

「んっ……く、」

　抵抗する権利はなくとも、声を出せ、と言われて喘ぐのは嫌だった。指先で乳首を弾かれて、びんと走る電流のような痺れに唇を嚙む。

「ほとんど触っていないのに、尖ってきた」

　煽るようにジュリアスは言い、もともと大きく開いていた襟元をさらにひらく。肘あたりまで引き下ろされると完全に胸が露出して、冷たい空気で肌が張りつめた。

　ほら、とそそのかす吐息だけの声が、耳に押しつけられた唇から響く。湿って温かい吐息に震えるのと同時、ぎゅっと右の乳首をつままれて、翡翠は大きく仰け反った。

「あーっ……、い……あっ」

　予期していたことだったのに、彼に指摘されたとおり、焦らされて尖ってしまった乳首を直接捏ねられるのは、強すぎる刺激だった。引っぱられたり捩られたりして、下腹部をがっしり摑んだままのジュリアスの腕の中で、身体が何度もくねる。

「あ……あ、……っふあ、」

　痛みを覚えるほど強くつままれたあとでそっとさすられると、じりじりと焼けるような熱が皮膚の内側を伝い下りていく。腹の下のほうがずぅんと重たくなって、不随意に腰が前後した。ジュリアスは下腹部を摑んでいた手で、着物の前をかきわけた。股間に手を差し込まれ、腰布ごしにてのひらで包まれると、まるで甘えるような微かな声が鼻から抜ける。

「はぁっ……ん、あ、」

「片方の乳首だけで、もうこんなか」

「ちが……あ、はっ……ん、やっ」

　擦られる。薄い腰布の下の性器は、大きなジュリアスの手の中で、あっというまに育っていく。布を持ち上げてしまった性器のかたちを確かめるように、ジュリアスは丸く先端を撫でた。

「……ッ、あ、ァッ」

「ぴくぴくしているぞ。先端が気持ちいいか」

「よくな、いっ……や、……あっ」

　逃げたくて腰を引くと、まるでジュリアスの身体に尻をすりつけるような仕草になり、身じろぐのをやめればくびれから亀頭をぐりぐりと撫でられて、翡翠は大きく胸を喘がせた。

「もう濡れてきた。見ろ、染みができている」

「やぁっ……それ、やめ……、アぁっ──！」

　指摘されたとおり染みのできた布越し、鈴口をこじ開けるように指で捏ね回され、きんと耳鳴りがした。達しはしなかったかわりにどっと先走りが零れ、ぐっしょり濡れた布が性器にまとわりついて、翡翠は身を捩った。

「や……るなら、さっさと、しろってば」

「まだはじめたばかりだ。もっと喘げるようにしてやる」

　笑みまじりにジュリアスは言って、大きく着物の前を開けながら、再びうなじに口づけた。しっとりと熱っぽい唇が、首筋の皮膚を吸い上げて、ちりちりした痛みを与えてくる。

「ふっ……、う、ぁ」

　吸われ、舌を這わされて、離されると濡れた皮膚がすうすうした。唇はすぐに肩先にも吸いついて、今度はかるく歯を立てられた。手は、胸と太腿を撫で回している。肩先の次は耳朶を咥えられ、ねっとりと舌が耳の中を舐めてきて、腰骨まで快感が走った。

「は……っ、ふ、……あ、」

　ちゅっ、と可愛らしいほどの音をさせ、ジュリアスは幾度も耳をついばんでくる。やわらかくあたたかい唇に耳朶を挟まれるだけで寒いようにぶるりとしてしまい、翡翠はゆるく首を振った。逃げたかった。

　その顎を、捕えられる。捩るように振り向かせたジュリアスは、じっと翡翠の目を見つめながら、味わうようにゆっくりと唇を押しつけた。

　弾力をもって自分の唇を圧迫する感触に、胸の中が騒さわめく。自分を見るジュリアスの瞳の、冷たいが燃えるような、鋼のような強さに気圧されて閉じた瞼まで、小刻みに震えた。

　せめて硬く閉ざそうとした唇のあわせ目を、とろりと舌が探る。拒もうとしたのに器用に動く舌先でノックされると、どうしても力が抜けた。

「んぅ……っ、ふ、ぅ……っ」

　熱くぬめった舌が、口の中に入ってくる。先刻よりもゆったりとした動きで口内を搔き回され、上顎をくすぐられて小さく身体が痙攣した。

「おまえは本当にキスが好きだな。くったりして……こんなに震えて」

　囁かれて再び塞がれ、より深くまで舌を伸ばされて、口いっぱいにジュリアスを詰め込まれたような気分になった。

　息は苦しくないはずなのに、ぼうっと紗しやをかけたように目眩がした。びく、びく、と勝手に跳ねる身体はしっかり抱きとめられて、そのまま胸元を撫でられると身体の芯が竦むような、奇妙な心地がした。そのくせ、四肢には力が入らない。

　くちゅくちゅと舌に弄ばれ、唇の端からはいつのまにか唾液が零れた。長い口づけから解放されると、強要されるまでもなく膝が崩れる。長椅子の上に跪いてしまうと、ジュリアスは肩を摑んで、翡翠を仰向けに押し倒した。

「んぅ……っん、あ、ふ……」

　また口づけられて、裾から両手を差し込まれ、腰布をずり上げられる。包み込むように尻を揉みしだかれながら、翡翠は熱心に舌を吸われて泣きたい気持ちになった。

　これでは、まるで普通に愛されているかのようだ。叶わない恋かもしれないが、心から愛されて、それゆえに激しいほど抱かれる。飽きずに口づけを繰り返し、愛撫して──。

　本当に愛されているのだったら、と甘い仮定が意識に上った途端、身体の奥深くが、どろりと溶け出したような気がした。

「んんっ……あ、はぁっ、あ、アッ」

　窄まりに両手の指が宛てがわれ、ここがほしい、と告げるように撫でさすりながら尻が揉まれる。疼くように熱を帯びたそこが、まるで指に吸いつくように収縮して、恥ずかしさと覚えてしまった快感でぞくぞくした。

「歌声は思ったよりも大人びていたが、色事の声はまだ甘いな」

　笑みを含ませた低い囁きが、耳の中を侵食する。唇が耳殻を掠め、首を竦ませるとくりくりと孔を弄られる。

「ああっ……ん、く、……あ、はっ」

「しばらく放っておいたのに、可愛く吸いつくな。襞を弄られるのがすっかり気に入ったんだろう」

「や、気に入ってな、い……っん、あっ」

「でも吸いついてくる。ほら、わかるだろう？」

　ごく浅い場所に指先がもぐり込み、左右に揺らされると、むずがゆいような感覚がこみ上げる。まだ乾いた内側の襞に、はっきりジュリアスの指を感じて、さらに少し入れられるときゅんと締まった。

「ほら、締まった」

「あ、あぁっ……は、ん……っ」

　抜かれたと思うとまた浅く挿入され、熟うれて繊細な肉襞を擦られる。そうされるうちにどんどんとむずがゆさは高まって、腰がだるく、重たくなった。

「ふ、……あ、っん、……あ、」

　指を離されても、上がった息は静めることができなかった。胸が上下し、つんと尖って張った乳首が痛む。はだけられた赤い着物は帯でかろうじてとめられているだけで、たくし上げられて丸まった腰布が卑猥だった。露な性器は、直角にそそり立って存在を主張している。

「淫らな顔だ。もの足りなくて、ねだりたそうな目をしている」

　身体を起こしたジュリアスはうすく笑い、テーブルに並んだ壜を取った。中からてのひらに出されたのは、油ではなく、ゆるい水菓子のような透明な液体だった。

「潤じゆん滑かつゼリーだ。油と違ってたっぷり使わなければならないが、そのかわり、音がいやらしいからきっと気に入る」

「誰がっ……あ、つ、」

　どろりと下腹部に垂らされたとろみのある液体は冷たかった。竦んだ翡翠の腹を、ジュリアスはべとべとになった手で撫で回した。

「う……、あ……っ、ん……」

　体温をうつしてぬるくなる液体のせいで、摩擦の感覚はほとんどなかった。かわりに、ぬるっとすべる初めての感触に、翡翠は唇を嚙んだ。

「こ、んなの……気持ち悪い」

　そう言わないと、溺れてしまいそうだった。からかうようなジュリアスの声までが、甘い睦むつ言ごとのようでおかしくなる。たまらなく、身体が熱い。

「すぐに気持ちよくなる」

　ジュリアスは見せつけるように肌を撫で回し、尻までぬるぬるにすると、さっきと同じように指を宛てがってくる。

　反射的に力をこめてしまった襞を押した指は、するりとなんの抵抗もなく、翡翠の中に入ってきた。

「ああっ……は、あ、あっ」

　かあっと全身が火照った。あっけなく挿入されたジュリアスの指は、ぬめりをまとって肉洞を犯し、撫でさする。

「はあっ……は、あ……ん、っは、う」

　抜けるのも、奥まで挿入されるのもなめらかで、抜かれて二本まとめて入れられると、みっちり広げられる感触で腹がびくびくした。

「あ、いやっ……あぅっ……」

　ずん、と奥まで突き入れられると火花が弾けたように感じた。拒みたくて握りしめた拳がだらりとひらき、ぎりぎりまで抜かれて浅い場所を捏ねられると、まるでねだるように腰が浮いた。

「やあっ……や、だあっ……あ、んあ……っ」

「悦んで食いしめているじゃないか。そのくせ──奥は、とろけそうだ」

「あ、あぁ──っ」

　ぐしゅりと音をたてて突かれ、跳ね上がった腰のまんなかで、性器から先走りが滴った。羞恥と極めてしまいたい欲がせめぎあい、翡翠は両手で性器を覆った。ジュリアスが唇の端を上げる。

「いい眺めだ。感じきった顔をして、性器を隠しているのに股をひらいて──孔を、犯されている」

「や、……あ、あっあぁ……あ、アッ、あぁっ──！」

　首を振りかけた翡翠は、激しく指を出し入れされて身もだえた。ぐしゅ、ぐじゅ、と水音をさせ、ぬかるんだ中をかき回されて、ちかちかと視界が明滅する。熱くて、どろりと崩れてしまいそうで、燃えてしまいそうだった。

　引きずられるように高みに追い立てられ、嫌だ、と思えたのはわずかなあいだだった。我慢しなければと思ったそばから、痺れるような痛みをともなった射精感がこみ上げ、びゅうっと噴き出した白濁が自分の手を汚した。

「あぁ──っ、あ……、あ、……っ」

　ジュリアスは執拗に、後孔を指で攻める。奥深くに差し込まれた指が曲がって柔襞をなぶり、押し出されるように精液を零しながら翡翠は何度も痙攣した。

　性器の上で重ねた手を動かすこともできず、指を抜かれてまたびくりと腰がゆらめく。射精は終わったのに、その瞬間の絶頂感が引き延ばされたかのようで、腹の奥の熱っぽさが消えていかない。

「あ……あ、……あ、」

　浅く荒れた息に上うわ擦ずった声が混じる。つらくてわずかに身を捩ると、ジュリアスは膝に手をかけて目を細めた。

「そんなによかったか。まだひくついて──これからもっとよくしてやるというのに、張りあいがないな」

「い……らない、も……あ、はぅっ……ん！」

　にちっ、と音をさせて、ジュリアスの芯が擦りつけられる。陰いん囊のうが力強い亀頭に突かれて、鋭い快感に背がしなる。緩んだり締まったりする花弁のような襞を楽しむようにジュリアスはたっぷりと雄をなすりつけ、それから太腿を押しひらいて、切り込んできた。

「あ──っ……！」

　一息に太い部分を突き入れられ、長い悲鳴のような声が迸る。しなってもがく翡翠の身体を巧みに押さえ、ジュリアスはこまかな抜き差しを繰り返しながら、翡翠の中を進んできた。

「ひあっ……ん、ああっ……、うぁ……っ」

　指では届かなかった奥の狭い筒を、ジュリアスの雁首が穿って広げていく。著大なものを限界まで飲み込ませると、さらに広げようとするようにぬちぬちと音をさせながら揺すられて、翡翠は揺さぶられながら震えた。

　下肢が、ことごとく燃えそうだった。ずっしりと重たく腹の内で主張するジュリアスは灼熱の塊だ。逃れる術すべもないその暴力的な熱に貫かれて、翡翠は足あ搔がくように長椅子の布に爪をたてた。

「んンっ……は、あ……ッ」

「きついな。痛むか？」

　動きをとめて、ジュリアスが手を腹に這わせてくる。大きな両手が宥めるように腹から胸を撫で、やんわりと乳首をつままれた。

「あっ……は、んっ」

「ゆるんだな。声を出せ」

　どこかほっとしたように命じたジュリアスは、翡翠の唇をついばんだ。浅い息をかすかな喘ぎを吸い取るように繰り返し短い接吻を施されて、優しく指で乳首を捏ねられ、ふわふわと甘ったるく頭が霞んだ。

「ん……、ふ……、あ、」

　雄を飲み込んだ下半身は痺れたように重い。だが、気遣うように愛撫され、口づけられるのは、ひどく気持ちがよかった。

　気持ちがいいだなんて屈辱のはずだ。なのに。

「はぁっ……ん、ぅ、……んっ、あ……あぁ、」

　口づけながらゆるく突き上げられて、上擦った声が零れ出る。痛みに似た痺れに混じって生まれてくるのは、心もとなく崩れてしまいそうな、紛れもない快楽だった。

「あ……ああっ……ん、ぅ、く……ああっ」

　少しずつ、抽挿が激しくなる。引き抜かれ押し上げられ、また引かれて、粘膜が捲れ上がって刺激され、とても──とても、熱い。

「はあっ、ん……っ、あ、あ……重た、い」

　一番奥を突かれるのが、一番つらかった。深く響く感覚は味わったことのないもので、臍の内側が疼く。強引に内臓を押し上げられるのはおぞましいはずなのに、引き抜かれて浅いところだけ擦られると、まるで欲しがるように腰が浮いた。

「あ……へんっ……いやだ……っあ、これ、いや、」

　自分の反応にぞっとして、翡翠は思わず首を振った。怖い。身体の奥に潜む、決して他人に触れられてはいけないものを、無理やりに壊されている気がした。

「尻で感じているのか。いい声で啼なく」
















「や、め、ジュリア、……っ、あ、アァッ」

　うすら笑ったジュリアスに懇願を打ち砕くように深く抉られて、長椅子が軋む。悲鳴じみた声が迸り、続けざまに穿たれると、抑えることはできなくなった。

「あァッ……は、あ、ア……んンッ」

　ジュリアスの動きにあわせて嬌声が響き、それが余計に翡翠を追い立てた。突かれる速度が増していくと痛いほど性器が張りつめて、もう出てしまいそうだと悟って身を捩る。

「やあっ……ん、出るぅ……ッ」

「我慢しなくていい。たくさん喘いで、たくさん出すんだ」

　ジュリアスは翡翠の性器をとらえた。てのひらに包み込まれ、それを擦るかわりに激しくピストンされて、ぎゅう、と背がしなる。

「ア、ぁ────ッ！」

　長く噴き出すあいだ声が伸び、続けて穿たれながら押し出されるように射精してしまうときには、声も出なかった。なにも聞こえず、なにも聞こえない果ての高みで、苦痛にも似た快感だけに占領され、痙攣する翡翠の中に、ジュリアスのものが放たれるのがはっきり感じられた。

　じわりと体内が濡れる感触に、ひくん、と下半身が跳ねた。力はどこにも入らない。ゆるゆると耳鳴りがはじまり、全身がふわふわする。

「はあ……っ、は、ぁっ……」

　ぐったりと動けず、余韻にひくつく翡翠から自身を引き抜いたジュリアスは、まるで愛しむように翡翠の頰を撫でた。

　べったりと、翡翠の精液が顔に塗りつけられる。

　その感触で、甘く蕩とろけていた胸の奥──意識の芯に、ぴしりと冷たい皸ひびが入った。

「次はもっと長く啼かせてやる。いかせてくださいと言えるまでたっぷり焦らしてやろう」

「冗談、じゃ……うっ」

　強引にうつ伏せにされ、引き上げられた尻の真ん中にすぐさまみっちりとした塊が押しつけられて、翡翠は目を閉じた。濡れた頰が気持ち悪い。

　わかってるさ、と内心で呟かなければ、二度と立ち上がれない気がした。愛撫も口づけも、あからさまではしたない喘ぎ声を出させるためで、射精まで導かれるのも、翡翠を服従させるためだ。カーラに言われるまでもなく、よくわかっている。

　自分が感じてしまうのも、喘いでしまうのも、仕事のうちだ。仕事だから、そう振る舞っているだけ。

　だから、きっとこんなにも──悲しくて、虚しい。










　すうっと冷たい空気が流れ込んできたのは、後ろから抱かれて幾度も懇願させられたあとで極め、再び仰向けにされて抱き寄せられた、そのときだった。

「閣下」

　低い呼びかけにジュリアスが眉を寄せて振り返る。ここ最近姿を見ないリードのかわりに、ジュリアスの傍にひかえているのは灰色の髪をした男だ。翡翠が一度藍佳に会いにいった帰り、車を運転していた男だと気づいて、翡翠はのろのろと脚を閉じた。起き上がったり、肌を隠したりする余力はなかった。達したばかりで、意識はまだ霞み、喘ぎ続けた喉がひりひりして、鉛を流しこまれたように全身が重い。

　囁くような声でなにか報告を受けたジュリアスが、ため息をついて翡翠の元に戻ってきた。指で額に張りついた髪をかき上げられる。

「すぐに戻るからおとなしく寝ていろ。ここでおまえに手を出す愚か者はいないから、安心していい」

　囁かれ、ついでのように唇が耳に押し当てられて、翡翠はそっと唇を嚙んだ。瞬間、肌を走った快感に、ジュリアスが気づかないでくれればいいのだが──表情を消して姿勢を正し、手袋を嵌めるジュリアスは、もう普段の冷ややかさを取り戻していた。

　二人が立ち去ってカーテンが元どおり下ろされて、翡翠は長いため息をついた。ジュリアスが戻ってくる前に着物を直して、しゃんとしていたい。でも、あと二分だけは、起き上がりたくなかった。

　階下からのぼってくる楽しげな喧けん噪そうが、遠く思える。改めて、大勢のいる近くで犯されたのだと思うと心が冷えた。やむをえず選んだとはいえ、いかがわしい行為を強いられて、何度も絶頂してしまうような今の翡翠は──誇れる生き方とは言えない。

　起きなきゃ、と自分に言い聞かせる。起きて、ちゃんとして──ジュリアスが戻ってきたら、睨めるくらいには、ならなければ。

「翡翠」

　切せつ羽ぱ詰まった声が届いて、翡翠ははっとして上体を起こした。無理に動かした腰がにぶく痛んだが、あたりをはばかるようにカーテンの隙間からすべり込んできた理央を見ると、痛みになどかまっていられなかった。理央は思いつめた眼差しで、小脇に布の塊を抱えていた。

「理央！　なにしてんだよ」

「なにしてる、って訊きたいのはこっちだよ」

　悲しげな目で見つめられ、翡翠は慌てて着物の裾をかきあわせた。一瞬見た自分の身体にはあちこちに赤い跡が散らばっていて、こめかみが熱くなる。押し倒されたときのまま、着ている意味がないほどはだけられていたから、丸見えになっていたはずだ。翡翠は着物の裾を握ったまま横を向いた。途端、どろりと後孔から溢れ出す感覚があって、思わず息をつめる。

「翡翠！　大丈夫？」

　慌てて近づいてきた理央が、翡翠の肩に触れてくる。翡翠は顔をあわせられないままその手を払いのけた。太腿まで濡らす情事の名残が気持ち悪い。

「理央には、関係ないだろ」

「小間使いって、やっぱり囲われてるんじゃないか。しかも、アルビオンの顧問官だなんて──そんな、格好までさせられて」

「触るなってば」

「俺は許せないよ。本当は、きみに会えたらいろいろ手伝ってもらえないかと思ってた。でも、大勢の前で見せびらかすみたいなことされて、挙げ句に──自分の声が、下まで聞こえてたこと、翡翠はわかってる？」

　懲こりもせず翡翠の肩を握りしめ、理央は叱るように言い募る。

「逃げよう、翡翠。きみをこのままにはしておけない。今外で小ぼ火やをおこしてきたから、この隙なら逃げられるよ。こんな恥ずかしい着物は脱げば目立たないし、仲良くしてる給仕がいるから、逃げるのは見逃してもらえる。後で告げ口はされるだろうけど、逃げきれるさ、こっちにも仲間はいるから」

　ほら、と理央は持ってきた布を押しつける。急いで翡翠、とほとんど泣きそうな声で急せき立てられ、翡翠は首を横に振った。

「できない。おまえに危害が及ぶのはわかりきってるし、それに」

「それに、なに？」

　苛立たしげに理央の声が大きくなる。

「まさか、あいつが好きだとか言わないよね？　あんなに喘いで、こんな──汚れるまで犯されて、翡翠が好きでやってるなんて言わないでくれよ、頼むから。あいつは敵で、憎むべき相手じゃないか」

「……そんなんじゃ、ない」

　藍佳のためだ、と続けたかったのに、理央は耳を貸そうとしなかった。

「隣の部屋で、ずっと聞いてたよ。翡翠と話したくて、できれば協力してほしくて、隠れて聞いてた。でも……翡翠があんな声でねだるなんて、聞きたくなかった」

　ぱさりとシャツを落とし、理央は両手で翡翠の顔を掬い上げた。まともに目を覗き込まれ、翡翠は唇を引き結んで理央を見返す。

「盗み聞きなんて、行儀の悪い真似を理央がするほうが信じたくないね」

「翡翠！　俺の知ってる翡翠なら、耶斑人の誇りをねじまげてまで、あいつらに奉仕するわけがないって思ってたのに……いつだって、気が強くて、頭がよくて、凛としてて、そういうのが翡翠だったのに、言いなりになってた！　頼むから、ああいう淫らなことの虜とりこになったりしないでくれ！」

「──だから、おまえには関係ないだろ」

　胸が焼けるように思えるのは、やるせなさのせいだった。褒められることでも、誇れることでもないのは重々承知している。だが、責められるいわれもないはずだった。ない、はずだと信じたい。せめて、友人である理央には、言われたくなかった。

「俺は、俺ができることをするだけだ。藍佳が──」

「こそこそとなにをやってる？」

　唐突に冷えきった声が割り込んで、理央も翡翠も同時にびくりとした。片手でカーテンを開けたジュリアスは、不機嫌で冷酷な眼差しで二人を眺め下ろす。

「耶斑人は礼儀を重んじると聞いたが、主の不在中に所有物に勝手に触るとは。盗み出せるとでも思ったか」

「ジュリアス、やめて」

　咄嗟に、翡翠は立ち上がった。乱れた着物に足をとられながらジュリアスに駆け寄り、その胸に縋りつく。弾みでまた溢れた白濁が膝裏まで流れたが、それを気にしてはいられなかった。

「ただの友達だよ、たまたま、ここで働いてたから、心配して来ただけだ。だから……おねがい、見逃して」

　頰を擦り寄せ、ぎゅっと軍服を握ってジュリアスを見上げると、ジュリアスは灰色の瞳を細めた。ちらつく光は、軽蔑か嘲笑か──凍てついて見える眼差しで見つめながら、翡翠の頰に触れてくる。

「可愛い口がきけるようになったじゃないか。弟のためには売れなかった媚が、この男のためには売れるのか」

「……そ、んなんじゃない」

「帰ったら、気絶するまで抱いてやる」

　腰を抱き寄せられて、ぴたりと下半身が密着し、翡翠は湧き上がる羞恥に目を伏せた。後ろで、理央が強張っているのがわかる。ジュリアスは嬲るように笑った。

「礼はどうした？　おねだりを聞いてもらえて、抱いてもらえるというのに」

　蔑む声に目眩がした。だが、言われたとおりにしなければ理央は見逃してもらえない。翡翠は唇を嚙みしめ、声を押し出した。

「あ……り、がとうございます」

「鼠ねずみはとっとと行け」

　強く翡翠を抱いたまま、ジュリアスは冷淡に言い放ち、そうして翡翠の頤おとがいに指をかけた。上向かされ、唇を塞がれる。

「んぅっ……ん、ぅ……っ」

　獰どう猛もうなほど激しく舌で蹂じゅう躙りんされ、屈辱感と哀しさで胸がつまった。

　理央が、早足で脇を通り抜け、廊下に出ると駆け出した。通り抜ける間際の、燃えるような眼差しが翡翠を射抜き、きっと、と翡翠は思った。

　きっと、理央には、一生許してもらえないだろう。










　見せしめのためで言葉だけだろう、とたかをくくっていたのに、ジュリアスは本当に気絶するまで翡翠を追いつめた。出るものがなくなるまで際限なく高みに押し上げられ、何度も身体の奥に精を放たれ、記憶は後ろから貫かれて絶頂させられたところで途切れていた。

　忙しないノックで翡翠が目覚めたのは、もう夕刻だった。身体は重いが不快感はなく、綺麗に清められている。ぼんやりする頭で記憶を反はん芻すうし、再びノックされてひどくだるい身体を起こすと、部屋に入ってきたのは久しぶりに見るリードで、彼の後ろから顔を覗かせた弟に、翡翠は息を吞んだ。

「藍佳！」

「兄さん」

　ベッドから下りかけた翡翠のところまで、藍佳は元気よく走ってくる。飛びつかれ、押し倒されそうになって、翡翠はぎゅっと弟の身体を抱きしめた。

「藍佳……元気そうでよかった。でも、」

　どうしてここに、とリードを見やると、リードは肩を竦めた。

「怒るなよ。あのままあの家に残しとくわけにはいかなかったんだ」

「怖かったよ、兄さん」

　翡翠の胸に額を押しつけて、藍佳がしがみついてくる。少し大きくなったように感じるものの、相変わらず華奢でいたいけな体たい軀くを、翡翠は改めて抱きしめる。

「怖かったって、なにがあったんだ？」

「知らない人が、急に何人も入ってきたんだ。それで、一緒に来いって……嫌だって言ったら、無理やり連れていかれそうになって」

「悪かったな、怖い思いさせて」

　傍まで来たリードが、藍佳の頭を撫でる。藍佳は顔を上げてリードを見て、はにかむようにかぶりを振った。

「怖かったけど、トムがもしなにかあったら、大きな声でアルビオン語で『助けて』って叫べって教えててくれたから、すぐ言えたよ」

「偉かったよな。泣かなかったし、四人も相手がいたのに、怯ひるまなかったし」

　リードが笑いかけると、藍佳は甘えるようにリードに手を伸ばした。翡翠の腕を抜け出した藍佳はそのままリードにしがみついて、それをリードが愛しげに抱きとめる。

「と、とむ？」

　ひどく懐いている様子の弟に翡翠は呆然とした。もともと人見知りをせず、素直で可愛らしいから誰からも好かれる藍佳だが、こんなに他人に懐くのを見たことがない。

「俺のことだよ。トム・リード」

　リードが苦笑して、藍佳を抱き上げる。「いい子だった藍佳に、おいしいおやつを用意してやるよ。晩飯の前だけど、ドーナツ食わせてやる」

「ドーナツ？」

「揚げたパンみたいなやつで、甘いんだ。俺の好物」

「食べたい！　ありがとうトム、大好き！　ね、兄さんも食べるでしょ？　一緒になにか食べるの、久しぶりだもん」

（だ、だいすきって言った……）

　久しぶりに会えた兄よりも、藍佳はリードに抱きしめられるのが楽しいらしかった。高い位置まで抱き上げられて、興奮したように頰を染めている藍佳に無邪気に言われ、翡翠はぎこちなく頷いた。

　まだだるい身体を庇かばうように、夜着のまま催促されてテーブルに着くと、メイドがお茶とドーナツを運んでくる。配膳だけ整えて彼女が下がると、リードが紅茶を注いでくれて、翡翠はやっとお礼を言った。

「その、ありがとう。弟が……危ないところを、助けてくれて」

「いいって、そのためにずっと俺がはりついてたんだから」

　大きな口を開けてドーナツにかぶりつき、リードはにっと笑ってみせる。

「昨日の夜、ルテニアで革命が起こったニュースが耶斑人にも流れた。それに、翡翠のほうは昨日理央と接触したんだろう？」

「なんで知ってるんだ、そんなの」

「なんでって、理央は抵抗団に所属してるからな」

　周知の事実だと言いたげにリードは肩を竦め、翡翠はカップを落としそうになった。

「理央が、抵抗団？」

「なんだ、知らなかったのか？」

　意外そうに訊き返され、翡翠は視線を落とした。

　知らなかった。だが、そういう気配がなかったか、と問われれば、思い当たる節ふしはある。新しくなにかをはじめて忙しいと言っていたこと、翡翠にも同調してほしそうだったこと、そして昨日。

「……俺に、協力してもらいたいって」

　無意識に呟いてから、しまったと唇を嚙んだが、遅かった。リードは藍佳に新しいドーナツを取ってやりながら、呆気なく頷く。

「そりゃ、友達がアルビオンの軍人のとこにいるってわかれば、利用しようと思うのは当然だよな。アルビオン人の使用人を抱き込むより危険が少ないし、手っ取り早い」

　利用する、だとか、手っ取り早い、という言われ方が嫌だった。黙った翡翠を見て、リードは表情を改める。

「また接触してくるかもしれないぞ。今日藍佳を連れ去りに来たのも抵抗団の人間だ。ルテニアの革命で、連合軍内の力関係は不安定になる。ルテニアの軍艦が引き上げれば、単純に武力が減るから狼煙のろしを上げるチャンスだと考えられても仕方がないしな」

「藍佳を連れ去るって、それって」

「おまえに協力させる、人質に決まってるだろ」

　認めたくない翡翠に、リードは突き放した言い方をした。そうして、隣に座る藍佳の頭を撫でる。

　ここにいれば安心だし、おいしいものもたくさんだぞ、と耶斑語で話しかける優しい表情を見るともなく見ながら、翡翠は味のしない紅茶を飲み込んだ。

　身体が、だるさを急に思い出したようだった。下腹部は膨れたように重く、犯され続けた尻は痺れているし、全身、熱っぽい。疲れているのだ。胸が痛いのも、きっと疲れているせいだろう。冷たく硬いもので塞がれたような、この痛みも。

「見にいきたい！」

　くらりと揺れる思考にはしゃいだ声が飛び込んで、翡翠はまばたきした。いつのまにか薄暗くなっていた視界がわずかに晴れて、藍佳の笑顔が眩しく見えた。

「中庭、鳥が来るんだって！　餌台に餌を置きにいくの、兄さんも行く？」

「……そうだな。行こうか」

　怖い思いをしただろうに、久しぶりに会えたせいか、藍佳はまだ興奮しているようだった。その無邪気さが失われなくてよかった、と思いながら苦笑した翡翠は、手を引かれ、立ち上がろうとして、足をふらつかせた。

　咄嗟にテーブルに手をついて支えたものの、耳鳴りと痛みが頭を貫いて、視界が濁ったように暗くなる。兄さん、と心配そうに呼ぶ翡翠の声と、リードが大丈夫かと問う声が、くぐもって聞こえた。

「大丈夫──たぶん、疲れが抜けて、なくて」

　言いながら吐き気がしてきて椅子に座り込む。ずきずきする目元を片手で覆い、翡翠は声を押し出した。

「藍佳、リードと一緒に中庭に行っておいで。俺は、次の機会にするから」

「でも」

「気にしなくていい。ほんとに、ちょっと疲れてるだけ。少し横になるから、行っておいで」

　見ないまま藍佳の身体を押しやると、リードのため息が聞こえた。

「すぐ医者を呼ぶ。寝てろよ。藍佳、おいで」

「…………うん」

　一転して萎れた声を出して、藍佳が後じさる。リードが彼を連れてそっと部屋を出ていくまで粘って、翡翠はふらふらとベッドに倒れ込んだ。

　重く感じる身体を受けとめる柔らかいベッドの感触さえおぞましい。まるで、波の引いていく砂浜に立っている心地がした。足下の砂がさらわれていく。踏ん張って立っているはずなのに、その立った場所がどんどんなくなって、落下する瞬間をなす術なく待っているような──肝の冷える、諦めに似た境地だった。

　どうしてここにいるんだろう、と翡翠は腕に顔を埋めた。

　藍佳を守りたかったのに、結局危険にさらし、ジュリアスから遠ざけておきたかったのにここに連れてくる羽目になって──なにひとつ報われないまま、友人も尊厳も失ってしまった。

（結局……ただ辱められて、利用されただけだ）

　最初から、ジュリアスになど従わず逃げればよかっただろうか。それこそ抵抗団に身を寄せていれば、少なくとも藍佳が怖い思いをすることはなかったかもしれない。ああ、でも、寒くなっても着るものも食べるものも満足になくて、具合を悪くしていたかもしれない。

　初めてジュリアスと顔をあわせた日をやり直すとしたら、どうするのが正解なのだろう。

　わかりっこない、と思いながら目を閉じているうちに、いくらかまどろんだようだった。微かな物音にどきりとして身体を起こしかけ、翡翠は目眩に顔をしかめた。天蓋から下がる薄い布を通して、室内のあたたかい光が感じられる。医者だろうか、と再度慎重に身体を起こすと、脇の布がまくり上げられた。

　灯りを遮るような黒い姿に、いいようのない気分がこみ上げる。

「──医者をよこすって聞いたんだけど」

「その前に私がみる」

　衣きぬ擦ずれの音をさせて、ジュリアスはベッドに腰を下ろした。手袋を外した手を伸ばされ、額に触れられて、翡翠は目を逸らした。今は、ジュリアスの目を睨み返せる気がしなかった。

「少し熱があるな。昨日、傷つけないようにはしたつもりだが──無理をさせた」

　ぎこちない声で言われ、指の背でそっと頰を撫でられて、胸がずきりとした。そんな、大事そうなふりをしてほしくない。どうせただの道具なのに。

「どこか、痛いところは？」

「……ないよ。大丈夫」

「だが、顔色はよくない。……悪かった」

　言いにくそうに、けれどはっきりと謝罪され、再び胸が痛む。目を上げるとジュリアスは憮ぶ然ぜんとしたような表情で、「つらい場所があれば言え。遠慮はしなくていい」と言い重ねた。

「昨日は、その、少し腹が立っていた。手荒くしてしまった自覚はある。私としたことが、反省している」

「いいよ。ほんとに──そんなに、やわじゃない」

　本気で労ってくれているのだ、と思うと身体のどこかが溶けてゆるんだ気がした。翡翠は微笑もうとした。けれどそれがうまくできずに、身体の奥からこみ上げてくるものに、片手で目を覆う。

「悲しかったんだ。……理央が、藍佳を人質にとるような人たちに手を貸してて、あいつにとっても俺は、道具みたいなものなのかなって。そう思ったら、なんか──」

　最初から敵だと思っている人間だったら、なにをされてもただ腹を立てればすむ。でも、理央は幼なじみで、いつだって翡翠と藍佳のことを大事に思ってくれていると信じていた。湧いてくるのは、怒りでも悲しみでもなく、深いやるせなさだった。

「裏切られるのは、初めてか」

　そろりと喉のくぼみを辿られ、耳の裏まで指を這わされて、ひんやりした感触に身震いしそうになる。翡翠は首を横に振った。

「理央のほうが、俺に裏切られたと思ってるよ。実際、そう見えるに決まってるし」

「他人が自身の信念に従うのが自分の思おも惑わくと違っているのを、裏切りと呼ぶほうがおかしいと思うが」

　不機嫌そうな低いジュリアスの声に、あんたはそうだろうな、と翡翠は呟いた。強い人間なら、そう言えるのだろう。自分は間違っていない、と。

　前髪をかき上げるジュリアスの手から逃れるように、翡翠は横を向いた。

「ルテニアが、好きだったんだ」

　声がもう震えていないのだけが、せめてもの救いだった。脳裏をよぎるのは父が日曜日にレコードをかける姿だ。

「父が──西の文化が好きで、小さい頃からルテニアの音楽を聴いてた。文学も、父はアルビオンの詩人が好きで、革張りの本を大切にしてた。イリヤの一点ものの陶器の宝石入れが母への贈り物で、ジャルムの時計が壁にかかってた。だから、いつか、父と一緒に西のほうに旅行に行きたいって思ってたんだ。理央は──俺がそう言ったら、そのときは俺も一緒に行くよって、言ってたのに」

　溢れるように西の文化や物が流れ込んできた翡翠の幼い頃は、今思えばとても平和だった。セピア色にくすんだ記憶の中では、心配事といえば藍佳の体調しかなくて、博識な父も優しい母も誇らしかった。

　だが、その両親ももうおらず、友人だった理央とは決別し、翡翠は仲間もなく、敵だった国の人間に買われた立場だ。

「そういう幸福を取り戻したくて、おまえは生きているんじゃないのか」

　つ、と指が唇に触れた。翡翠は首を振ってそれから逃げる。

「そのつもりだったけど、結局藍佳までここに来ることになって、嫌になるくらい悔しいよ」

　吐き捨てるように言って、翡翠はジュリアスに背中を向けて横になった。ジュリアスはしばらく黙っていたが、やがて、ため息混じりに呟いた。

「私の目を見ろ、翡翠」

「……嫌だ」

「いいから、こっちを向け」

　再度命じられ、翡翠は奥歯を嚙みしめて顔だけをジュリアスに向けた。精いっぱいの気力で睨む翡翠を、ジュリアスは静かに見つめ返す。

「子供の頃、私が父親にされたことは話したな。覚えてるか？」

「……覚えてるけど」

「罰ばつを受けた日の夜は、もどかしくてたまらなかった。使えるはずの手足がいうことをきかないようで、歯がゆくて、なにもできないまま終わるのは嫌だ、と思っていた。自分の身体さえ思いどおりにならない人生はごめんだと」

　まばたいたジュリアスの瞳の中、一瞬、痛みを堪えるような色が見えた気がした。

「きっと今のおまえは、そういう気持ちだと思う」

　指先が、目尻からこめかみを撫でていく。翡翠は吐息を吞みこんだ。どうしてそんな言い方をするんだよ、と詰なじりたいのに──できない。

　優しくなんかしてほしくないのに。

　唇を歪めた翡翠に、ジュリアスがまた、指をすべらせた。

「おまえは私が敵だと思ってるだろうが」

「実際、敵だろ」

「それでも、私はおまえが裏切らない限りは、決して裏切らないと約束しよう」

　ごく丁寧な口調だった。誠実とさえ言える声音に翡翠は一瞬黙り込む。遅れて、心臓から鳩みぞ尾おちまで、熱い痛みが駆け抜けた。本当に彼はそうするだろう。今までと同じように。

「……決して、なんて、言っていいのかよ」

　泣くまい、と決めたはずなのに、目が潤みそうだった。どうしてこんなに自分は弱いのだろう。一人ではなにもできない、小さくて脆もろい生き物だ。

　目を伏せてしまうと、その上に、そっと温もりが押しあてられる。

「なんのために私が今まで生きてきたと思っている？　約束のひとつも守れないなら、どんな目的だって成し遂げられはしない」

　囁くようなジュリアスの声は静かで、その分、それが揺るぎない事実なのだと知らしめているようだった。頭の下に手を差し込まれて、促されたように瞼が上がる。間近い灰色の瞳は、ほとんど優しくさえ見えた。

「だから、弟のことも、安心していい。安全は私が保証する」

「──本当に？」

「ああ、必ずだ」

　微笑まれ、翡翠は手を伸ばした。かき抱くようにしたジュリアスの身体の硬さに、安堵と諦めが入り交じる。これくらい、強くなりたい。何者にも屈しない鋼の強さが、自分にもあればいい。

「藍佳のことだけは……もし、なにかあっても、守ってやって」

　揺るぎなく抱きしめ返されて、目眩に翡翠は熱っぽい息をついた。乱れた後頭部の髪を、ジュリアスが指で梳く。

「おまえのことも守るさ。今日はもう、眠るといい。明日はなにか身体にいい食事を用意させるから」

「──うん」

　守ってほしいわけではなかった。でも、今はその言葉が嬉しいと思う。慰め、寄り添ってもらえることは、こんなにも──こんなにも、あたたかい。

「いつかさ」

　抱きしめられる心地よさに、ため息が零れる。擦り寄るようにしてあたたかさを味わいながら、翡翠は呟いた。

「俺も、藍佳も、あんたも、ほかのみんなも……幸せになれたらいいのにな」

「……そうだな」

　笑われるかと思ったが、身体に深く響いてきたジュリアスの声は、思ったよりも真摯な調子だった。きっと慰めてくれている。

　敵じゃなければよかったのに、と翡翠は思った。友達なら、よかった。それとも、将来には友達になれるだろうか。翡翠が手伝えることが終わったときには、買った側と買われた者という立場も終わるなら。

　疼くようにそう願って、無理だろうなとぼんやり思う。誰もが幸せだなんて、夢のような願いだと翡翠にだってわかっている。

　終わったら──二度と彼とは、顔をあわせなくなるに違いなかった。所詮、翡翠はジュリアスにとって道具にすぎない。でも。

（今は──約束するって、言ってくれるだけでもいい。慰めてくれるだけでもいい）

　翡翠はきつくジュリアスに身体を押しつけた。同じくらい強く抱き寄せられて、またため息が零れる。忘れてしまいたい。この瞬間だけ、あと少しのあいだは、一人ではないと思いたかった。










　ここで待つようにと通されたホテルの一室は、南の異国を思わせる内装だった。手の込んだ模様が織り出された絨毯の上には、大きな絹のクッションがいくつも置かれ、直じかに座れるようになっている。翡翠が着ている淡い桃色の衣装も、うたい手というより南国の踊り子のようで、翡翠はクッションにもたれながら飲み物に手を伸ばした。強い甘さのある果実水よりも、冷たい水がほしかったが、ほかには酒しかない。

　階下の大広間では、そろそろ宴が終わってもいい頃合いのはずだ。翡翠が歌を披露したときには、ちょうど肉料理が振る舞われていた。

　耶斑は今後「自由区」に設定されるという。今日の祝賀会は、その決定を祝うものだった。

　聞こえのいい名称で自治権もあるが、実質統治するのはアルビオンで、そのかわり、スターツもイリヤもルテニアも、ここで商いをするのは自由だし、旅券さえあれば国民の行き来に制限もないという。警備の名目でスターツとアルビオン、それにルテニアの軍が各地に常駐するらしい。

　果ての海はほしいが、今すぐはどの国も踏み出せない。そのため、暫定的にお互いが譲歩した結果だとジュリアスは言い、公布は近日中になされるらしかった。だが、未いまだにそれに反対する者が一人。

　ダーバナム公エドワルド・レキトール──アルビオンを率いる大公と、最後の話をするのに同席しろ、と言われたのは昨日のことだ。つまり、いかがわしい奉仕をする羽目になるのだろう、とは思う。それがはたして役に立つのか、翡翠には疑問だったが、噂に聞くかぎり大公は相当な好色家らしい。ジュリアスも嫌そうな顔で「私が知る限りもっとも醜く強欲だ」と言うほどだから、そういうおもねりも効果があるのかもしれない。なんにしても、言われたとおりにするつもりだった。

　ジュリアスを信じる。翡翠は、そう決めていた。それは畢ひつ竟きよう、自分の選択を信じる、ということでもある。自分のできる限りをするという選択を、悔やみたくはなかった。

　甘ったるい果実水をもう一口飲んで、翡翠は首を振った。

　頭の芯がにぶい。この部屋に焚たきしめられた、重たくまといつくような香のせいだろう。入ったときには顔をしかめるほど強いにおいだったが、しばらくいるうちに耐えられるようにはなってきた。だが、息をするたびに肺の中まで甘ったるい香りが入り込むのは、少し息苦しい。

　眠気にも似ただるさに、翡翠はもう一度頭を振った。気を抜くわけにはいかない。うたいながら見たかぎりでは、大公はがっしりした身体いっぱいにあり余る精力を封じ込めたような、ぎらついた男に見えた。

　十代の頃から従軍し、その手で殺した敵の数は千とも二千ともいわれる。間接的には何万となく命を奪い、戦場では悪魔に守られたかのように決して傷つかぬと噂が流れたという。スターツの独立後、徐々に国力を失いつつあったアルビオンが持ち直したのは大公のおかげだという者もいて、女王でさえ頭が上がらないらしかった。国に勝利を持ち帰る英雄。だがその反面、残虐さは突出しており、彼を喜ばせるために集められた女性たちをむごい抱き方をした上で、串に刺して殺したとか──。

　悪寒に似たものが肌を伝い、ぶるりとして翡翠は立ち上がろうとした。身体の芯で、嫌な感覚がくすぶっている。どこか窓を開けて、新鮮な空気を吸いたい。

　そのとき、無遠慮にドアが開いた。大股で踏み込んできたのは大公で、後ろにはジュリアスが続いている。翡翠は慌てて膝をつき、頭を下げた。

「ふん、顔に似合わず、態度は従順ではないか」

　嘲りに満ちた濁った声が響き、大公は近づいてくるとどっかりと座り込んだ。強い力で肩を引かれ、バランスを崩して大公にもたれかかる格好になり、翡翠はつい身を捩った。途端、顎を摑まれる。

「いっ……」

「従順なのは振りだけか。趣味の悪いのを飼っているな、ジュリアス」

「大公の好みにあわせたわけではありませんから」

　淡々と返したジュリアスが、少し離れた場所に腰を下ろす。冷たい無表情を見て、大公は歯をむき出して笑った。

「おまえの仕事は他人の糞を嗅ぎ回るハイエナの仕事だ。卑しい仕事だが、それを与えてやったのは俺だろう。だったら、いつ差し出せと言われても困らないよう、部下も玩具も妻も、俺の好みを揃えておくのが道理じゃないか」

　傲ごう岸がんな口ぶりに、翡翠は身体を強張らせたが、横目で見たジュリアスは眉ひとつ動かさなかった。大公は杯を差し出して、ジュリアスが無表情を崩さないまま酌をするのを見ながら吐き出した。

「今からでも遅くない、あの下らん取り決めはなかったことにして、ルテニアに我が軍も出兵する」

「女王陛下から、それはできないと言われたはずです」

「卑しいスターツ人どもにでかい顔をさせておけと？」

　大公は濁った声で笑い、洋杯に満たされた酒を半分ほど飲むと、今度は翡翠の口元に宛てがった。ぐい、と後頭部を摑んで仰向かされ、口の中に酒が流し込まれる。

「……っ、ぅ、……んっ」

　強くはないが、苦みのある味は馴染みがなく、翡翠は顔をしかめて飲み込んだ。残った酒をすべて飲ませると、大公は懐から金色の箱を取り出し、小さな丸い塊を取り出して、翡翠の唇の間に押し込んだ。

「……っ」

　得体のしれないものを口に入れるのが嫌で、ジュリアスを盗み見る。ジュリアスは不機嫌そうに眉を寄せていたが、制止する気はなさそうだった。仕方なく口を開ければ、太い指ごと小さな塊が押し込まれ、無遠慮にまさぐられる。

「おまえはこそこそとスターツを取り込もうとしているようだが、あんな国に価値があると思っているならやめておけ。ルテニアのほうがずっと重要なことくらい、馬鹿でもわかるだろう。だいたい、おまえの仕事はなんだ？」

　ぐにぐにと揉まれる舌が痺れたように痛かった。黒い塊は苦いような甘いような奇妙な味で、口の中を弄られるうちに溶けて崩れ、不快な味が口中に広がった。まずさと不快感に瞼を伏せると、やっと指を抜いた大公は、汚いものがついた、というように、翡翠の胸元に指をこすりつけた。

「私の仕事は女王陛下に忠誠を尽くすことです、大公」

　挑発も揶揄も感じないように、淡々とジュリアスが答える。大公は不快げにジュリアスを睨みつけた。

「ならば最善を尽くせ。なにが自由区だ、玉を抜かれた情けない選択だとは思わないのか？　今仕掛ければ必ずルテニアに勝てるし、スターツにのさばられる心配もなくなるのだぞ」

「そう簡単にいく時代ではないと、ついこのあいだ実感していただけたと思っていましたが」

　ジュリアスの声が一段低くなる。翡翠はぼうっとしてきた意識の中でそれを聞いた。水を通したように、音がぼんやりしている。変だ。浮遊するような目眩がして、視界の端には極彩色が渦を巻いているような、奇妙に明るいような心地がした。そのくせ、まともに目が見えない。

　ぐらっ、と傾いだ身体を、大公の腕が抱き上げるのが、まるで遠い世界の出来事のようだった。膝に乗せられ、スリットの入った桃色の服の裾を、口に押し込まれる。

　下にはなにも着けていない。大きくひらいた脚の奥、窄まりを弄られると、それだけが突き抜けるような快感を伴って、翡翠は身を捩った。

「んうーっ……！」

「服を出すな、嚙んでいろ。躾がなっていないなあジュリアス」

　びしゃりと、股間に酒がかけられた。じんじんと痛みにも似た痺れが広がり、勝手に背中が反り返る。感電したような震えが断続的に走り、霞む意識の中で翡翠は呆然と感じた。──性器が、いつのまにか、硬く腫れ上がっている。

「んっ……ぅ、ぐ……んんっ……」

　かるく孔を揉まれただけで強烈な快感に視界が眩み、震えがとまらなくなった。大公の太い腕に押さえ込まれたまま、翡翠はだらりと首を傾けて喘いだ。

「はあっ……あ、……っ、ひ、……っ」

「感度はいいな。ここだけは仕込んであるのか、それとも、元々の素質か」

「ひっん……！　い、あ、ああっ……」

　捏ね回され、突き入れられて悲鳴が迸る。痛みはあるが、それは膜に覆われたようににぶく遠く感じられ、かわりにたまらないほどの快感だけが、尻の孔から脳天までを駆け抜けた。

　びくん、と何度も跳ね上がる腰を大公が片手で摑み、指のかわりにごりりとなにかが押しつけられる。無機質な硬さにぼんやりと目をやると、黒光りする筒状のものが、今まさに押し込められようとしていた。

「……っ、い、いあ、あああ──っ！」

　それが銃だ、と気づいたときにはもう遅かった。ごっ、と柔らかい内壁を鉄の塊に突き上げられ、手足がぴんと強張る。爛ただれたような熱さ。それが、数度銃に突き上げられると、ぐっしょりと濡れながら燃えるように感じられ、性器からたっぷりと精液が溢れた。

「──ッ、アア、……あ、……ッ」

「顎まで飛んだぞ。このセックスメイドは主にそっくりだな、なあジュリアス」

　ぐりぐりとなおも銃で翡翠の中を嬲りながら、大公が笑った。

「見ろ、銃をつっこまれてもよがってる。おまえも、おまえの母親も、妹もそうだった。なにを入れられてもいいんだ。いくらでもはしたない声を出して、みっともなくいき狂う」

　ずぼっと労りの欠片もない仕草で引き抜かれ、翡翠の身体は小刻みに跳ねた。ひくつく性器からまた少量精液が飛び散って、翡翠はだらしなくひらいた自分の唇に、粘液まみれの銃がなすりつけられるのを感じた。身体がだるく、そのくせもどかしいように熱い。特に下半身は、未だ硬く張りつめた性器と腹の奥底のほうが、かきむしりたいほど疼いていた。

　身体の中に悪い虫を入れられたようだった。得体のしれないものが肌の内側を這い回り、力を吸い取るかわりに、毒のような欲望を流し込んでくる。

　傾いだ視界に、ジュリアスの姿がぼやけて映る。助けて、と言いたくて、唇がわななく。

「……はぁ、……っ、んぐぅっ……」

　半びらきの口の中に銃を突っ込まれ、翡翠は呻いた。だらりと涎を零した翡翠を見下ろし、大公は嫌な笑い声をあげる。

「ああ、耶斑人にもいたな、なんでもよがる下等な豚は世界共通だ。あの実に不ふ愉ゆ快かいな学者の妻がすごかった。亭主の前で犯されていきまくって、死ぬ間際まで痙攣していた。……おまえも、股間がさぞ熱くなっただろう」

　嘲笑を浮かべ、大公はジュリアスを見やった。「昔を思い出して自分も突っ込まれたくなったんじゃないか。取り繕つくろっていたが、顔に出ていた。不機嫌なふりをして、楽しんでいただろう。おまえが耶斑人を買ったと聞いて、あの行為が気に入ったんだとすぐわかったぞ」

「──あいにくと」

「違うと言えるか？　耐えきれなければ目を背ければよかったんだ。あの亭主のように、絶叫してな。あれはいい気味だった。あの志科とかいう、小狡い目障りな猿め」

「んー……ッ！」

　銃で喉の奥まで突かれ、翡翠は痙攣しながら声をあげた。ずるりと銃を抜かれ、力なく噎せ返りながら、翡翠は必死で身体を捩った。

（こいつ──こいつ、が、父さんたちを）

　全身、鳥肌が立っていた。酩めい酊ていと重い快感の下で、激しい怒りで、目の奥で火花が散るようだった。

「活きのいいペットじゃないか。従順さが足りないのが欠点だが、一度従順に仕込んでから、もう一度絶望させるあいだ生き延びられるなら、飼ってやってもいいぞ」

　顔を歪めて笑いながら、大公は翡翠を見下ろした。ケツに突っ込んでほしいんだろう、と囁かれ、再び銃を宛てがわれて、翡翠はもがきながら睨みつけようとした。いうことをきかない身体が憎い。

「今日はその程度にしてください、大公。それは私のものです」

　力の入らない腕で大公の胸元を摑もうとしたとき、ひんやりとした声が割り込んだ。大公はぎらりと目を光らせてジュリアスを睨み据える。

「歯向かう気かジュリアス」

「いいえ」

「ではこの奴隷をどう扱おうと俺の自由だし、くだらん公布は今すぐに取りやめだ。そうすればおまえをクビにしないでおいてやる。おまえ程度でも仕事はいくらでもあるからな。スターツも耶斑も、無能のくせに小賢しい真似をして、目障りこの上ない」

　乱暴にまた銃が突っ込まれ、声も出なかった。痙攣する翡翠の耳に、氷のように冷たいジュリアスの声が流れ込んでくる。

「大公に私の任を解く権限はありません。それに、今日の祝賀会は女王陛下の名前のもとにひらかれています。決定は女王陛下もお認めになったもの。楽しみたいのでしたら、せめて後日にしなければ、首が飛ぶのはあなたのほうだ」

「あの小娘を女王にしてやったのは儂だ」

「では、試してみればいい」

　ジュリアスの声は常よりも一際、冷たかった。大公は一瞬の間を置いて、忌々しげに翡翠を放り出した。

　床に転がされ、びりびりと身体を貫く熱にも痛みにも似たものに、翡翠は声を吞む。
















「女王陛下の愛犬気取りはけっこうだが、父親に対する礼儀も忘れないことだ、ジュリアス」

　はるか上のほうで、怒りと侮蔑をすり潰したような声が響いた。

「誰がおまえを種つけしてやったと思っている？　おまえが今生きているのは、父親である俺が生かしておいてやっているからだ」

「──公布までは、女王陛下の名に傷がつくような振る舞いはお控えを。今は些さ細さいな過ちさえ、足下をすくう口実を与えかねないのです。あなたの時代とは違って」

　冷ややかな声が揺れ、近づいて、翡翠は自分の腕が摑まれるのを感じた。嫌だ、と反射的に身を捩りかけ、だがほとんど抵抗できないまま、ふわりと身体が宙に浮いた。

　せめてもと睨み上げた視線が、ジュリアスの感情を映さない眼差しとぶつかる。

「とっとと失せろ、気分が悪い」

　大公の声だけが場違いに聞こえた。ジュリアスは翡翠を抱いたまま、優美にドアへと向かう。足音を聞きつけたのかドアは外側から自然とひらき、廊下に出ると涼しく感じられる清潔な空気に、翡翠は大きく息をした。

　身体はまだ重く、いうことをきかない。だが、抱かれたままが嫌で身じろぐと、「じっとしていろ」と低い声が返ってきた。

「薬を使われたんだ、歩けはしない」

「……くす、り」

「酒と一緒に飲まされただろう。同じ成分が焚かれた香にも入っている。下の粘膜から入れるよりは効果が弱いが、しばらく身体の自由はきかない」

　淡々とした口調を聞くと、鼻の奥がつんとした。こみ上げるのは悔しさと──それを凌りよう駕がする、激しい怒りだった。

　あの男が、両親を殺したのだ。

「……っ」

　なにか怒鳴ろうとして、声が出せずに翡翠は身震いした。ジュリアスは翡翠の顔を一瞥し、無言のまま足を速める。廊下を抜け、ホテルのロビーを通り抜けて表まで出ると、すでに回されていた車に乗り込んで、座席に横たえられた。上からマントをかけられて、翡翠は拒むように、車の隅に身体を押しつけた。

「触るな」

　冷たい空気と怒りのおかげで、意識はだいぶはっきりしていた。その分、どろどろに溶けたように力の入らない身体が苛立たしい。ジュリアスを睨みつけると、彼は数秒黙り込み、やがてマントを再度押しつけると前を向いた。

　車が動き出す。硬い、拒絶するような横顔を見せたままのジュリアスに余計に苛立ちが増して、翡翠は窓の外を見た。

「なんで黙ってたんだよ」

　性器にまだ熱が篭っているのが悔しかった。意識しないように膝を閉じ、翡翠は硝子に額を押しつけて呟いた。

「なんで──あいつが、父さんたちを殺したって、──おまえの父親だって、」

　言えばよかっただろ、と喉まで出かかって、嗄れたように声が途絶える。歯を食いしばると、横から、平淡ないらえがあった。

「言って、なにか変わったか？」

　突き放すような、面倒極まりないと言いたげな口調に、がつんと頭を殴られた気がした。

「表情を繕うこともできないおまえに言っておいて、うまくいくならそうしたし、察しがつくだけのヒントはやった」

「──なんでっ！」

　耐えきれず振り向いて、翡翠はジュリアスを見た。こちらを一顧だにしない整いすぎた横顔が、殊こと更さら、冷たく見える。

「知ってて、──母さんにひどいことしたって知ってて、俺に、」

　声が続かない。あんまりだと思う。母を辱めて惨むごい殺し方をして、父を追いつめた、そういう人間の相手を、ジュリアスは翡翠にさせようとしたのだ。

「確かに私は、おまえを大公のところにやるつもりだった。忠実で、できるだけ長持ちする駒を大公の懐に入れて、動向をこちらに流せる人間が必要だったからな。大公は昔から、閨ねやに要人を引き込んで自分の思い通りにする手法がお気に入りなんだ」

「だからって」

　ひどい、と言いそうになり、翡翠は震える唇を嚙んだ。打ちのめされている自分にがっかりする。わかっていたはずだ。ジュリアスにとって、翡翠はただの手段だと。

　エンジン音をたてて、車が道を曲がる。等間隔でよぎる瓦斯灯に照らされてジュリアスの顔が白く浮かび、また闇に沈んで、目を背けるとジュリアスが静かに言った。

「嫌がるだろうとは思っていた。それならそれでいい。どうせ今までもたいして役に立っていたわけでもない」

　興味のなさそうな、醒めきった声に、翡翠は爪を立てるように拳を握りしめた。身体の芯が熱い。だるくて重いのとはまた別の、それは痛烈な憤りだった。

　信じようと──できることを、しようと思っていたのに。

「おまえの仕事はもう終わりでいい。弟と一緒に出ていけ。着いたら、すぐにでも」

　どうでもよさそうな声になにか怒鳴りたくて、けれど言うだけ無駄だと思うと声をあげるのも虚しく思えた。

　いいさ、と思い直そうとする。コザクたちが言っていたとおりだ、父親が父親なら息子も息子だ。散々に他人を踏みにじって、平然としている。

　破裂しそうな沈黙を乗せて車がジュリアスの屋敷に着くと、翡翠はドアを開けて自分で下りた。足がふらつくのを叱咤して、屋敷の中に入る。奥の棟の宛てがわれた部屋まで藍佳を迎えに行くのは骨が折れそうだったが、玄関を抜けると近くの部屋からリードと一緒に藍佳が顔を出し、翡翠はほっとして手を差し伸べた。

「藍佳、おいで」

「お帰りなさい兄さん。──具合悪いの？」

「大丈夫だ。帰ろう」

「帰るって、どこに？」

　きょとんと訊かれ、長屋のあの部屋はまだ残っているだろうか、と思う。だがほかにあてもない。一晩だけなら、大家が泊めてくれるだろう。

「長屋にだよ」

　できるだけ優しく言って藍佳の手を引き、玄関から外へと引き返すと、さっきの車が横づけのままになり、ジュリアスの姿だけがなくなっていた。黙然と佇んでいた灰色の髪の男が、「送るように言われています」と無愛想に告げ、翡翠はため息を隠して車に乗り込んだ。借りを作りたくはないが、藍佳も自分も、とても歩けはしない。

　ぐったりと座席に沈み込む翡翠を、藍佳が心配そうに見つめてくる。大丈夫だよ、と微笑んで髪を撫でてやり、唐突にロケットを──家族写真を部屋の机の抽ひき斗だしに残したままなのに気づいたが、取りに戻る気にはなれなかった。

　もういらないだろ、と翡翠は自分に言い聞かせる。写真がなくても困りはしない。藍佳がいればいい。

　どうせ、手元にあったとしても、もう平静に見ることはできない。










　長屋の部屋はそのままになっていた。狭い部屋に不釣り合いな簞笥やストーブもそっくり残っていて、急に戻ってきた二人に戸惑った様子の大家に礼を言い、不安そうな藍佳を抱きしめて眠りについた翌朝、翡翠は藍佳の笑い声で目を覚ました。

　いい匂いがする、と身体を起こして、小さな座卓の前で藍佳を抱いて座るリードに渋面になる。リードは「あからさまだな」と苦笑した。

「言っとくけど、べつにジュリアス様に言われたから来たわけじゃないぜ。今日は内緒。藍佳が心配だったからさ」

　ほら朝飯、と差し出されたのはたっぷりの汁に米を入れたもので、俺が作ったんだぜ、とリードは自慢げだった。翡翠は文句を言うのを諦めて、その食事を口に運んだ。期待しないで口に入れると懐かしい耶斑の調味料の味がして、複雑な気持ちになった。

　空腹だったはずなのに、匙さじが進まない。魂が抜けたように空虚な気がするのに、胸だけがつまったようで、数口で手がとまった。

　リードが「無理すんなよ」と呟く。

「食えないときだってあるのは仕方ないさ。気ぃ張ってたと思うし、しばらくゆっくりすればいいよ」

「──なんでおまえがそんなこと言うんだよ」

「これでも一応心配してんだぜ。なんにしても、しばらくちょっと不穏だろうから、藍佳のことを考えてもおとなしくしといたほうがいい」

　ごく真面目な顔でリードは言ったが、翡翠は信じきれないまま目を逸らした。リードはジュリアスの部下なのだ。もう一口、無理に食事を流し込む。

「不穏って、なにが。なにかするわけ、あいつが」

「ジュリアス様がするわけないだろ。抵抗団のほうだよ。たぶん一回は暴動が起きる」

「──でも、自由区にするって公布はもうすぐなんだろ。それって、負けた国にしてはそれほど悪い状態でもないのに」

　言いながら、まるで自分とは関係ない、違う世界のことのように思えた。どうなったって大差ない。リードは肩を竦めた。

「どっかの植民地か属国になるよりはましだろうけど、抵抗団の連中にはあんまり関係ないんじゃないの。それに、今朝逮捕者が出た」

　リードはちらりと藍佳を気にして、身を乗り出して翡翠の耳元に顔を近づけた。アルビオン語だが念のためなのだろう、ひそめた声が、すべり込む。

「大公が、殺人罪って名目で六人捕まえたんだ。うち一人がスターツ人で、実際、大公の部下が一人死んでる。捕まった側も認めてるらしくて、誰もどうにもできない。今、ジュリアス様が本国とスターツの連中と話をして手をうとうとしてるけど、たぶん処刑になる」

「──噓だろ」

　禍まが々まがしい単語に、どんよりと曇っていた思考が揺らめく。まさか、とリードを見ると、リードは苦々しい表情をした。

「噓でこんなこと言えるわけないだろ」

　体勢を戻して、だからしばらくおとなしくしてろよ、とリードは言った。

「一応、護衛となにかあったときの連絡用に一人、ここにつける。表の目立たないところに立たせておくから、なにかあったらそいつに言えよ」

「いらない、そんなの」

「そう言われても俺も困るよ。護衛つけろって言ったのはジュリアス様だから俺も逆らえないんだよな。ああ、そうそう、忘れてた」

　白々しく笑ったリードがポケットに手を突っ込んだ。

「これ、預かってたんだった」

　咄嗟に、ペンダントだろうと思った。抽斗にしまっていたのを見つけて、ジュリアスが返してくれたのだと考えて、一瞬だけ嬉しさが掠めた翡翠の前に、リードが手を差し出した。

　彼のてのひらに載っていたのは、丸い覆いのついた時計だった。赤と青が美しい七宝焼が煌めいて、ざわりと心を逆撫でされた気がした。空に赤い花、艶やかな青い鳥。

　手に取ろうとしない翡翠に、リードはテーブルの上にそれを置く。

「ジュリアス様が、まとまった金が用意できなかったから、とりあえずこれを売れってさ」

「…………さっき、あいつに言われて来たんじゃないって言ったくせに」

「あれ、そうだっけ？　最近物忘れが激しいんだ」

　リードは軽薄に笑って、藍佳の頭を撫でた。いい子にしてたら大福買ってきてやるからな、などと暢のん気きなことを言う男を、翡翠は睨みつける。

「こんなものいらない」

「くれるって言うんだからもらっておけよ。俺は詳しくないけど、高いんだろこういうの。それにさ」

　苛立ったように、リードは目を眇めた。

「おまえ、やたらとジュリアス様に腹立ててるみたいだけどさ、どれだけ高待遇だったと思ってんの。大公引きずり下ろすのは、戦争が終わった直後で、本国から離れてる今が最大のチャンスだってのに、俺とかほかのやつの進言も無視して、昨日も連れて帰ってきちゃってさ」

　半分呆れたような声音だった。翡翠が口をひらくのを遮って、リードは続ける。

「あんまり理解できてないみたいだから説明しといてやるよ。大公は長年軍の中枢にいて、今のアルビオンがあるのはあいつのおかげなのは噓じゃない。だから本国では取り巻きも多くて、女王陛下だっておいそれとは手を出せないんだ。でもここは耶斑で、果ての海での権利をめぐって各国あれこれ思惑もあって、大公も含めてみんな表立っては動きづらい。でも、逆に言えば、大公が自由勝手にできないってのはチャンスでもある。幸い、大公だけが強硬に全面戦争を主張していて、今は革命に乗じてルテニアの実権もアルビオンが握るべきだとか息巻いてるわけ。だけどもうスターツが革命に嚙んでるのはおまえも知ってるだろ」

「……知ってる」

「ルテニアに手を出せばスターツとの対立も激しくなる。アルビオンも財力があり余ってるわけじゃないから、女王陛下もしばらく戦争する気はないんだ。顧問官は、女王様にしてみりゃ大公の対抗馬ってわけ。他国には付け入る隙を与えずに、でも邪魔になってきた英雄には穏おん便びんに退場していただく。暗殺は早い段階で却下された。仮にも重鎮がそんな目にあっては国の名折れだってさ──俺はとっとと殺せばいいと思うんだけどさ」

　やってらんないよなとリードは呟いてから、声を真面目な調子に改めた。

「大公は、ジャルムの軍の残党を抱き込んで、ルテニアにちょっかいをかける気なんだ。最近、雪上がジャルムで殺されているのがわかった」

「その人って」

　翡翠がはっとしてリードの顔を見ると、リードは真顔で小さく頷いた。

「彼は耶斑の『網』を作ろうとしていた一員だったよ。雪上はあわせて五回、ジャルムに行ってて、毎回違う人間を連れていってる。それがジャルムで殺されていて、殺したのはたぶん、大公の息のかかった人間だ」

「……なんで、殺すんだ」

「邪魔なものは殺すのが手っ取り早いからに決まってるだろ。自分の側に寝返らなければ殺す」

　そこだけ、感情の篭らない平淡さで言って、リードはあと少しだったんだよ、と呟いた。

「大公が逃げきれないだけの証拠を摑むまで、あとちょっと、ってとこだ。革命から時間が経つほど大公も動きにくいし、あの人も自分の歳が気にならないわけじゃない。ここんとこ手段が荒いのも焦りの表れだ。目を光らせてさえいれば、尻尾を捕まえることもできるはずだったんだ。おまえが、おとなしく大公の玩具になっててくれれば、それができたんだけど」

「……だからって、俺に我慢しろって言うのか？」

　我慢できなくなって、翡翠は言い返した。

「両親を嬲りものにした男に脚をひらけって？」

　仮に、そうすれば仇かたきが討てるのだと言われても、頭で理解できたとしても心で割り切れる気がしなかった。それをジュリアスは見越していたのだろうと思うと、いっそう悔しい気持ちになる。

　リードはかるく唇を歪めた。

「俺はそうしたほうが賢かったと思うね。でも、ジュリアス様は、昨日おまえを大公に渡してしまうこともできたのに、そうしなかっただろ」

「……それは、なにも説明されてなかったし」

　反射的に反論して、途中で翡翠は口を閉ざした。ぐらりと心が揺れる。絶対に許せないような気が、昨日はしていた。でも──ジュリアスからしてみれば、藍佳を盾に、事実を明かした上で問答無用で大公に、慰みものとして渡すこともできたのだ。

　どうして、あんなに裏切られた気がして、腹が立って、悔しかったんだろう。

　黙った翡翠に藍佳が心配そうな顔をしているのに気づいても、翡翠はどうすることもできず唇を嚙みしめた。リードは短くため息をつく。

「ま、そんなわけだから、落ち着いて考えてみろよ。で、もう一回ジュリアス様のところで仕事する気になったら来たらいい」

「……俺なんか、たいして役には立たないって、昨日言われた」

「これから役に立てばいいだろ」

　硬い翡翠の声に、リードはこともなげに言う。「『網』を作るのは根気がいるんだ。使える人間を探して、訓練して、忠誠を誓わせる。耶斑も、そういうものはいらない、って言える時代は終わったんだぜ」

「──」

「できれば、おまえが敵にならないといいなと俺は思ってるよ。藍佳が俺に笑ってくれないのは寂しいから」

　飄ひよう々ひようとリードは言い、藍佳の頭を撫でると立ち上がった。それじゃあな、と告げるリードに、藍佳が「次はいつ来るの？」と問いかける。不安そうな眼差しに、リードは答えずに曖昧に笑うだけだった。

　見送るつもりか立ち上がった藍佳をとめようとして、翡翠はリードが勢いよく戸を開けるのに動きをとめた。

　狭い廊下には、理央が思いつめた顔をして立っていた。リードは皮肉っぽく笑う。

「こいつと手を組むならそれでもいいけど、そうなったら、俺は残念だと思うよ」

　こんなときでも軽薄に見えるリードは、裏を返せば冷酷にもなれるのだと気がついて、翡翠はぞくりとした。硬い表情の理央の脇をすり抜けるようにして消えていくリードを見送って、藍佳を抱き寄せる。信用なんかできるものか、と思った。

　リードも、ジュリアスも、それから理央も。

　睨むと、理央は入ってこないまま、「ごめん」と呟いた。

「藍佳くんを、危険な目にあわせるつもりはなかったんだ」

「……言いたいことはそれだけかよ」

「言い訳する余地がないのはわかってるよ。翡翠の弟が──アルビオンに買われた人間の弟がここにいるって言ったのは俺だから。でも、俺は藍佳くんを人質に取るのはやめてくれって言ったんだ。俺が翡翠を説得するからって」

「おまえには、関係がないって？」

「関係がないとは言えないよね。だから、謝りに来た」

　本当にごめん、と頭を下げられて、翡翠は藍佳を抱いたまま顔を背けた。胸の奥から、やり場のない悲しさと焦しよう燥そうが湧き出してくる。

「抵抗団は、もうやめようと思う。このまま外国人たちに耶斑をいいようにされるのは嫌だけど、抵抗団みたいに、自分たち以外の耶斑人まで敵みたいに考えるのも、違う気がするんだ。──やめても、ほかになにができるかわからないけど、翡翠にはなにか償つぐないをさせてほしい」

　理央の苦しそうな声に、藍佳が身じろいだ。兄さん、と困ったような悲しげな声で呼ばれ、翡翠はため息をつく。

「償いとか、そういうのはいいよ。いらない」

「なんでもいいんだ。俺にできることがあったら言って」

「──」

　できることなんかなにもない、と言いそうになって、翡翠はただ藍佳を抱きしめた。悲しい気がするのは、無力感のせいなのだ、と思い知る。

　なにかが、できると思っていた。無力でも惨めな存在でもなく、せめて藍佳と二人で幸せになるだけの力が自分にもあると、信じていたかった。

「俺じゃ、あんまり役に立たないかな」

　寂しげに、理央が呟く。「アルビオンの顧問官閣下みたいには、確かにお金も、力もないけど──でも、長屋に帰ってこれたなら、もうやめたんだろう？　それとも逃げてきたの？」

「逃げた、わけじゃないけど。……たぶん、もう、用済みってことだと思う」

　理央はためらいがちに部屋に入ってきた。すぐ傍に膝をついて顔を覗き込まれ、案じるような眼差しに目を逸らす。

「なんだよ」

「翡翠が、なんだか寂しそうだから。解放してもらえたならよかったんじゃないの？　でも、さっきいたのは顧問官の部下だよね。──まさか、戻りたいわけじゃないよね」

　戻りたいわけではなかった。

　ただ──ただ、なんだろう。胸が塞ぐ。

　また黙り込んだ翡翠に、理央はため息をついて立ち上がった。

「また来るよ。あちこちきな臭いから、あんまり外出はしないほうがいいと思う。翡翠がアルビオン人に買われたって知ってる耶斑人も多いし、下手に目をつけられたら暴力を受けかねないから」

「……そんなに、荒れてるのか？」

　思わず訊き返すと、理央は疲れたように笑った。

「翡翠のことで団員と対立してしまったから、詳しくは知らないけど、焦った連中が昨日アルビオンの大公を襲って失敗したらしいよ。それであちこち殺気立ってる。なにか必要なものがあれば俺が買ってくるし、知りたいことがあったら言って。調べてくるから」

　罪滅ぼしには足りないけど、と言われて、翡翠は熱くなった頰を擦った。

「ありがと、理央」

　誠実で穏やかな理央の口調が懐かしかった。大切で、ずっと無条件に信じていた友達だ。理央が翡翠を道具のように思っていたわけじゃないのだとわかって、翡翠は少しだけ救われたような気持ちになった。よかった。

「──翡翠も、ありがとう」

　照れたように微笑んで理央は出ていき、翡翠はほっとため息をついた。腕の中で藍佳が見上げてくる。

「これから、どうするの？」

　ひどく不安そうな声だった。考えるよ、と翡翠は言った。どうすればいいのか今はまだわからないけれど、考えねばならなかった。










　三日後、異例の早さで大公自身が六人の逮捕者を処刑して、その知らせはただでさえぴりぴりしていた空気をさらに張りつめさせた。

　朝から冷たい霧きり雨さめの降る日だった。長屋の表に立った、見張り兼護衛の男も寒そうに襟を立てている。藍佳はリードからもらったというアルビオン語の本を、一生懸命眺めていた。あれからリードは一度も来ない。藍佳は寂しい顔はするものの、わがままだと思っているのか、リードのことは口にしないのが却かえって不ふ憫びんだった。

　よほど、優しくされていたのだろう。弟に対する申し訳なさを感じつつ、することもなく翡翠が窓から見張りを眺めていると、昼過ぎ、理央が外套を濡らしてやって来た。毎日のようにやって来る理央は見張りにも黙認されている。二階まで上がってきた彼は、青ざめた顔をして教えてくれた。

「抵抗団のみんなが、もう一度大公の車を襲うことに決めたよ。絶対に成功しないってとめたんだけど」

「抵抗団、やめるって言ってたのに」

「やめるつもりだけど、大公が抵抗団を煽って返り討ちにするつもりだって聞いたから、できればもう耶斑人の犠牲は出したくないと思って、みんなを説得してた。──とめられなかったけど」

　重たいため息を理央がつく。聞いたって誰に、と訊くと、理央は自嘲するように微かに笑った。

「あの、リードっていうやつが教えてくれたんだ。最初は信じたくなかったけど、でも、あの大公ならあり得ることだろう？　それに、もし成功したって、その後はどうするのか、抵抗団の誰も展望はないんだ。どうせ、連合軍に捕まるのが落ちだ。僕らには充分な武器があるわけじゃないし」

　アルビオン人のほうが頼もしくてまともに見えるなんて腹立たしいよ、と理央はつけ加え、薄くて古い外套の前をかきあわせた。

「とにかく、もう一回抵抗団のみんなのところに行ってくるよ。翡翠は藍佳くんとここにいて」

「──気をつけろよ」

　大丈夫だよ、と笑って部屋を出ていく理央を見送ってから、翡翠はポケットに入れた時計を取り出した。赤と青に彩られた硝子質の表面はなめらかで、ずっと服の中に入れていたせいで温かかった。

　ジュリアスには大切なものだろうと思っていたのに、あの男には母親の形見も、それほど意味のないものなのだろうか。売れ、と言うなんて。

　灰色の眼差しを思い出し、突き放すような最後の声を思い出すと、背筋がわずかに震えた。「どうせ今までもたいして役に立っていたわけでもない」──。

　そのとおりなのはわかっていた。わかっていたから、悔しかったし、少しは信頼されていると思っていた自分が悲しかった。言ってくれればよかったんだ、と思う。一言でも、大公は翡翠の両親の仇だとか、大公はひどい行為を強いた自分の父親なのだとか。そうしたら、辛かったかもしれないけれど、自分の意志でジュリアスに協力することも、あるいは嫌だと言うこともできたのに。

（……ああ、そうか）

　ふいに、なにがこれほど苦しいのか悟さとって、翡翠は時計を額に押し当てた。

　翡翠は、ジュリアスを信じていたかったのだ。冷たい人間で敵だけれど、律儀できちんと約束を守ってくれる男だから──信じよう、と決めたばかりだった。だから、同じように、せめて半分でも、翡翠のことも信じてほしかった。

　このまま二度とジュリアスに会わないで、この嵐がただ過ぎていくのを待つこともできる。もしかしたら、それが賢い選択なのかもしれなかった。でも、それで──この先、生き延びて幸福になることができるだろうか。理央もリードも、自分の意志で行動できるというのに。

（……慰みものになる以外に、使い道はないと思われているかもしれないけど）

　でももう二度と、遠ざけられてなにもしないまま終わりたくはなかった。父のことだって、もし傍にいたら、できたこともあったかもしれない。耶斑のために彼がしようとしたことを、手伝えたかもしれない。──そうだ。ジュリアスが、「親の遺志も継げるかもしれない」と言ったのだ。

　翡翠は時計を再びポケットにすべり込ませて立ち上がった。本から顔を上げた藍佳を、片手で抱き寄せる。

「下の玄関に、リードの……トムの知り合いのアルビオン人がいるだろう？　彼のところに行って、お茶とお菓子を出して、トムは今どうしてるの、って訊いておいで。彼もきっと仕事で疲れているだろうから、藍佳が話しかけたら喜ぶよ」

「……トムのこと、訊いてもいいの？　兄さん、トムのこと嫌いになっちゃったかと思ってた」

　ほんのり目を潤ませた藍佳に、嫌いになってないよ、と優しく言って背中を押すと、藍佳は嬉しそうに笑った。棚にしまったお菓子の缶を出して、行ってくるね、と小走りに階段を駆け下りるのを待って、翡翠も足音をしのばせて階段を下りた。

　共用の台所には小さな勝手口があって、狭い裏路地に面している。長屋と長屋のあいだを縫う、道とも言えないその隙間を辿れば、見張りに見つからず抜け出せる。

　軋まないように気をつけて戸を開けて、表から響く藍佳の笑い声を聞きながら苔こけの生えた路地を抜け、道路に出る。誰もいなかった。

　冷たい霧雨を頰に受け、走って人気のない道路から大通りに出ると、ものものしい軍服姿の連合軍人たちがトラックで通り過ぎた。低い罵ば声せいが、道をゆく耶斑人から飛ぶ。ひらいた店先にいる女性の顔まで険しくて、冬の寒さの中、一種異様な雰囲気が漂っていた。

　理央はうまくやれるだろうか。暴動になど、ならなければいいけれど。

　翡翠は寒さに凍えそうになりながら、のろのろと進んできた乗り合い車に合図して飛び乗った。緋色坂にあるジュリアスの屋敷までは、乗り合い車を乗り継ぐと三十分ほどかかる。その時間がひどく惜しい気がした。

　じりじりしながら混んだ車を乗り継ぎ、屋敷から離れた場所で降りた。軍の車が多く進みの悪い乗り合い車に長く乗っているよりは、走ったほうが早そうだった。

　雨のせいで薄暗い中、滲んだように瓦斯灯が光る。水を弾かせて屋敷の門までたどり着いた翡翠は、門の脇に立つ見慣れない軍人の姿に足をとめた。警備の人間だろうか。じろりと睨まれ、翡翠は意を決して歩み寄った。ポケットから出した時計をよく見えるようにかざして、「顧問官と仕事をしていた翡翠といいます」と名乗ると、軍人はじろじろ翡翠と時計を眺めた後、頷いて門を開けた。

　ほっとして敷地に足を踏み入れる。屋敷は暗いが、玄関の橙色の灯りがあたたかそうで、足早に進んで正面のドアをノックすると、ドアはゆっくり中からひらいた。

　顔なじみの執事が開けてくれたのだろうと、笑みを浮かべて中に入った翡翠は、広いホールに誰の姿もないことに気づいて足をとめた。

　が、遅かった。横から伸びた手に腕を捩り上げられ、痛みで息を吞む。咄嗟に振り返ろうとした頭を摑まれて床にねじ伏せられ、懸命にもがく視界に、磨かれた靴が入り込んだ。

「屋敷の中にいないと思ったら、外をほっつき歩いていたのか。行儀の悪い猫だな」

　濁った声が降ってくる。硬い革の靴が頭を踏みつけて、怒りと屈辱に翡翠は歯嚙みした。

「はなせっ……この、」

「躾け直してやらないといけないな」

　ぐい、と髪を摑まれる。強引に顔を上げさせられ、翡翠は大公の暗い愉悦に満ちた顔を睨み返した。

　もがいても、翡翠を押さえつけた手はゆるまない。視線だけ動かすと数人が取り囲んでいて、ぞっと腹の底が冷たくなった。誰も知っている人間がいない。ここはジュリアスの屋敷なのに──大公に、奪い取られたのか。

「おまえの主人だったジュリアスなら、ここにはいないぞ。おまえは俺が飼ってやる」

　赤い舌をひらめかせ、大公が笑った。

「俺は従順な人間が好きだ。従順に振る舞いさえすれば生き延びられると信じている人間がな。そいつらを、絶望するまで追いつめる。従順になりきれず抗うまでいたぶるんだ。絶対にどこかで反抗するのが面白いだろう？　だが無駄だ。必死に反抗したのに結局どうにもならず、また絶望したときの顔は最高だ。反抗的な人間は苦痛と絶望が一度きりで使い終わるが、従順な人間は、ゆっくり楽しめる。おまえも従順に仕立ててやる。なんでも言うことが聞けるようになったら、今度は反抗したくなるまでたっぷり可愛がってやるからな」

「誰がおまえなんかに、……っ」

　怒鳴りかけた翡翠の頰を、べろり、と大公が舐め上げた。嫌悪に竦んだ翡翠の首筋に鋭い痛みが走り、冷たいものが皮膚の下に流れ込んでくる。

「──っ」

　なにか注射されたのだ、と知ってもがこうとした手足から、急速に力が抜ける。視界が黒い靄もやに占拠されるように暗くなり、痙攣する身体を感じながら、呆然と、翡翠は崩れ落ちた。










　最初に意識したのは痺れるように痛む手だった。腕がつりそうに痛い。不自然に両方まとめて頭上に伸びた腕は、動かそうとするとがつんと抵抗があって、翡翠は瞼を押し上げた。全身、どこもかしこも重い。

　見慣れない天井が目に入る。慌てて起き上がろうとして、再び手首に衝撃を感じ、首を捻ひねって見ると、両手は、鎖で飾り気のない寝台に括くくりつけられていた。大公だ、と悟って身じろいで、翡翠は自分の身体が汗ばんでいることにやっと気づいた。

　身じろぐとシーツで背中が擦れた。全裸だ。膝を閉じようとし、今度は足もほとんど動かないことに気づかされて、翡翠は低く呻いた。

　なにも、自由にならない。四肢を拘束され、裸に剝かれて──そして。

「……っ、ぅ」

　痺れて重たい身体の真ん中は、一際腫れぼったく熱い。熱した鉄を流し込まれたように、焼け溶けそうな感覚が、性器と後ろの孔と、腹の奥深くで燻くすぶっていた。

　がしゃりと鎖が音をたてる。逃げたくて何度ももがいていると、ドアが開く音が聞こえた。

「目が覚めたようだな。すっかり薬も効いた頃だろう」

　巨体を揺らすように入ってきたのはやはり大公で、翡翠はろくに動けないまま、彼が近づいてきて腹に触れるのを受け入れるしかなかった。

「──ッ」

「今日は尻の穴から入れてやったからな。たっぷり楽しめる」

　かさついた手が、ぞろりと肌を撫で上げる。吐き気がするほど気持ち悪く感じているのに、触れられたその場所から、むずがゆいように腹の奥に響くのは確かに快感だった。幾千もの虫が肌の下を這い回るような、もどかしく、搔きむしりたくなる感覚。肌に触れられるだけでその感覚が燃え上がるように強まって、腰が勝手に浮き、ぴくぴくと左右に揺れると、完全に勃起しきった性器から汁が滲む。

　にたりと、大公は唇の端をつり上げた。

「どうだ。憎い敵国の相手に否いや応おうなく射精させられる気分は」

　手が動く。性器にも、胸にも触れず、ただきわどい鼠そ蹊けい部ぶを撫でられるだけでびくんと翡翠の身体は強張り、だらりと精液が溢れた。

「──っ、ヒ……っ、ぅ、ぐ」

　それは射精ではなかった。ただ飽ほう和わして溢れたかのようで、わずかに漏れても達したいという欲求は薄まらないどころか、もどかしさだけが募る。快楽と生理的欲求で霞んだ頭の中で悔しさと諦めが交互して、太腿に手をかけられて翡翠はまた痙攣した。

　仰け反らせた身体の芯が焦げつくように痛む。足を縛る鎖に阻まれる限界まで膝を立てた翡翠をさらに追いつめるように、大公は尻に触れてきた。

「このあいだの銃は気に入っていたな。俱楽部でもジュリアスにたっぷり犯されていたらしいじゃないか。顧問官閣下の椿姫、などと言われてるんだろう？　──あれが、そこまで執着するとはな」

　ひび割れて濁った大公の声は愉しげだった。乾いた指先が尻を探り、窄まりにたどり着いて、押し当てられる。

「いっ……あ、アァッ──！」

　濡らされもせず突き入れられて、引き攣つれるような痛みとともに信じがたい快感が迸り、喉から声が溢れた。擦れて痛いのに、内側がひくつき、吸うように大公の指にまとわりつくのを、翡翠は震えながら感じた。そのまま奥深くを数度突かれると、少量の精液が飛び散って、頭が真っ白になる。

「──ッ、は……ッ、──っ」

「よく締まる孔だ。俺のもので抉ってやればもっと出せるぞ。ほしいだろう？」

　大公の嘲る声が、耳鳴りに混じってぼやけて響く。犯されるのか、と翡翠は思った。母と同じように、ジュリアスや彼の妹と同じように。

　浮かびかけた憤りが指に責めたてられて霧散した。ぱんぱんに張りつめた性器が苦しい。後ろを貫かれて一度に達してしまえるならそのほうが楽だろうと思えて、屈したくない、とぼんやり思う。苦しい。いきたい。いっそ終わりにしたい。

「ほら、どうした」

　ぴしゃりと太腿を叩かれて、びぃんと全身が張りつめた。また精液が溢れていく。翡翠はゆるく首を横に振った。終わりにしたい。

　終わりにしたいと、思っていた。無力であることを、やめたかった。守ってほしいわけじゃない。遠ざけられ庇護されるのでなく、なにかを、したかった。

「孔、に」

　霞む目を何度もまばたいて、翡翠は嗜虐的な笑みを浮かべている大公を見上げた。

「入れて……使って、ください……不慣れ、なので──大公、の、お好きな、ように」

　声を出す度にぞくぞくと腹の中が蠢く気がした。悪い気のする男はいない、とジュリアスは言った。一番油断するのは色欲に目が眩んだときだ、とも。今さら媚びたところで役には立たないかもしれないが、ただ嬲られるよりはましなはずだった。

　今頃、彼はどうしているだろう。翡翠が長屋にいないことを知って、失望しているだろうか。

「媚の売り方はジュリアスに教わったのか？　それとも天性か」

　歯を見せて大公は笑い、指を抜いた。前立てを開け、黒ずんだ性器を取り出しながら、長い舌で自分の唇を舐める。

「その媚がいつまで続くか見ものだな。素直に媚びた褒美に突っ込んでやるが、そのあとはご奉仕の時間だ。その顔が苦痛と絶望に歪んで戻らなくなるまで、たっぷり痛めつけてやる」

　言いながら、大公は己を扱いた。寝台に膝で乗り上げ、翡翠の尻を摑んで浮かせる。怒張しぬめぬめと光る先端が窄まりに近づいて、翡翠が目を閉じようとしたとき、パン、と破裂するような、奇妙に軽やかな音がした。

　同時に大きく大公の身体がぶれ、翡翠はひらいた太腿に赤い雫しずくが散るのを見た。猛獣のように唸りをあげた大公が後ろを振り返る。

「誰だ！」

　肩から血を流し喚わめく大公の声をかき消すように、硬い足音が入り乱れた。パンとまた軽やかな音が響き、大公は吠えながら沈むように寝台から落ちた。どん、という重い衝撃が響き、翡翠はほとんど動かせない上半身を捻るようにして、頭を上げた。

　小型の銃を右手で構え、ジュリアスが立っていた。開け放されたドアから吹き込む風で翻ひるがえるマントの裏だけが赤く、感情のそぎ落とされた顔は白い。

「少し待たせておけ、リード」

　かしこまりました、とどこからか愉快そうな声がする。ジュリアスは踵かかとを鳴らして歩み寄ってきた。

「殺す気か、息子よ」

　咳せきまじりに、大公が笑い声をあげた。「殺せば女王陛下に一度は褒められるかもしれないが、おまえも終わりだ。俺をなくして一人でやっていけるなどと思い上がっているわけではあるまい」

「思い上がったことは一度もない。おまえと違って」
















　銃口を大公に向けたまま、ジュリアスがマントの留め金と鎖を外した。それが、ふわりと翡翠の上に投げかけられ、肌がさあっと粟立った。顔まで覆ったマントの外側は雨に濡れ、けれど内側はあたたかかった。

「私はおまえを殺したりはしない」

　怒りも嘲りもない、機械めいた静かさで告げるジュリアスの声が近づいて、拘束する鎖が引かれたかと思うと、手が自由になる。翡翠は痺れて重い腕を動かして、顔からマントをどけた。ジュリアスは淡々と翡翠の足を縛る鎖も外して、翡翠を見ないまま戸口に視線を向ける。

「だがおまえが殺されても、私の関知するところではないな」

　つられて翡翠も目を向けた。戸口を塞ぐように立っていたリードが、ジュリアスの視線を受けて身体を脇にどけると、外から数人の男たちが入ってくる。口元を布で覆った男たちは手に手に鉄の棒や小さなナイフを持っていて、声も上げずに大公を取り囲んだ。

　抵抗団の人間だろうか。だとしたらやめさせたい、と咄嗟に手を伸ばしかけた翡翠を、ジュリアスが後ろから抱き寄せた。

「大丈夫だ。すぐにすむ」

　マントで包みこんで抱き上げられて、翡翠はもがきながら男たちを見た。振り下ろされる棒の先の大公は見えない。にぶい、殴打する音がした。駄目だ。憎しみで殺してもあとに待つのは制裁で、また耶斑に犠牲が出てしまう。

「はな、せ……」

　身じろいでも、ほとんど身体は動かなかった。どうしてこんなに重いのだろう、と歯嚙みしてジュリアスを見上げると、ジュリアスは歩き出しながらもう一度「大丈夫だ」と言った。

「おまえの好きな方法ではないだろうが、あそこにいた男たちはあれが生業だ。武器を使わないのは偽装のためで──望むなら、薬が抜けた後で説明してやる」

　それで安心していいのかわからなかったが、耶斑の暴徒ではないとわかると身体から力が抜けた。

　皮膚のすぐ下がじんじんする。歩く振動で身体の奥に走る刺激が厭わしくて、翡翠はジュリアスの肩に頭を預けて息をひそめた。胸がざらついたように思えるのは、不甲斐なさのせいだった。

　建物を出ると外はまだ雨模様で、空気は冷え切っていた。張り出したポーチぎりぎりまで飾り旗のない車が寄せられていて、ジュリアスが乗り込むとすぐに走り出した。










「ひとりで、入れる、ってば」

　バスタブの縁に手をついて、翡翠はぼうっとこみ上げる羞恥と寂しさに歯嚙みした。膝立ちで入ったバスタブの中は太ももの半ばまで浅くお湯が溜まっていて、水面が揺れるだけでもどかしいような刺激が震えを呼ぶ。

「まともに喋ることもできないんだ。無理するな」

　バスタブの横で湯を掬ったジュリアスが、背中にてのひらをすべらせる。つ、と背骨の中ほどから尾び骶てい骨こつまで撫でられると、勝手に身体がひくついて、翡翠は手の甲に額を押し当てた。

　蛇口から溢れるお湯の音に混じって、自分の呼吸の音がする。

「ほ、ほんとに、自分ででき……っ、ん、ああっ」

　ぬるりと窄まりの縁を撫でられて、尻ががくんと跳ねた。

「ああっ……や、お湯、嫌だ……っ」

「ここから入れられただろう？　残るといつまでもつらいぞ」

　淡々と言いながらジュリアスが中の指を動かした。襞を丁寧に擦る指が抜けるとふたたびお湯が尻にかけられ、続けて、なにか無機質なものが孔に当たった。竦む間もなくその器具からお湯がたっぷりと中に放たれて、ずくん、と疼きが駆け抜ける。

「──んや、ぁっ……ああ、っ……」

　押し当てられた器具が抜かれると、しゅうっとお湯が溢れた。

　無意識に閉じようとする窄まりをこじ開けて、ジュリアスはまた丹念に襞を擦る。指先で腹の側を押されると激しい目眩と弾けるような衝撃があって、翡翠は身を強張らせて射精した。

「は……っ、あ、……っ、ふ、」

　洗われながら腰が前後する。見下ろせば性器は萎える気配もなく、芯がじくじく熱かった。

「なかなか射精できないだろう。そういう薬なんだ。身体機能が落ちるのに、神経だけがかきたてられて、快感が強まる。ペニスの中がむず痒くて、尻の孔が疼いて、めちゃくちゃにされたくなる」

　冷静な声で言うジュリアスにふたたび感じる場所を刺激され、翡翠は全身を波打たせた。そこにまた器具をあてがわれて、翡翠は泣きたい気持ちで懇願した。

「やめ……も、無理……っ」

「あと一回だけだ。あと一回流せば終わる」

　なだめるようにジュリアスは背中を撫でた。ぞくりと走る甘い快感にゆるんだ隙に、お湯が注がれて、内側から腹が熱を帯びた。

「ひっ……は、あ、……っんっ」

　中をかき混ぜるように洗われ、断続的に震える都度性器からは白いものが溢れた。これでいい、と囁かれ指を抜かれても、いっこうに収まる気配のない自分の分身に、翡翠はきつく目を閉じた。

　できるなら扱いてしまいたい。膿うみが溜たまったように感じるそこをめいっぱい擦って、射精がしたい。

「ベッドまで運ぶ」

　わかっているだろうに、ジュリアスはそう言ってタオルを翡翠の背中にかける。お湯の雫を拭われて、翡翠は目を閉じたままかぶりを振った。

「あと、は……自分でする、から」

「自分では、たぶんどうにもならないぞ」

　冷酷にさえ聞こえる落ち着いた声が返り、唇を嚙む。その身体をジュリアスはタオルで拭うと、腕を摑んで立ち上がらせた。

「いい、ってば……はなして、ほっといてくれよ。もう用済みなんだろ……っ」

「──そうだとしても、放っておくわけにはいかない」

　よろける身体を抱きとめられて、惨めさと悔しさで涙が滲みそうになる。ジュリアスの胸を押し返そうとするのもむなしく抱き上げられて、浴室の外に出ると、翡翠は思わず息を吞んだ。

　部屋は荒らされていた。簞笥の抽斗はすべて抜かれて服が散乱し、本棚の本もすべて床にぶちまけられていた。

「片付けがまだなんだ。明日には片付く」

　視線に気づいたジュリアスがまるで気にしていないように呟く。「処刑に抗議したら権利侵害の名目で大公に家宅捜索された」

「そんな……じゃあ、家の人は？」

　そういえば翡翠が訪ねたとき、屋敷は不自然に暗くて、大公と彼の部下らしき人間しか見当たらなかった。まさか殺されたのかとジュリアスを見ると、彼は寝台に翡翠を下ろした。

「家の者なら無事だ。これも」

　これ、と言いながら自分の首筋に手を回す。詰まった軍服の襟元から金色の鎖が引き出され、首の後ろで留め金を外したジュリアスは、それを翡翠に差し出した。鎖の一番下で、金色の小さな筒が揺れる。

「中の写真もそのままだ」

　手渡されたロケットを握りしめてから、翡翠ははっとしてジュリアスを見上げた。

「時計──どうしよう、ポケットに入れてたのに」

「あの時計ならもういらないから、気にしなくていい」

　こともなげに言われ、肩をそっと押されて寝具の上に倒れこんで、翡翠は身を竦ませた。一瞬意識が逸れていた身体の熱っぽさが、きわどい体勢にたちまち燃え上がる。

「あ、の、」

　どうしてこんな──洗ってくれたり、触れてきたりするのか。問いたくて、けれどどう訊けばいいのかわからなくて口ごもる。

　翡翠の顔に手をかけたジュリアスは、どこか痛む場所でもあるように眉を寄せた。

「訊きたいことがあるなら明日にしろ。どうせ、ろくにものも考えられないだろう。こんなだ」

「……っあ、や、やめ……っ」

　するりと性器に指が絡みつき、爪先まで快感が貫いた。根元から先端へかるく扱かれただけで、絞られるように精液が滲んで、腹に垂れていく。

「大公に犯される前に間にあったのは幸いだったが──薬を入れられてから、だいぶ経つな。何時頃に入れられたか覚えていないか」

　強い眼差しで震える性器を見下ろされ、翡翠はシーツを摑んで首を横に振った。

「し、知らな……っ」

「気絶させられていたのか？」

「んっ……、最初、……なにか、首に……、注射、を、」

　擦られて息がはずむ。もっと刺激されたくてせがむように尻が浮き、それが恥ずかしくて翡翠は顔を背けた。

「も、はなして……、自分、で」

「どうして長屋を抜け出した？　見張りを欺いてまで──リードにも、じっとしてろと言わせておいただろう」

　つうっと敏感な裏筋を指に撫でられて、性器が生き物のように蠢いた。くびれに指が絡められ、親指で鈴口を擦られると、粘り気のある音がする。

「っ……あのままじゃ、嫌だったから……っ」

　にゅちっ、と音をさせて刺激され、ジュリアスの指を自分の腺せん液えきが濡らす。射精を堪えようとぶるぶると震えながら、翡翠はだるい唇を動かした。

「なにか手伝えないかと思って、……屋敷に来たんだ。でも、知ってる人は誰もいなくて、大公がいて……注射、され、っぅ、あうっ……」

　きつく擦られてどろっと精液が滲んだ。腰が跳ねて身体がしなり、ジュリアスに手を放されてもまだ握りしめられているような気がした。

「見張りが報告をよこしたのが十四時十七分だったから、その頃はもう入れられていただろうな──いっそ、この手で殺せばよかった」

　苦々しげに呟いたジュリアスが、翡翠の膝に手をかける。大きく脚を割りひらかれて、翡翠は必死に首を振った。

「駄目っ……平気、だから、や」

「自慰では尻の奥まで届かない」

「やめ……やあっ……あ、あああっ」

　素早く押しつけられたジュリアスのものが恐ろしく熱く感じられて、翡翠はもがいた。入れられたらひどく感じてしまうに違いない。どろどろのマグマのように感じる腹の中を、あの大きなものでかき回されたら──。

　唇を嚙むと、ジュリアスが宛てがおうとする動きをとめ、かわりに翡翠の額に張りついた髪をかき上げた。

「守る、と言ったのに、傷つけてすまなかった」

　灰色の眼差しが、翡翠を見つめてわずかに揺れる。

「せめてあいつ自身に犯されなかったのだけは幸いだが、おまえには辛かっただろう」

　唇もそっと撫でられて、快感とは別の、甘酸っぱいような痛みが胸を焼いた。そのまま口づけられ、目の奥でちかちかと光が舞う。

「ふ……っぅ、あっ……ふ、ぁ」

　啄ついばむように唇や舌を吸われ、髪を撫でられて、蕩けそうに意識が霞んだ。必死にも思えるジュリアスの丁寧さは、薬で爛れたように敏感になった身体には毒だった。労られ、案じられて──愛されていると、錯覚しそうだ。

「はぅ……あ、ジュリア、……んぅっ……」

　こみ上げたのは、愛されたい、という欲求だった。不要だと切り捨てられたくない、道具でも駒でもなく、ただ抱きしめられたい。

　自然とジュリアスの首筋に腕を絡みつかせると、ジュリアスの手が太腿を押しひろげた。

　翡翠が零した汁をたっぷりとまとったジュリアスの先端が、窄まりに当たる。

「あ、あ──ッ、ア、ァ……ッ！」

　つつかれた花襞は、ほころぶように柔らかくそれを飲み込んだ。

「あ、……はあっ……ぅ、ああっ……！」

　今までになく、彼のものは大きく、猛々しく感じられた。ぬかるんだ肉の筒を奥に向かって擦られて、身体がわななく。

「……翡翠」

　錯覚かと思うような小さな声で名前を呼ばれ、甘苦しく胸がよじれる。瞼に口づけを受け、愛されているみたい、と翡翠は思った。

「ああっ……ジュリア、ス……あ、っ」

　睦みあう二人という優しい想像に浸りたくて、名前を呼ぶ。そうするといっそう、苦しくせつないあまさが高まって、きゅう、と奥が震えた。ジュリアスが低く唸って、締まった隘あい路ろをかきわけ、入ってくる。

「……あ、ああーっ……」

　意識が真っ白に焼け消えるような絶頂感にわずかに遅れて、性器から精液が飛び出した。量は多くない。勢いもなくすぐに垂れるだけになるそれが、ジュリアスに中から揺すられ、深い場所まで穿たれると、ようやくびゅうっと飛び出して、痙攣する身体の上に飛び散った。
















「ひあっ……あ、ああ……、ら、め……く、るし、」

　腹が膨ふくれたように重かった。ずっしりと存在を主張するジュリアスが、その奥をより目指すように、はずみをつけて突き入れられ、翡翠は掠れた嬌声をあげて、もう一度達した。

「……おまえが大公に最初に触れられたときから、血が沸騰しそうだった」

「──ひ、うっ……ふあ、……っ、ひ、」

　苦しげなジュリアスの声の意味を、考える理性は残されていなかった。がくがく身体が揺れる。折り曲げるようにたたまれた脚が大きく揺れて、爪先が何度も跳ね上がる。限界までひろがった孔はぴったりとジュリアスに吸いついていて、彼が動くと擦れて快感が噴き上がった。精液はとまる気配もなく、薄く水っぽいものを飛び散らせながら、翡翠はジュリアスの背中に爪を立てる。

「だ、め……し、んじゃう……っ、あ、また……っ」

「死にはしない。好きなだけいくといい」

　そっと頭を包みこむようにして、ジュリアスが強く下半身を密着させた。深々と差し込まれた最奥で硬さと逞しさを増したように感じて、翡翠はまたたらりと精液を零して腹をひくつかせた。

　死にそうに、気持ちよかった。きゅうきゅうと内肉が狭まって、そこに、じんわりと熱いものが染み出してくる。染み込ませるように律動を繰り返してたっぷりと放たれ、翡翠はがくりと喉を反らした。

「──おまえが、無事でよかった」

　気を失う瞬間、そう言うジュリアスの声が聞こえた気がした。きっと願望だろう、と遠のいていく意識の中で翡翠は笑う。そんなこと、言われるわけがないのに。

　愛してほしいのは翡翠の願望だ。でも、望みのない願望を抱くほどに、自分がこの男に心を許し、惹ひかれていたことに気づいて、寂しいな、と思った。

　気づいたときにはもう終わっている想いこそ、虚しい。

　意識の最後を占めていたのは、終わりのない快感でも達した愉悦でもなく、解放される安堵でもなく、ただ、これが彼に抱きしめられる最後だと思う、寂せき寥りようだった。










　青い鳥が自分の頰をつついている。朝だよ、とうたう声は藍佳のもので、目を上げると眩しい春の空が広がっていた。そんなはずはない、と翡翠は弟を振り返ろうとした。鳥の姿をした弟は、嬉しげにさえずって飛び回り、翡翠の顔をかすめるようにして空へと向かっていく。ああ、駄目だ危ないよ藍佳。冬はまだ続く。冷たくて凍えるような灰色の世界に、小さな身体で独りきりでいたら、息なんて簡単にとまってしまう。だって誰もここにはいないのだから。

　自分が手を伸ばす感覚で、目が覚めた。見覚えのある天蓋が目に入り、部屋がすっかり暖められていることに気づいてほっとしかけ、すぐにすうっと気持ちが沈んだ。

　自分に都合のいい、身勝手な妄想をしていた気がする。

　外はとても静かだ。きっと大公のことや抵抗団のことも、ジュリアスは上手にかたをつけてしまったに違いない。だったら、起きてここを出ていかなければ。

　しゃんとしろ、と自分に言い聞かせて身体を起こしかけ、翡翠はかちゃん、と食器の触れあう音に動きをとめた。

「だからさ、もう諦めたほうがいいですって」

　うんざりしたような声はリードのもので、そうですよ、と不機嫌に同意する声は、なぜか理央のものだ。

「責任を取ってください。仮にもアルビオンの顧問官閣下ともあろう人が、投げ出すなんてしませんよね？」

「──誰も、投げ出すとは言っていない」

　憮然としたようなジュリアスの声が響き、翡翠は動きをとめたまま内心で首をひねった。変な──今までならありえない組み合わせだ。

「同行させれば危険もあるだろうし、それに、約束した。最初の目的が終わったら自由にすると」

「あんだけ大々的に連れ歩いて、今さらぽいっとするほうが危険だと俺は思いますけどね。なんて呼ばれてるか知ってます？　椿姫、ですよ椿姫。耶斑にいる連合軍で、あいつのことを知らない人間はもういませんよ」

　あいつ、というのは翡翠のことだろう。人の寝てる横で、と思って顔を出そうとして、翡翠は理央の声に再び動きをとめた。

「俱楽部で──あんな人前であんあん言わせたりするからだ。最低だ」

　かっ、と身体が熱くなる。理央が怒ってくれるのは嬉しいが、できればそういうことは口にしないでほしいと、翡翠は赤くなった頰をこすった。──ものすごく、出ていきにくくなってしまった。

　食器の触れあう音に、ジュリアスのため息が重なる。

「これからも私と一緒にいれば、ああいう仕事をさせるが、理央はそうしろと？」

「違います！　違う仕事をさせればいいでしょう！」

「そうだよ、ジュリアス様だってさんざん、翡翠は汚れ仕事に向いてないって言ってたんだから」

　どことなく楽しげにリードが口を挟んだ。

「コザクにも見せびらかしちゃったからルテニアも目をつけるかもだし、スターツは翡翠の父親があの志科だともう知ってるんですから、手元に置いといたほうがいいですって、絶対」

「私に約束を破れと？」

　言い返すジュリアスの声は、珍しく明確に不機嫌そうだった。「私はした約束を破る気はない。一度自由にすると言ったら、その言葉を翻すつもりはないからな」

「じゃ、自由にしてから、訊けばいいじゃないですか。本人に」

「……翡翠が、うんとは言わないだろう。だいたい、あの性質はこの仕事には向いていない」

　わずかなためらいの後に聞こえたジュリアスの声に、リードも一瞬黙り込む。それから彼はため息をついて立ち上がったようだった。

「顧問官、弱気なあんたって初めて見ますよ。これからばりばり働かなきゃいけない人間がそんな弱気でどうすんですか。こう、男らしく、私についてこい、とか言えばいいでしょう」

「そんなことは言わん」

「大丈夫、藍佳も一緒ならきっとうんと言いますよ」

　リードは明るい声で勝手に請け合った。「俺が訊いておきますから、ジュリアス様はどっか行ってていいですよ。ほら、ダグラスも労ねぎらわないといけないし、スターツと話すこともいっぱいでしょう。なにしろ殺しちゃいましたからねえ。慎重派の顧問官閣下とも思えませんが、恋は人を変えるってやつですかね」

「──殺したのは私ではない。早くかたをつけるための次善の策だ」

「はいはいそうですね。じゃ、翡翠にもそう言っときます」

「余計なことを吹き込む気なのはわかってるぞ」

「嫌だなあジュリアス様。俺はあんたの忠実な部下じゃないですか」

　実に軽薄な口調のリードの声が近づいてきた、と焦ったときにはもう遅かった。さっと寝台を覆うカーテンが上げられ、中途半端な体勢だった翡翠はリードと目をあわせた。

「おう、起きてた？」

　にっこり笑うリードの向こうで、ジュリアスが珍しく──というか初めて、狼狽うろたえたような表情でこちらを見て、翡翠はいたたまれなさに俯いた。

「横でわいわい喋られたら起きるに決まってるだろ。……なんの、話だったんだよ」

「ジュリアス様がアルビオンに戻ることになったんだ」

　さらりとリードに言われ、翡翠は慌ててまた顔を上げた。

「え？」

「え、じゃないよ。例の公布は今朝無事にすんだし、大公のこともうまいこと収まったんで、今後の仕事のために戻るんだよ」

「そ……う、なんだ」

　なんとなく、ジュリアスはしばらく耶斑にいるのだと思い込んでいた。大公が失脚したらその仕事は彼が引き継ぐのだと、思っていたのだ。

「そうだ、大公は」

　がっかりしかけてはっとしてリードとジュリアスを見比べると、ジュリアスが立ち上がった。リードは楽しげな笑みを浮かべて退き、理央の肩を叩いて二人で部屋を出ていく。それを待たずにジュリアスは寝台に腰かけて、翡翠を見ないまま訊いた。

「体調は悪くないか」

「平気だよ、もう」

「大公なら昨日、あのまま死んだ」

「でも、それじゃ」

　昨日、ジュリアスは男たちをそういう生業の人間だと言ったけれど、暗殺できないからいろいろと画策したのではなかったか。

　ジュリアスは翡翠を一瞥し、ほんの少しだけ、笑みを浮かべた。

「順番を、入れ替えたんだ。六人処刑されただろう？　あれが大公を殺した犯人だとすることで、スターツと合意している。処刑されたスターツ人はスターツの《鳥》で、アルビオンに潜り込んでいたから、お互い、譲り合ったかたちではある。まあ、スターツにはひとつ借りができたが、たいした荷物でもない」

「大公を襲うって言ってた抵抗団は？」

「身柄は拘束している。だが未み遂すいだし、犯人は別にいることになっているから、すぐに釈放だ。公布で、自治権が確保されるとわかったらずいぶんおとなしくなった」

　では無駄な犠牲は出さなくてすんだのだ、とわかると安堵感が湧いた。ジュリアスは身じろいで、翡翠の頰に触れてくる。

「おまえも、自由だ」

　淡々とした声に、ちくりと胸を刺される。私の最初の目的は終わったから、と告げる声は相変わらず無感動で、翡翠は迷った末に彼の目を見返した。

「じゃあ、おめでとうだな」

「──おめでとう、か。おまえらしい言い方だな。……ありがとう」

「アルビオンに帰ったら、もう耶斑には来ない？」

「どうなるかは、まだわからない」

　ジュリアスがわからないと言うからには、きっと本当にどうなるとも知れないのだろう。先ほどまでの会話を思い返し、翡翠はそわそわと身じろいだ。

「あの」

「リードはあんな言い方をしたが──聞いていただろう？　私はおまえに無理強いする気はない。この先は、自由にしたらいい。時計は売らなかったようだから、金は充分なだけ用意して渡す」

　口をひらきかけた途端突き放す口ぶりで言われ、翡翠は口を閉ざした。この仕事には向いていない、と言われたのははっきり覚えていた。ついていけば身体を使う仕事もさせると言っていたし、ジュリアス自身は来てほしそうには聞こえなかった。

　きっと諦めたほうがいいのだろう、と思うと寂しくなって、翡翠はジュリアスの襟元を見つめた。顔を、見られる気はしなかった。

「俺、ほとんど役に立たなかったよな。大公のことも、俺がいなくても同じ結果になってたと思うし」

「それは否定しないが」

　そっと、ジュリアスの手が翡翠の髪を梳いた。

「大公と──父と同じになりたくなかったから、この手で殺すことだけはしないつもりだったが、殺さずに失脚させるためならどんな手でも打つ気でいた。その考え方自体焦っていた証拠だが、結果としては、急いたおかげでおまえと出会えたのだから、悪くはなかった」

「……結局、ジュリアスの望みどおりにはならなかったのに？」

　結局、間接的にとはいえ、ジュリアスが手を下したに等しい。懐かい疑ぎ的な翡翠の声など聞こえないように、ジュリアスが「いいんだ」と低く囁いた。

「おまえが、幸せになってやる、と言うときの目を見たら、昔、自分もそう思っていたこともあったな、と思い出せたから。鏡を見ても時計を見ても心が動かなくなって、ただ惰性で動いている気がしたが、初心は貫かん徹てつすべきだと思い直せた。手段にこだわることはない、この機会に失敗しても、大公くらいどうとでもなると──そう思えたら、少し楽しかった」

　翡翠の髪を梳き、わずかにこめかみに触れて、ジュリアスは手を離した。

「楽しいなどと思うのは初めてだった。生まれたときから一度だって感じたことはなかったのに、退屈や倦けん怠たいを忘れていられただけでも、おまえを拾った価値はあった。……だから、もう一度礼を言う。ありがとう」

　目を覗き込むように丁寧に言われて、ずきりと、杭で打たれたように心臓が痛んだ。胸から喉まで、よじれるようにせつない痛みが襲ってくる。

　礼を言われるのは嬉しい。でも、同じほど悲しい。だって、これが最後だと突き放されているみたいだから。

「あんたの」

　見つめてくる灰色の瞳は今も冷たく見える。潤わない無彩色。

「……あんたの、目的は、まだまだ続くよね」

「そうだな。その、予定ではある」

「だったら」

　一人きりはさみしい、などと言ったら、ジュリアスはまた「憐れまれる立場にはない」と言うだろうけれど、それでも翡翠はさみしいと思う。一人なのは寂しい。目指すものが遠いほど、よるべない孤独がきっとある。翡翠にとってはそうだった。

「……だったら、俺も一緒に行きたい。俺を見てたら、思い出せるなら──全部終わるまで傍に置いてよ」

　かなしい、と思いながら口走ってから、翡翠は唐とう突とつに恥ずかしくなって目を伏せた。

「ほ、ほら、時計もなくしちゃったし。鏡だけだと、忘れちゃうんだろ」

「──自分が、なにを言ってるのかわかってるのか」

　呆れたようにジュリアスの声が低くなる。翡翠は首を竦めて、わかってるよ、と言い返した。

「あんまり役に立たないのはわかってる。あんたみたいにかっこよく『守ってやる』とか言えないし、向いてないって何回も言われたけど……でも、針探しならできるし、ほかのこともやれって言われたら、やれるよ」

「親の仇に脚をひらけ、と言われてもか」

「──言われてもだよ。だって、またなにもできないのは嫌だったんだ。大公には、ちゃんと言った。不慣れだから好きに使ってって、教わったとおりに言ったよ。……たぶん、全然意味なかったけど」

　翡翠は震えそうになった息を飲み込んだ。馬鹿みたいだと嫌になる。こんな、すがりつくみたいな真似。

　でも、ジュリアスとこれきりにはなりたくなかった。熱く揺るがす強い思いを、翡翠はジュリアスと出会うまで知らなかった。憎しみも、愛情も。でも今は知っている。それと同じなにかをジュリアスが感じてくれるなら、そこにはきっと道があるはずだった。行くべき──行きたい、と思える未来への道。

「馬鹿だな、翡翠は」

　思ったとおりにジュリアスが呟いて、いっそう胸が痛んだ。どうせ馬鹿だよと言い返そうとして、翡翠はびくりとした。

　強く背中を抱き寄せられて息がつまる。

「意に染まない苦痛を味わわせた相手に、どうしてそんなことが言える？」

　苛立たしげな声とともにくしゃりと髪を混ぜられ、きつく抱きしめられて、疼とう痛つうが身体を駆け抜けた。

　まただ、と思う。ジュリアスは声と態度がちぐはぐだ。まるで──まるで、心を言葉にするのに慣れていないかのように。

　ぴったり密着した身体からは強い鼓こ動どうが伝わってきて、熱いほどあたたかかった。そのあたたかさに励まされて、翡翠はそっとジュリアスの背中に手を回した。言葉よりも、このぬくもりと仕し草ぐさを信じたいと思う。

「信じたいなって、思ったから」

　ジュリアスの代わり映えしない軍服の端を握りしめて、翡翠は目を閉じた。一瞬甘かん美びな空想が駆け巡る。このまま抱かれて遠くまで行けるような錯覚。碧い空と赤い花と──青い、鳥。

　殺されてもいい、と思う。なにも信じられないままあらゆるものを遠ざけて生きるより、信じて、殺されたほうがいい。

　それは、ひどく満たされた心地だった。

「ジュリアスは、約束を守ってくれたから。だからジュリアスを信じたいし、俺も信じてもらいたいって、思ったんだ」

　喉が震えて声は掠れた。ジュリアスはもう一度、抱きしめる力を強くする。

「では、次に守ってほしい約束を言え。──必ず、守ろう」

　揺るぎない声は意識に直接響くようだった。両手で顔を包み込まれ、額をあわせるようにして目を見つめられて、翡翠は知ってるくせに、と小さく笑う。

「幸せになって、最後に笑えればいいよ。俺だけじゃなくて──ジュリアスも」

「意外と欲張りだな」

　奇妙に真面目な顔をしたジュリアスは、それから顔を傾けた。ふ、と吐息が唇をかすめる。

　約束する、という囁きと一緒に口づけられて、翡翠は目を閉じた。

　この瞬間が、約束の成就でもいいのに。ジュリアスにとっても、今が幸せならいい。だって翡翠には、充分に幸福だから──あとはどんなことさえ、乗り越えていける気がした。
















　渡り鳥だ、と少年のように無防備な声をあげる翡ひ翠すいを、ジュリアスは横目で眺めた。翡翠の言うとおり、船の上空を飛んでいくのはけっこうな数の鳥たちだ。

「ほんとに、海を渡るんだ……」

　冷たい潮風に頰ほおを染めて、翡翠が鳥を見送った。おまえだって今海を渡っている、と言おうか迷うあいだに、翡翠は思い出したようにジュリアスを振り返る。

「またそんな当たり前のことを、とか思ってるだろ」

「──いや。今おまえも海を渡っているところだぞ、と思っていた」

　不機嫌そうに眦まなじりをつり上げる翡翠は、一昨日出航したあと、「外海に出るとやっぱり揺れるんだな」と呟つぶやいたのにジュリアスが「海だから当たり前だ」と言ったのを根に持っている、らしい。リードが言っていた。

「物知らずだって思われるのが嫌なんですよ、自覚があるんでしょう。ジュリアス様が最初の頃いじめたせいじゃないですか？　世間知らずとかなんとか、どうせ言ったんでしょう？　初めて触れるものが多いほうが楽しくていいと思うんですけどね俺は。ほら、初うい々ういしいのって男には嬉うれしいもんですし」

　へらへらと笑みを絶やさない部下にそう言われたが、ジュリアスとしては自分の今までの言動を反省する気はない。奮起させるためには貶おとしめる必要があったし、貶めてもついてこれるくらいでなければ使いものにはならなかったのだから、仕方ない。だが、今はべつに翡翠がなにを知らなくても困らなかった。だから言う。

「最初の寄港地は芳フアン港こうだ。おまえの知らないものがたくさんあるぞ」

　それをどうとったのか、翡翠は眉み間けんに皺しわを寄せ、ふい、と顔を背そむけてしまった。

「いいよ、理り央おと見るから」

　甲板を船尾のほうへ早足で向かっていく後姿を見送って、ジュリアスは手持ち無沙汰に海を見た。

　なにも面白くはない。いつ見ても灰色だし、鳥はただ鳥だ。視線を巡らせれば離れた場所で、理央と並んで船の近くまで降りてきた鳥を見る翡翠の横顔が目に入って、ちりりと胸が焦こげた。

　大公の死から二か月。耶や斑はんから出航した大型で最新式の豪華客船は、アルビオンの植民地や、かつて植民地だった場所に寄港しながら、二十日かけてアルビオンへと向かう。身元の確かな人間しか乗船しないのんびりした旅は、ジュリアスの予定では自分と翡翠、翡翠の弟の藍らん佳か、それにリードと使用人たちだけのつもりだったのに、どういうわけか、いつのまにか理央まで行くことになっていた。リード曰いわく「あれは使いものになります」ということらしいのだが。

　翡翠の幼なじみだという理央は、楽しげにしている翡翠を見ては幸福そうに目を細めていて、ああやって長いこと翡翠を見てきたのだろうと容易に想像できた。愛いとおしげな表情はそのまま彼の心にちがいない。翡翠を使えば理央は役に立たせる使い道が多そうだ、と冷めて考える一方で、ジュリアスは自分の顔が微妙に不機嫌になるのを自覚した。

　まだ慣れない。自分が一人の人間に腹を立てたり、安あん堵どしたり、焦ったりする状況は、あまり賢い選択ではないと理性ではわかっているのに、そういう火種を傍そばに置こうと決めたのは、紛まぎれもなくジュリアス自身だった。

　軍靴の踵かかとを鳴らし、二人の近くまで歩み寄る。理央はジュリアスの顔を見て、どこか苛いら立だたしげに、けれど諦あきらめたように口を閉ざしたが、翡翠は振り返らなかった。

「なんか用？」

　まだ怒っているらしい。なにに腹を立てているのか、リードに説明されてもジュリアスはよくわからない。だが、自分の心を乱すたった一人の男を、別の男と二人きりにしておく義理もないのだ。

「ダンスの練習をする。今夜は舞踏会だからな」

「……本気で俺と出て、踊る気なの？」

　呆あきれた表情で翡翠が振り返る。緑がかった宝石の色の瞳に睨にらむように見上げられ、ジュリアスは頷うなずいた。

「当たり前だ。せっかく一か月前から練習につきあってやったんだ。それに」

「……それに？」

「──それに、おまえに新しい燕えん尾び服ふくも誂あつらえた。もったいない」

　翡翠はみるみる眉をつり上げた。怒鳴るか、と身構えたジュリアスの前で、理央が苦笑して翡翠の肩を叩たたき、翡翠の耳元に口を寄せた。

　なにごとか囁ささやかれ、翡翠が納得のいかない顔で「そんなわけないだろ」と呟く。理央は宥なだめるように囁きかけて、やがて、翡翠がしぶしぶ頷いた。

「そういうんじゃないけど……まあ、理央が言うなら」

　私の命令はきけないのにその幼なじみの言うことはきくのか、と思うと、また胸の奥のほうが不快に痛んだ。私の役に立ちたいんじゃなかったのか。そういえば、初めて自分から媚こびを売ったのも理央を逃すためだった。嫌なことを思い出して眉をひそめるジュリアスの脇を、翡翠はすり抜けた。

「じゃ、さっさと練習しよう」

　未だ怒りの色を漂ただよわせる後姿に、どうしたものか、と考え込んだとき、「あの」と理央が声をかけてきた。振り返れば、理央は同情するような眼まな差ざしを向けてくる。

「リードから、顧問官閣下は女性の扱いが下手くそだと聞いたんですが、本当だったんですね」

「……きみに、そんな指摘をされる筋合いはない。だいたい、下手なのではなく面倒だっただけだ」

　実際、今までは、仕事や社交上有益だとわかっていても、女と会話したり触れあうのは苦痛なほど面倒だった。勢い態度が素っ気なかったのは認めるが、別段、ご婦人方の機き微びに疎うといつもりはない。送られる秋しゆう波ははわかっていて無視していただけだ。

「でも翡翠は違うでしょう。面倒だとか言わずに、ちゃんと会話したほうがいいですよ。意思疎通……コミュニケーションです。わかります？」

「よくわかるよ、ありがとう。忠告してもらえるなど光栄だ」

　嫌味たっぷりに言い返し、ジュリアスは踵きびすを返した。なんだって恋こい敵がたきにアドバイスなどされなければならないのか。苛立ちまじりにそう思い、数歩で自分で否定した。恋敵とはなんだ。そんなことは──だいたい、翡翠は私のことを愛しているはずだ。

　客室へと続く階段を登りながら、ジュリアスはそこが無人なのをいいことに思いきり渋じゆう面めんになった。言えるか、と八つ当たり気味に思う。

　翡翠からは役に立ちたいというようなことを言われたけれど、それが自分と同じような、どうにもできない、不合理で非理性的なこの熱と同じ気持ちからなのかどうか──つまり愛しているからなのかどうか、確信はないなどと、言えるわけがなかった。










　不機嫌なままプライベートフロアの広間に足を踏み入れると、翡翠は窓際に佇たたずんでいた。窓からの白い光で伸びやかな身体からだの輪郭がくっきりと浮き上がり、尖とがった顎あごの先や頰のラインは自ら光るように眩まぶしい。

　美しい、と素直に感じるしかないような光景だった。絵のようだ、と考えて、陳ちん腐ぷな例えだとジュリアスは自じ嘲ちようした。この世を美しいなどと思ったことも、価値ある絵画を素晴らしいと思ったこともなかった──今までは。

「翡翠、おいで」

　自然と呼ぶと、翡翠は振り返って、黙って近づいてくる。手を取って腰を抱き寄せ、そういえばダンスの練習をするのだったと思い出し、ジュリアスは手の位置を変えた。

「おさらいだ。ワルツから──一、二、三」

　囁くようにカウントしたのにあわせて、一歩踏み出すと、翡翠はリードされたとおりに足を動かした。

　ホールドした手に確かな重みがかかる。ステップを踏み、身体を添そわせながら、長い睫まつ毛げを伏せた翡翠を見下ろすと、頰がほんのり赤く染まっていた。内側からぼうっと光が差すような、そのあたたかい色を見るとジュリアスまでなんとなくあたたかい気がして、そっと髪に唇を寄せる。

「上手くなった」

　囁いて、唇で髪の感触を味わう。微かすかな震えが抱いた身体全体から伝わり、やがて翡翠が呟いた。

「今日の舞踏会で踊るのも仕事？」

　硬い声音に、ああ、とジュリアスはやっと思い当たった。今夜の舞踏会も仕事だと翡翠が思うのも無理はない。だから乗り気ではなかったのか、とほっとして、ジュリアスはもう一度唇をつけた。

「いや。器具はなにもつけないし、ただ私と踊るだけだ。本来は主催の女主人と私が最初に踊るが、出席するかわりにおまえとしか踊らないと言ってある」

「……そうなんだ」

「コザクがやっていたような催もよおしは悪しき伝統だが、今でもまだ続けているのは過去の遺物みたいな連中だけだ。いずれ廃すたれる」

「……あんたは、パーティの類たぐいは嫌いで面倒がってるって、リードに聞いたんだけど」

「確かに好きではないな」

「じゃあなんで、仕事でもないのに出るわけ、今日は」

「アルビオンの貴族社会は社交界がものを言うんだ。だから船旅中の最初の一回くらいは出ておくべきだ。それに」

　踊るのをやめて改めて腰を引き寄せる。燃え立つように発散される翡翠の熱は、まるで翡翠自身のエネルギーのようだと思う。光と熱を帯びた、太陽のような。

　不安げな色を浮かべて見返してくる瞳は溶けた宝石のよう。今なら詩の授業もクリアできるなと思いながら、ジュリアスは自分がなにを言っていたのか忘れて翡翠の唇を塞ふさいだ。ぴくりとし、逃げずに受けとめる翡翠のやわらかな唇を食はみ、舌をすべり込ませて、思うさまかき回す。

　できれば押し倒してしまいたかったが、そうすれば夜の舞踏会に差し障さわる。残念だと思いながらジュリアスはうなじから後頭部へ翡翠の髪をかき上げて、幾度も啄ついばみ直した。

　芳港にはアルビオン本国では老舗しにせのショコラティエの支店がある。またチョコレートを買ってやろう、と考えながら吸う翡翠の舌は、ジュリアスにとってはチョコレートの何倍も、甘くて美味だった。










　舞踏会では予想どおり、翡翠は目を引いていた。造ぞう作さだけなら好き嫌いもあるだろうし、もっと完璧に整った容よう貌ぼうの人間もたくさんいる。だが翡翠が目立つのは、単なる顔立ちだけでなく、微細に放たれる、凛りんとしていながらどこか危うげな雰囲気と色気だった。

　ジュリアスに従うかたちで大広間に足を踏み入れた翡翠は、今はご婦人方にあれこれと話しかけられている。噂うわさ好きの彼女たちは、放っておいてもジュリアスが望む情報をばらまいてくれるだろう。東洋の神秘的な青年は、アルビオンの顧問官の寵ちよう愛あいを受ける存在なのだと。

「ずいぶん色気増しですね」

　愉ゆ快かいそうな声が投げられて、ジュリアスは振り返る。

　一通りの挨あい拶さつを受けたところですでにパーティそのものには飽いてきて、さっさと壁際に下がったのだが、いつのまにかリードが寄ってきていた。近くでは、藍佳が物珍しげにあたりを見回している。リードの顔に視線を戻すと、リードは「翡翠ですよ」と広間のほうを示した。

「昼間っから抱いたんですか？　あんな、色気だだ漏もれにして」

「……だだ漏れではないし、抱いてもない」

「抱いてもないのにあれですか。最初はかちかちの生き娘むすめみたいだったのに……あれは女にももてますけど、男のほうがもっと危ないですね。ほら、あっちの男も、向こうの男もずーっとちらちら見てます。見せびらかすのは逆効果かもしれませんねえ」

　リードの口調はいつでも軽薄だ。真面目になることのほうが少ない。いつもは気にもしないジュリアスだが、今日ばかりは眉間を狭せばめてかるく睨む。

「見せびらかしておいたほうがいいと言ったのはおまえだぞ」

「だってほら、顧問官の寵愛を一身に受けてるって思われてたら、みんな手出しはためらいますからね。ジュリアス様だってそう思ったから出ることにしたんでしょう」

「一理あると思っただけだ。だが、おまえは翡翠も喜ぶみたいなことを言っていたが、ちっとも喜んでいないぞ」

「ちゃんと、舞踏会でおまえをみんなに見せびらかしたいんだ、私の可愛かわいい椿つばき姫ひめをな、って言いました？」

　腹の立つ調子でジュリアスの口調を真ま似ねたリードに、ジュリアスは憮ぶ然ぜんと首を振った。

「言ってない。そんな言葉で翡翠が喜ぶとは思えん」

「あーこれだからジュリアス様は！」

　呆れたようにリードも首を振った。「だめでしょ言わなきゃ。そこからの、ワルツを踊って、褒ほめる、『おまえがいてよかった』とか言ってですね、愛してると囁いて、舞踏会が終わったら夜の営みですよ。三回も手順を説明したじゃないですか。ご婦人はベタなのに弱いんですから」

「おまえのそれはあてにならない。だいたい翡翠はご婦人ではない」

「女だろうと男だろうと、必要とされて嫌な人間はいませんし、気持ちを確かめられて不幸せになる人間もいません」

　リードは半眼になって先生みたいな口調になり、それから声を低めた。

「寂さびしがってましたよ、翡翠。ジュリアス様がここ二か月、キスもしないって。好きになってもらえたと思ってたのは、勘違いだったかもしれないって言って、仕事で役に立てるなら、それだけでもいいんだけどさ、とか……健けな気げじゃないですか」

「──」

　ジュリアスは黙って視線を泳がせた。まだ女性陣に囲まれている翡翠は、控ひかえめな笑みを浮かべて彼女たちと話している。

（……おまえだって私が好きとは言ってないだろう）

　そう考えて、首を振る。

　それが言い訳だと、ジュリアスにはよくわかっていた。ただ、認めたくなかっただけだ。人並みの情愛とは一生無縁でいるだろうと考え、そのほうがいい、必要に迫られても性交に溺おぼれるような人間にはなりたくないと思っていたのに、完全に覆くつがえされて、昼となく夜となく、翡翠を見れば抱き寄せたい衝動にかられるなんて、認めたくはなかった。

　大事な右腕になるのなら、それはいい。けれど、愛情に溺れるのは怖かった。

（……だがもう引き返せはしない）

　傍にいさせてと懇願され、それを受け入れた日から、二度と自由にはしてやれないとわかってはいた。それはつまるところ執着で、言い換えるならば溺れている。ジュリアスの知らない感情の揺らめきと、とうの昔に捨て去ったはずのさまざまな思いをよみがえらせてくれる存在は、翡翠しかいない。

　穏やかに流れていた弦楽が途切れ、人々がざわついた。ダンスの時間だった。ジュリアスは手にしていたグラスをテーブルに置き、翡翠を迎えるために広間に進み出る。割れるように人々が道をあけた先、翡翠はやや緊張した面持ちで待ち受けていて、ジュリアスが手を差し出すと、目を伏せてそこに手を重ねた。

　腰を抱き寄せ、はじまった音楽にあわせてステップを踏みながら、リードの教えに従って「おまえがいてよかった」とでも言おうかと思案して、ジュリアスはやめた。

「芳港に着いたら、チョコレートを買ってやる。おまえが気に入っていた、チェリーボンボンを」

「……俺はいいよ。買うなら、藍佳になにか買ってやってよ」

「藍佳にもなにか買うさ。でも私は、おまえと食べたい」

　くるりと身体の位置を入れ替えると、はっとしたように翡翠がジュリアスを見上げた。天井のシャンデリアを映しこんで複雑に煌きらめく緑色が美しい。

「芳港の次はガナラーシャのチコリン港だ。古いアルビオン領で、いい紅茶がたくさんある。アルビオンとも耶斑とも、無論ルテニアやイリヤともまったく違う文化だから、きっと興味深い」

　見つめあったまま囁くようにそう言うと、翡翠は淡く頰を染めた。

「……ジュリアスは、行ったことある？　ガナラーシャ」

「ある。任務で三年ほどいた。やたら暑い」

「あんたは暑いの苦手そうだね」

　くすりと笑って、翡翠はまばたいた。楽しそうだ、と思うとジュリアスもなんとなく満たされて、ほっとした。

　瞼まぶたや唇にキスするかわりに、重ねた手を密ひそかに握る。練習どおり、ジュリアスのリードに合わせて危なげなくステップを踏む翡翠に、綺き麗れいな動きだ、と微笑ほほえみそうになった。いったいなにが楽しくてくるくる回らなければならないのかと思っていたダンスだが、人前でこうして堂々と喧けん伝でんできるのは悪くない。

　ターンして、ジュリアスは翡翠のかたちのいい耳に唇を寄せた。ここならば、今口づけても誰にも文句は言われまい。

　産うぶ毛げをそっと舌でなぞると、翡翠は微かに震えて、身を硬くする。それを、ジュリアスは殊更に抱き寄せた。

「おまえに、いろいろ見せてやれたらと思っていた。仕事についてから長い休暇など取ったことはなかったから、私としても楽しみだ」

「それで、船にしたんだ？」

　腕の中、ふっと翡翠の身体がゆるむ。

「陸路のほうが早いし、なんなら新型の旅客飛行機もあるって聞いたから──船で、なにか仕事なのかと思ってた」

　よかった、と呟く翡翠の言葉に合わせるように、音楽が終わった。ジュリアスは翡翠の腰を抱いたまま、端へ下がるふりをして翡翠の耳元に唇を寄せた。

「これで義務はおしまいだ。十分愛あい想そもふりまいたことだし、退散しようと思うが──どうする？　弟はリードと楽しんでいるようだし、おまえももう少し楽しんできてもいいぞ」

「……あんたと一緒がいい」

　目元まで上気させて翡翠は顔を背け、その表情に腰からうなじまで、背中を熱が這はいのぼる気がした。神経を中心から焼くのは、勝利に似た手応えと、言い飾りようもない欲望だった。










「こ、ここでするのかよ……っん、ぅ」

　個室の中はホテルのスイートに似せたつくりで、こぢんまりとしてはいるが居間と寝室にわかれている。ベッドまで待つのももどかしい気がして、ジュリアスは窓の傍で翡翠を抱きすくめていた。逃げたそうな言葉を漏らす唇を塞ぎ、燕尾服のジャケットの釦ボタンを外す。脱がせるのはやめ、シャツをたくし上げて胸に手を這わせると、翡翠は大きく身体を波打たせた。

「んぅっ……は、あっ……は、ジュリア、ス……ベッド、」

「あとで行く」

　先ほどまでのワルツを想起させるように、下肢を押しつけながらもう一度唇を吸う。吐息を漏らして目を伏せる翡翠の仕草が、驚くほど色めいて見えた。

　指先で探り当てた乳首をつまみ、こよるように愛あい撫ぶする。触れた唇が震え、密着した股間がじわりと熱を帯びて、その素直な反応に満足感が湧いた。

　やわらかかった乳首はあっというまに芯を持ち、弾力をもってジュリアスの指を跳ね返してくる。尖った突起の先端を撫なで回し、物足りなくなってジュリアスは顔を落とした。

　白いシャツを強引に喉元まで捲まくり上げ、つんと主張している赤い果実を、今度は唇で挟み込む。

「あ、ああっ……ああ、はあっ……」

　舌を這わせると、面白いように翡翠の声が上ずった。わずかに出っ張った窓枠に尻を乗せるように翡翠の身体がずり上がり、背をしならせる。

「舐なめられるのが好きか」

「ちが……は、ああんっ……あぅ、……っ」

　誘うような色に濡れて光る乳首を指で捏こね、もう片方も口に含んで転がしてやる。ほんのりと甘ささえ感じる肌はなめらかで繊細だ。乳輪ごとかじるように歯を立てれば、ぐんと浮いた翡翠の腰がねだるかのようにジュリアスに押しつけられて、ジュリアスは息をついた。

　布越しにも硬く熱い感触が、ジュリアスの欲望に擦こすりつけられてたまらない。舌で乳首を転がせば転がすだけ、ひくひくと翡翠の腰が上下して、ジュリアスを愛撫するかのように動いた。

「もうずいぶん熱いな。胸を舐めただけなのに」

　素直すぎる反応に微かにジュリアスが笑うと、翡翠は口元を押さえて顔を背けた。

「だっ……て、も、二か月も、なんにもしてなくて……あんたが何考えてるかやっぱりわからないなって、落ち込んでたのに、昼間口づけとかするから……っ」

「パーティの最中から期待でもしていたか」

「期待してたんじゃない。……俺、一人だけ舞い上がってたら嫌だなって、怖かったから……だから」

　ため息をついて、翡翠はジュリアスの首に思いきったように腕を回した。

「今、ほっとしてる……ほっとして、嬉しい」

　潤みかけた瞳で見つめられ、ほんの短く、唇が押しつけられる。

　ぱっと胸に熱が散ったのもつかのま、翡翠はそそくさと腕をほどいてしまう。そのまま身を捩よじって逃げていこうとするのを、ジュリアスは捕まえた。

「嬉しいなら逃げなくてもいいだろう？」

「でも、ここ……窓、」

「三階だ、外から見えるわけじゃない。気になるなら見てみろ」

　後ろから腰を抱き寄せ窓と向かい合わせると、翡翠は硝子ガラスに額をつけた。

「──暗くて見えないけど、外からはこっちが丸見え……っ、あ、ちょ、あっ」

　外に気を取られた翡翠のトラウザーズを素早く引き下ろすと、翡翠が慌てたように押さえようとした。その手を撥はねつけて下着も下ろし、勢いよく飛び出した翡翠のものをてのひらで包む。

「……っは、……あ、……っ」

　わずかに手をすべらせるだけで、翡翠はぴたりと動きをとめ、かわりに蕩とろけそうな声を漏らした。

　すでに張りつめきって濡れてさえいるそれをゆるく握って、根元から先端まで扱しごいてやってから、ジュリアスは翡翠の尻に両手をかけて舌打ちしそうになった。潤滑剤が手元にない。だが手を離して取りに行くのは嫌だった。一秒だって惜しい。

「窓に手をついて、こっちに尻を突き出せ。ほぐすから」

　ジュリアスは言いながら膝をついた。白くまろやかな尻を改めて左右にひらき、顔を覗のぞかせる桃色の窄すぼまりに舌を伸ばす。

「や……っ、ジュリアスっ……ああ、やあっ……」

　舌で慎ましやかに閉まった襞ひだをなぞって先端を潜り込ませると、思ったよりも楽に孔あなが迎え入れてくれる。痙けい攣れんしたように震える孔は、入り込んだジュリアスの舌をきゅっと締めつけた。

「ああっ……だ、だめ、やだって……そんなとこ……っ」

「慣らさないと繫つながれないだろう？」

「……っ、パーティ、の前に、シャワーで……、」

　尻を揺らし、舐められてきゅんきゅんと孔を収縮させながら、翡翠は泣きそうな声で言った。

「あ、洗って……な、らして……ある、から、いい……っ」

「洗って、慣らした？　自分で？」

「だって……万が一……その、必要になったら……困、ると……あっひ、ああっ……」

　ぬくりと舌を押し込み直し、中を舐め回すと、翡翠の声が高くなる。

「やだっ……き、きたない、から、」

「洗ったなら綺麗だ。──色も、美しい」

　指で窄まりを広げながら、襞をめくるようにして舐めまわし、たっぷり唾液をまぶしてやる。舌の脇から指を押し込んでも、確かに内壁はやわらかく飲み込んで、うねうねとくねった。

　自身を収めたときに肉襞がどのように迎え入れ、締めつけるかを思うと、ずんと重たい熱の塊が腹を疼うずかせた。性器が生き物のように猛たけって首をもたげるのがわかり、ジュリアスは自嘲した。自分がこれほど我慢のきかない人間だなどと、ついぞ思ったことはなかった。

「はあっ……は、あ……、」

　しなやかな背中をくねらせながら喘あえぐ翡翠の中をもう一度だけ指で抉えぐり、自分の前をくつろげた。いつにもまして重く感じるそれを窄まりに宛あてがい、翡翠の腰に手をかけると、翡翠はむしろほっとしたように力を抜いた。

　ぐっとわけいるのにあわせて、翡翠がうまく締まりをゆるめてくれる。ずいぶん慣れたものだな、と思ったのもつかのま、雁かり首くびも入りきらぬうちに翡翠はぎゅっと身体を強張らせた。

「あっ……あ、ああ……い、……っ」

「きついか、やはり」

　痛いほど締めつけられて、ジュリアスもわずかに顔をしかめた。萎なえずに震えている翡翠のペニスを扱きたててやり、たっぷり溢あふれた先走りを、受け入れようとしている場所に塗りこめる。そうしながら後頭部に口づけると、いくらか締めつけがゆるんで、ジュリアスは自身を突き入れた。

「あー……っ、あ、ああっ……、ジュ、」

　名前を呼びかけ、逃げたそうにかぶりを振る翡翠の乳首を擦る。微かにゆるむ隙を狙ってさらに穿うがつと、翡翠は掠かすれた嬌きよう声せいをあげた。

「ああ……ん、……く、るし……あ、あっ……」

「久しぶりだからな。──一度抜くか」

　これは無理かと引きかけると、「やっ……」と悲鳴のように翡翠が叫んだ。

「だめ……っ、ぬかな……平気、だから……っ」

「だが、苦痛を与えたいわけではない」

　しっとり汗に濡れたうなじから髪をかき上げる。翡翠は身を捩って振り返り、潤んだ目でジュリアスを見た。

「なんか……前より、大きくて──あつい、気がする、だけだから」

「──翡翠」

「腹ん中、いっぱいで苦しい、けど……嫌、じゃ、ないから」

　はあっと震えるため息をつき、翡翠はわずかに微笑んだ。

「もう、ジュリアスとは、キスもできないかと思ってたから──それより、苦しいほうが、ずっといいよ」

　微笑みと甘く掠れた声だけで、またもずくりと自身が滾たぎるのを感じて、ジュリアスは眉を寄せた。

「翡翠。──私が、好きか？」

　蕩けたような瞳を覗き込み、低く問う。翡翠は痛みを覚えたようにせつない顔をして、小さく頷いた。

「すき」

　秘めやかな声をこぼす唇が待ちきれなくて、キスで塞ぐ。忙せわしなく舌でかき回し、それでも足りなくてやや強引に翡翠の尻を引き寄せて、はずみをつけて自身を奥へと突き入れる。

「──っ、あ、ア──ッ」

　キスがほどけ、律りつ動どうに翻ほん弄ろうされて前を向いた翡翠が、仰のけ反ぞるようにして達した。しなった翡翠の性器から勢いよく白濁が飛び散って、暗い窓を彩る。あまやかに紅潮した翡翠の表情がそこに映っていて、ジュリアスは熱い息をついた。

　うねってやわらかく食んでくる翡翠の媚肉の動きが、彼の感じている快感をジュリアスにも伝えてくる。

「ひあっ……あっ……ア、ジュリア……ぁっ……」

　がくがくと膝を震わせる翡翠は自力では立っていられないようだった。精液に濡れた硝子に爪をたてるようにすがりつく翡翠の腰を、ジュリアスはさらに深く穿つ。
















「あっ……ああっ……すご……っ深いとこ……まで、」

「まだ入る」

　受け入れろ、と囁くジュリアスの声も低く掠れた。腹を食い破りそうな凶暴な熱が、身体の奥で暴れている。

「受け入れて、私を感じるといい。──私は、おまえが」

　無欲な人間だと、思っていた。俗世間的なものへの執着はなく、色恋も、あるいは家族愛も無縁だと信じてきたのに、これほどの渇かつ望ぼうが自分に眠っていたのだと思うと、いっそ清すが々すがしかった。

　この気持ちを、なんと呼べばいいのか、ジュリアスは知らない。

「翡翠……、翡翠」

　名も知らぬ感情のかわりに、唇を耳に押し当てて名前を呼びながら、ひときわ奥を抉ると、波のように翡翠の中がうねり、あまく長く、翡翠が鳴いた。

　二度目の射精が熱で曇った窓を汚すのを眺めながら、ジュリアスも翡翠の中をしとどに濡らす。

「あ……ア、……、あ、」

　絶えそうな息まで愛しかった。抱きすくめて最後の一滴まで注そそぎ込みながら、ベッドまで翡翠を運んだら、とジュリアスは思う。

　翡翠がわかったと言うまで抱こう。表せない感情も含めて受け入れると言うまで、隅すみ々ずみまで愛そう。言葉も声も、二人には要らなくなるまで。







あとがき




　こんにちは、または初めまして。葵あお居いゆゆです。フルールさんでは三冊目、私にとっては九冊目の本になりました。

　今回は、かつての日本に似た架空の国、が舞台で、異国の冷徹な軍人×酒場のうたい手という、趣味丸出しな内容です。

　軍服！　着物！　ハニートラップ！　諜ちよう報ほう！　調教！　陵りよう辱じよく！　憎しみからの愛！　プロットをそっと提出したところ、「パッションを感じます」というコメントをいただいたのをよく覚えています。さぞ暑苦しかったと思います……。

　このパッションがうまいこと皆様にも伝わり、萌もえたりどきどきしたりにんまりしたりしていただけているといいのですが。

　連載時は相思相愛な部分がほとんど書けませんでしたので、書き下ろしは顧問官視点で甘めにしてみました。私は船酔いしそうなので、長期間船に乗るのは躊ちゆう躇ちよしてしまいますが、船旅、という単語にはロマンがつまっていると思います。いいですよね。豪華な客室もいいですが、狭せまい物置みたいな部屋とかもいいですね。甲板も素敵です。いろんなバリエーションで、顧問官閣下には楽しんでいただきたいです。いろいろ。そりゃもういろいろ……！

　そんな感じに楽しく書かせていただいた本作、文庫化にあたっては高たか崎さきぼすこ先生にイラストを描いていただきました。表紙のラフからやられっぱなしでした。顧問官はミステリアスかつ美しく、翡ひ翠すいは気が強い美人に描いていただけて、挿絵はきわどいシーンもたくさんで……幸せです。高崎先生、本当にありがとうございました。

　プロットのときから暴走しがちな私を的確に導いてくださった担当様、そのほか本書にかかわってくださった皆様にも、この場を借りてお礼申し上げます。

　そして連載時に感想をくださった皆様。

　相変わらず暴投作品で、楽しんでいただけるか不安でいっぱいでしたが、感想を拝見してだいぶ安心することができました。願わくは、本のかたちで初めて触れる皆様にもお気に召していただけますように。

　お礼にしてはささやかですが、ブログにておまけＳＳを公開いたしますので、よろしければあわせて読んでやってくださいませ。

　http://aoiyuyu.jugem.jp

　また次の本でもお目にかかれれば幸いです。


二〇十五年二月　葵居ゆゆ
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